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大橋宗桂おおはしそうけい名人杯山城やましろ桜おう花か戦








概要



　京都きょうと市出身の大橋宗桂初代名人を顕けん彰しょうするため、平成五年に創設された日本将棋連盟公式女流タイトル戦。女流棋士全員並びにアマチュア女性二名が参加する。山城桜花タイトル保持者ホルダーが挑戦者決定トーナメントの優勝者と三番勝負を行い、勝者が山城桜花位を獲得する。








三番勝負



　第一局　東とう京きょう・将棋会館

　第二局　京都・天龍寺てんりゅうじ大方丈おおほうじょう

　第三局　京都・四条河原しじょうかわら


※第三局は第二局終了時に一勝一敗の場合に開催









《自戦記》







　穴熊あなぐまを採用することは最初から決めていた。




　このタイトル戦が始まる前から、勝負を決めるのは、ずっと磨みがき続けてきたこの戦法にしようと思い定めていた。

　心の中には一欠片ひとかけらの不安も曇くもりも存在しなかった。

　私は小学五年生の頃から、この穴熊という戦法について研究を続けてきたのだから。

　固さが重視される現代将棋において（最近プロのあいだではバランスを重視する囲いが流行しているのだが）穴熊は囲いが完成した時点で『一本取った』という感覚があり、それもあって穴熊の戦い方を研究してきたというのもある。

　だが、それよりも、私は穴熊という囲いや、穴熊の将棋を指す棋士に、憧あこがれてきたという理由の方が大きい。

　そして何より、この囲いには美しさがあると思う。

　まるで十二単じゅうにひとえを纏まとうかのように、玉ぎょくの周囲にたくさんの駒こまを一枚一枚重ねていく。

　盤ばんの隅すみに正方形に整えられたその姿は、将棋の局面の中でも極めて珍めずらしい。

　私はそれを、美しいと感じるのだ。

　美濃みの囲がこいの効率的な組み方には神の意志のようなものを感じる。

　矢や倉ぐらのバリエーションの豊富さは、まるでショウウインドウの中に飾られているたくさんの服の中からお気に入りの一着を選ぶかのような楽しさがある。

　けれどそのいずれもが、穴熊の持つ美しさには敵かなわない。

　何度でも言おう。

　私は穴熊が好きだ。




　だから私は決して忘れないし、どんな結果になろうとも絶対に否定しない。

　９二香と指した瞬間に感じた胸のときめきを。
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「そうだ。京都きょうとへ行こう」

　そんな言葉が口を突いたのは、桜が咲く季節のこと。

　弟子でしと一緒に長手数ちょうてすうの詰将棋つめしょうぎを考えている時に、ふと思い立ったのだ。

「きょうと……ですか？」

　俺おれと肩を寄せ合って詰将棋雑誌の問題に目を落としていた雛鶴ひなつるあいは、きょとんとした顔でこっちを見た。開け放った和室の窓からは、温かい春の風が吹き込んでくる。

「うん、京都。まだ春休みは続くよな？」

「あと一週間くらいありますけど……」

　この春で小学五年生になるあいは、久しぶりの長期休暇中。

　師匠と違って学校でも割と優等生らしいこの弟子は、さっさと春休みの宿題も終わらせて、今はじっくり将棋の勉強をしたりＪＳ研のみんなと遊びに行ったりと、四年生最後のお休みを満喫まんきつしている。

　そして将棋界も学校とかと同じで四月から新しい年度に変わるため、タイトル戦に出ているような棋士きし以外は長期休暇といってもいいような期間に突入していた。

　長く苦しい順位戦も終わった。

　しかもＣ級１組へ昇級。竜りゅう王おうのタイトルも防衛。

　昨年度は二人の弟子との出会いも含めて、とにかく激動の一年だった。

　新たな闘いの日々に向けて気持ちをリセットする必要もあるだろう。弟子の春休みに合わせて小旅行というのも悪くない。

　そこまで考えてふと気になり、尋たずねる。

「あいは京都に行ったことはあるのか？」

「えっと……ほとんどおぼえてないんですけど、行ってると思います。日本中の有名な観光地は行ってるはずですから」

「さすが有名旅館の一人娘むすめだね」

「でもでも！　本当におぼえてないんです！　ししょーといっしょに京都いきたいですっ!!」

　大好きな詰将棋も脇わきに追いやって、あいは「きょーと！　きょーとぉ！」とおねだりを開始する。

　かわいい♡

「きよみずでら、行ってみたいです！　かもがわの川原も行きたいし、ええっとそれから、それから……ほんのーじ！　あい、ほんのーじ見たいです!!」

「うんうん」

　子犬みたいに興奮する弟子を落ち着かせるように、俺は言う。

「でも今回は行くところが決まってるんだ」

「ふぇ？　どこ……ですー？」

「まずは、嵐あらし山やま」

　京都でも……いや、日本でも指折りの観光地の名を告げた。

「嵐山にある『天龍寺てんりゅうじ』っていうお寺に行く」

「てんりゅーじ？」

　あいは知らないようで、大きな瞳ひとみに『？』を浮かべている。

　京都にはお寺が山ほどあるから仕方がない。かなり有名なお寺だから写真なんかで見ればわかるんだろうけど。

「そこに何か用事があるんですか？」

「タイトル戦がやってるんだよ。『山城やましろ桜おう花か戦』が」


「あっ……！」



　六つある女流タイトルのうちの一つであり、唯一ゆいいつ、花の名前を冠した雅みやびなタイトルだ。

　そのタイトル保持者ホルダーと挑戦者は俺の最も古い将棋仲間でもある。

「基本的にインドアなプロ棋士が外に出かける用事っていえば、そりゃまあ将棋に関することくらいしかないからね。デートする相手がいるわけでもないし」


「…………」



「ん？　俺、何か変なこと言ったか？」

「いえ。特に」

　もうすぐ高学年になるからだろうか？　あいは感情の読み取れない、大人びた表情を浮かべている。

「わたし、女流のタイトル戦を現地で観るのって初めてですから、きっとすごく勉強になると思います。後学のためにぜひ現地へ赴おもむきたいと思います」

「もちろん勉強にもなるけどね」

　何だか急に難しい言葉を使い始めた弟子に動揺どうようしつつ、俺は京都へ行く理由を説明する。

「山城桜花戦は特殊とくしゅなんだよ。観戦してて純粋に面白いんだ」


「とくしゅ……？」



「まず、三番勝負であること。プロ・女流全すべてのタイトル戦を合わせても、三番勝負のタイトル戦は山城桜花戦と女流玉ぎょく将しょう戦しかない」

　新人戦といった一般棋き戦せんも含めればもうちょっと増えるけど、三番勝負というのは連勝すれば終わってしまうためプロ棋士のタイトル戦では存在しない。そうそう、竜王戦の挑戦者決定戦が三番勝負だ。

「それから、第二局と第三局が二日連続で行われるってこと」

「公式戦を二日連続で指すだけでも疲れるのに……それがタイトル戦って、すっごく厳しいです！」

　決着までが非常にスピーディーで、しかも第二局の結果を引きずらない強きょう靱じんな精神力が必要とされる。もちろん肉体的にも苛か酷こくだ。

「それに何と言っても第二局以降は京都の名所で公開対局っていうのが、他ほかには無い最大の特徴だね」

「公開？　みんなの前で対局するってことですか？」

「そうそう。あいもマイナビ女子オープンの一斉いっせい予選で経験してるけど、あれをもっと大がかりにしたものだと思ってもらえばいいよ」

　マイナビの一斉予選は複数の対局が一斉に行われた。

　けど山城桜花戦は一局の将棋を、両対局者が着飾った状態で、多くの人々の目に触れるような場所で行う。

　ただでさえ外国人観光客の多い京都だ。注目度は桁けた違い。

　写真もバンバン撮とられるし、話し声だって聞こえて来る。

　こういった周囲の状況にどう適応するかも求められることから、桜花戦は得意・不得意がはっきりわかれるのだ。

「でも……どうしてそんな状況で将棋を指すんです？」

「桜花のタイトルは京都市が主催しててね。日本の伝統文化である将棋と京都のコラボレーションってわけで、観光の材料にタイトル戦を利用してるのさ」

「なるほどですー！」

　あいは旅館の娘さんなので『観光』というワードに敏感びんかんだ。

「確かに将棋の対局はけっこう長い時間、しかもあんまり動かずにいてくれるから、観光客の皆さんが写真を撮ったりするには最適です！」

「そうなんだよね。スポーツみたいなイベントとして捉とらえるとちょっと物足りない部分も、景色とか展示品とかと同列に考えるとむしろプラスの要素になるし」

　将棋の対局は、海外の人から見れば伝統芸能や現代アートのように映るのかもしれない。

「第一局は東京とうきょうでやるんだけど、そこでも京都市の皆さんが京都のＰＲ活動をするんだ。徹底的に『ショー』として特化した、すごく珍めずらしいタイトル戦だよ」

「おもしろそうっ！」

　あいはもう山城桜花戦に夢中だ。

　俺は充電中のスマホを手に取って時間を確認する。

「今から行けば昼前には京都に着けるな……よし！　四十秒で支し度たくするぞ!!」

「ししょー！　はやく京都に行きましょう！」

　そんなわけで俺達は、春の京都へと旅立った。
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「つきましたー！」

「あっというまだったねぇ」

　環状線かんじょうせんで福島ふくしまから大阪おおさか駅に出て、そこから新快速で京都までわずか三十分弱。

　千年の古都ことは意外なほど近い。

「さて、ここからまた移動しなきゃだな」

「また電車です？」

「そうだなぁ……」

　まだ時間には余裕がある。

　最速の移動手段ってわけじゃないが、乗せてあげたい乗り物があった。

「せっかくだから『嵐電らんでん』に乗って行くか」

「らんでんー？」

「京福けいふく電鉄の嵐あらし山やま本線ほんせん。通称『嵐電』。面白いぞ？」

　弟子と手を繫つないで、京都の街をてくてく歩く。

　ぽかぽかと暖かい春の陽気。

　ここ数日は暖かい日が続いたので、いっきに桜が開花している。どこかから風に乗ってやって来たピンクの花びらがあいの頭に舞まい降りた。

「もうすっかり春ですねー」

　春風の贈り物を小さな手の平で大切そうに捕つかまえたあいは、桜色の唇くちびるから息を吹きかけて、花びらを再び空に返す。

　舞い上がるその花びらを見上げながら、俺は言った。

「東京とかはまだまだ寒いっていうけどな」

「北陸も寒いって、お父さんとお母さんが言ってました！」

　実家がある石川いしかわ県の寒さを想像したんだろう。

　あいは俺の腕を抱だいて、ぴったりと身体からだを押しつけてくる。

「今年は大きな寒かん気きが東日本にどーんと居座ってるから、桜前線が北上しないってテレビでもやってましたよ！」

「山城桜花戦が桜の季節にやれてよかったよ……タイトルに『桜』って入ってるくらいだからな」

　歩きながら眠っちゃうんじゃないかと思うほど暖かい。

「……こんないい天気になるんなら」

　ちょっとした後悔こうかいと共に俺は呟つぶやいた。

　──やっぱり天衣あいも誘うんだったかな……。

　俺の二番弟子・夜叉神やしゃじん天衣はマイナビ女子オープンという女流タイトル戦で挑戦者決定戦まで勝ち上がっていた。

　そして挑決の相手は今日、山城桜花のタイトル保持者として対局している。

　そこにわざわざ足を運ぶのは、さすがに味が悪すぎる。

　だから誘うこともしなかった。誘ってもきっと来ないだろう。

　けど、それでも……たった三人の一門かぞくなんだから、みんなで同じ景色を、空気を共有したいという気持ちがあった。

　孤こ独どくなあの子に、春を見せてあげたいと……。

　そんな俺の気持ちを察したわけじゃないんだろうが、あいがこう言ってくれた。

「また来年も来ましょう！　次は天てんちゃんも一緒に！」

「……うん。ありがとう、あい」

　弟子の優しさが嬉うれしい。この子を弟子に取って良かったと、改めて思う。

　さて、そうこうしているうちに駅に到着した。

　その駅と、そこにある電車を見て──


「っ！　わぁぁぁ……！」



　あいは目を輝かせる。

　全国でも少ない路面電車──道路を走る電車がそこにあったからだ。

「どうだ？　面白いだろ？」

「はい！　ちんちんでんしゃですね！」

「ッ!?」

　た……確かに、路面電車のことをそういう呼び方することもあるし、実際かなりちんちんと鐘かねを鳴らしてはいるけど……けど！

「わぁ！　ししょー、すっごくちんちんいってますよ!?　ちんちんって！」

「……あい、ちょっと──」

「ふぇ？　どうしました？」

「うん。いや……そのな？　何て言うか……もうちょっと、その……お上品な言葉を使ってほしいというか──」

「？？？」

　あいはナゾナゾでも出されたかのように身体全体で『？』を表現してから、

「……おちんちん？」

「違うッ!!」

　何でもかんでも『お』を付ければ上品になるってもんじゃない！

　そんなことを話しているうちに、電車は嵐山に到着していた。
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「すっごーい！　ここがあの嵐山なんですねっ！」

　渡月橋とげつきょうの上から嵐山を眺ながめたあいは、感激のあまり大きな声を出した。「わふわふー」と興奮している。

　足下に流れるのは桂かつら川がわ。

　遥はるか古いにしえより様々な形で語られてきた景色だ。

　とはいえ、じゃあ風流だけを感じられるかといえばそういうわけでもない。

　歴史的建造物の隣にはたくさんの土産みやげ物もの屋やが建ち並び、ひっきりなしにやってくる観光バスや、自じ撮どりをする観光客が必ず視界に入る。

　基本的に道が狭せまい京都でも、ここの混雑具合は桁はずれだ。

「この辺りは観光客の数がハンパないな……さっさと奥に入るか」

　ひととおり『嵐山と弟子』の写真を撮り終えた俺がそう言うと、あいは珍しくわがままを言う。

「ええー！　ＪＳ研のみんなにおみやげ買いたいです！」

「帰りに買おうね」

「ん～！」

　土産物屋に名残なごり惜しそうな視線を向けるあい。うーん、かわいい。

　ただ、あいの機嫌はすぐに直った。

　天龍寺へ行く道にも土産物屋はずっと続いているからだ。

　渡月橋の近くよりも観光客の数はグッと減り、道も広いからゆったりと歩くことができる。

「今日は暖かいし、そこで抹茶まっちゃソフトでも買って食べながら歩くか」

「まっちゃー♡」

　京都といえば抹茶だ。アイス、ソフトクリーム、スムージーなど抹茶の入った様々な甘かん味みを手に持って、味わいながらぶらぶら歩くのはすごく楽しい。

　抹茶ソフトを美味おいしそうにペロペロする弟子の写真を撮ったりしながら楽しく歩いてるうちに、天龍寺に到着。

　めちゃでかい石に『天龍寺』って彫ほってあるからすぐわかる。

「お寺でもタイトル戦ってするんですね！　わたし、旅館とかホテルとかだけでやるのかと思ってました」

「広い和室があれば将棋は指せるからね。お寺は割とよく使われるかな？」

　その代わり宿泊や食事は別の場所で……となることが多い。

　不便ももちろんあるだろうけど、それを補ってあまりあるほどの歴史的情緒じょうちょや静けさを得ることができるから、お寺での対局は名局が生まれるんだろう。

「この天龍寺は将棋のタイトル戦がよく行われる場所なんだ。世界遺産の一つでもあるし、昔は境内けいだいで映画の撮影もしたっていうぞ」

「映画ですか!?」

「太秦うずまさが近いからね。嵐電の駅でも『撮影所前』ってのがあったろ？」

「なるほどですー！」

　あいは次から次へと襲おそいかかる京都の魅力に完全に参っている。もう京都に夢中だ。

「ししょー、早く入りましょう！」

「その前に嵯峨野さがのを散策しようか。将棋関係者に見つかったら、もう観光してる時間なんて取れないだろうしね」

　天龍寺を迂う回かいして、野宮神社ののみやじんじゃへ。

「ここは恋愛や子宝こだからのご利り益やくがあるとされるんだよ」

「っ!!」

「境内にある神石しんせきは『お亀石かめいし』と呼ばれてて、触ると年内に願い事が叶かなうっていう凄すごいパワースポットなんだぞ？　せっかくだからお参りしてくか？」

「しますっっっ!!」

　ものすごい喰くいつきだ。

　やっぱり将棋が強くなりたいとお願いするんだろうな。俺や姉あね弟子でしも小さな頃に来た時それをお願いしてたから。

　あいはお亀石を非常に念入りにナデナデし、その愛くるしい姿を写真に収めた後、俺達は野宮神社を出て山の方へと向かう。

「ふわー。竹がいっぱいはえてますねー」

「そうだね。ふふふ……」

　あれを見たら、あいはどういう反応をするだろう？

　坂を上がっていくと、天龍寺の北門に出た。そこを通り過ぎてさらに坂を上がる。

　すると──目の前に現れた道を見て、あいは驚きに足を止めた。

「竹のアーチです！　すっ……ごーい!!」

　昼近くなって強くなってきた日差しだったけど、その光を左右に伸びた竹が遮さえぎってくれる。

『竹林ちくりんの道』。

　嵯峨野の最大の名所と言ってもいいこの場所は入場料も必要ない。誰でも気軽に訪おとずれることができる。これが京都の歴史の深さだろう。

「こ、これ……テレビとかで見たことありますっ!!」

　あいは今までで最も感動した面おも持もちで、天を覆おおい尽くす竹を見上げる。

「すてき……空気も光も、ぜんぶ青いです……」

「なー。京都に来たって感じだよなー」

　よくお茶のＣＭとかで見る印象がある。

　ここも外国人観光客でいっぱいだし、みんな写真を撮ってるからなかなか人のいない景色を収めるのは難しいんだが、何とかタイミングを見計らって『竹林と弟子』の撮影に成功。かなりいい写真が撮れたぞ！

　って、俺……小学生の写真ばっか撮ってるな……。

　いやいやこれは弟子の成長記録。

　俺は別に邪よこしまな感情からＪＳ女子小学生の写真を撮ってるんじゃない。あいのご両親からも、娘の無事な姿を見たいと（特にお母さんから）言われている。

「師匠ししょう？　かわいく撮ってくれました？」

「お、おう。完璧かんぺきだぞ」

「じゃあ今度は一緒に撮りましょう！」

　あいは近くを歩いていた外国人観光客さんに「ふぉとぷりーず！」とお願いして、俺とツーショット写真を撮ってもらう。

　そうしたら『お嬢さん、次は私達と一緒に撮ってもらってもいい？』とそのまま外国の人達があいとの写真撮影を希望。あいがかわいすぎて日本人形みたいに見えるんだろう。『俺も俺も』と次々に希望者が現れ、あいちゃんと外国人観光客の撮影会が始まってしまった。

　あいのかわいさは海を越える……。

『あなたの妹さん、とってもかわいいわね！』

　外国の人にそんなようなことを話しかけられて戸と惑まどっていると、あいが横から、

「ひーいず・まい・ますたー！　どらごんきんぐ!!」

『？？？』

　……混乱しますよね。すんません。

　これで観光もひと段落だ。撮影会を終えて竹林の道を引き返し、北門から天龍寺へ。

　境内に入るとすぐ将棋関係者に出会った。

「あっ！　竜王！」

「雛鶴先生も、ようこそお越しくださいました！　どうぞこちらへ！　さあどうぞ！」

　北陸から出てきてわずか一年。

　将棋を覚えてから数えても一年半に満たないこの児童は、もう『先生』と呼ばれる立場になっていた。

　将棋界が才能の世界だという何よりの証拠だろう。

　俺達を関係者控ひかえ室しつに案内してくれる連盟職員さんに、対局の状況を尋ねる。

「もう昼食休憩に入ってますか？」

「ええ。手て番ばんを持ってる挑戦者が、早めに休憩に入れられまして」

「そうですか……」

　自分の持ち時間を使って定刻より早く休憩に入ることはルール上ＯＫだ。盤ばんの前で考えるより、自室で落ち着いて考えたいということなんだろう。

　せっかちなあの人らしいと言えばそうだけど……。

「九頭竜くずりゅうです。失礼しまーす」

「し、しつれいいたしますっ！　女流棋士の雛鶴あいですっ!!」

　関係者控室の入り口で、大きな声でご挨拶あいさつ。

　地元のタイトル戦に勉強へ行く時は、こうやってしっかり自分の身分を名乗る。奨しょう励れい会員かいいんや研修生だったらどの門下かも名乗るのが大事だ。俺以外のタイトル戦に初めて来たあいに教えるためにも、真面目まじめすぎるくらい真面目に名乗ってみた。

　礼儀正しい子供は、大人からの受けがいい。

　あいはすぐに京都将棋界のおじいさん達に大歓迎され、やれ八やツ橋はしだ肉桂ニッキ飴あめだと、お菓子かしやジュースをしこたま勧められている。

「おや、竜王」

　継つぎ盤ばんの前に和服で座っていた男性が、俺とあいに気付いて声を上げた。

　月光つきみつ聖市せいいち九段。将棋連盟の会長だ。

「それに雛鶴さんも。ようこそお越しくださいました」

「おっ……おじゃまいたします!!　べんきょーさせていただきにまいりましたっ!!」

「感心ですね」

　目の不自由な会長は、それでもその目を細めてあいを褒ほめる。

　俺は会長の周囲を見回して、いつもと違うことに気付いた。

「あれ？　男鹿おがさんはどこ行ったんです？」

　会長の秘書である男鹿ささり女流初段（引退）は、常に影のように寄り添っている。姿が見えないのは不思議だ。

「今日は記録係をやっていただいております」

「男鹿さんが？　珍しいですね」

　引退棋士が記録係や解説会の聞き手をすること自体は別に珍しくもないけど、あの人が会長から離れてまでそれをやるのは意外だった。

「京都は男鹿さんの地元ですから。私よりも歓迎されるのですよ」

「あー、なるほど」

「記録係は対局者の次に目立ちますからね。京都の将棋ファンの皆様に、彼女の元気な姿を見ていただきたいと思って、今回は『私は一人で大丈夫だいじょうぶですから記録係をお願いします』とお伝えしました」

「でも男鹿さん、嫌いやがったんじゃないですか？　泣いちゃったとか？」

「真ま顔がおで『捨てられるくらいなら死にます』と言われました」

　想像の一億倍くらい重い……。

「さ、さすが男鹿さん。会長に命を捧ささげてますね……」

「私のせいで彼女の人生を縛しばるようなことは、本当はしたくないのですが」

　会長のせいってわけでも……いや広い意味ではそうなのか？

「でも男鹿さんがやりたくてやってることですし」

「それが困るのですよ。いつまでも私に依い存ぞんしているようでは。かわいい子には旅させよ、と言うでしょう？　竜王も、お弟子さんには一人で強く生きていけるようになって欲しいとお思いなのでは？」

「まあそうですけど……でもうちのあいはもう一人前の女流棋士ですから。俺に過度な依存はしてないですよ」

　会長はあいの方を向いて尋ねる。

「もし雛鶴さんが同じようなことを言われたら、どうなさいますか？」

「そうですね……」

　あいは暫しばらく考えてから、

「その場では師匠の言うことに従って油断させておいて、本当は別の女ひとと会ってるという証拠を摑つかみます」

　震ふるえ上がる俺に「それにしても」と会長は嬉しそうな顔を向け、

「本当にいいタイミングで来てくださいました。さすが竜王。持っておられる」

「は……あ？」

「挑戦者のところへ顔を出してあげてくれませんか？」

「顔を出すって……昼食休憩中ですよね？　控室に、ですか？」

「はい」

　会長は頷うなずくと、俺にだけ聞こえるよう耳元に口を寄せて、こう囁ささやいた。

「もう少し番勝負ばんしょうぶを盛り上げていただかなければ困りますから」





[image: ]






「ナニしに来やがったんだこのクズ野郎ッ!!」

　控室で弁当を食べていたその女性は、俺の顔を見るなりそう悪態を吐つく。

　挑戦者────月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将。

　東京で行われた第一局は気合いが空回りしたような将棋を指して完敗を喫きっしたため、後が無い状況に追い込まれている。

　だからまぁ、いきなり控室に押しかけて「よく来てくれたね！」と歓迎されるとは思ってなかったけど……ここまでアレとも思わなかった。
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　この光景に題名を付けるとしたら『荒れる成人式』だろうか。

　この人は和装するときに袴はかまを穿かないからただでさえ花魁おいらんっぽいというのに……帯が緩ゆるみ、裾すそがめくれ上がって長い脚が顕あらわになったその姿は、美しいとかそう言う前にまずエロい。

　もう一度言う……エロい。

　小学生の弟子にこんなの見せられないので、俺は背中であいの視線を遮った。あいも怯おびえているのか、俺の服を摑んで隠れてる。

　恐る恐る、俺は尋ねた。

「の、飲んでるんですか……？」

「さすがに今日は飲んでねーよ。公開対局だしな」

　……今日は？

「この和服っつーのは、いつまでたっても着慣れなくていけねぇ。メシを食うにも大変だからちょっと緩めようと思ったんだけどな……」

「ご覧の有様ありさまなわけですね……」

　男性の和服は腰で帯を締しめるから比較的ラクチンだけど、女性は胸のすぐ下で締めるから食事をするのが大変だと聞いたことがある。

　あまりにも窮屈きゅうくつだったから帯を緩めてしまったんだろう。

　男性のプロ棋士でも昼食休憩中はラフな服装に戻ることがあるから、それ自体は悪い選択じゃなかったんだろうけど……。

「まーでも後で着付けやってもらやいいだろ。仲なか居いさんとかに」

「ここ、お寺ですよ？　いるかなあ？」

　旅館ならともかく、お寺に女性の着物の着付けができる人が常駐じょうちゅうしてる可能性は低いのではなかろうか。尼あまさんとか？

「いるとすれば供御飯くぐいさんでしょうけど……さすがに対局相手に着付けをやってもらうってのも味が悪いでしょうし……」

「ハン！　だったらこのまんま指してやんよ！」

「いやいやダメでしょ!?　つーか俺が控室に入って月夜見坂さんがこの格好で出てきたらヤバい噂うわさが流れるでしょ!?」

「おう。責任取れやクズ」

「何のだよ!?」

　俺達が謎なぞの言い合いをしていると──

「あ、あの……」

　それまで俺の背中に隠れていたあいが、ひょこっと顔だけ出して、小さな声で言う。

「わたし、着付けできますけど……」

「やるじゃんチビ！　師匠よりよっぽど役ン立つぜ」

　月夜見坂さんは大喜びだ。

「オレがタイトル獲とったら小こ遣づかいやるよ。五百円な」

　セコい……。

「あの、月夜見坂先生？　この子も一応、もう女流棋士なんですけど……？　あなたとも対局したことがあったような……？」

「るせーよこの役立たクズ！　テメーもちったぁ弟子を見習ってオレの役に立てってんだ。何しに来たんだよボケカス」

　もう帰りたくなってきた。

　京都に来たこと自体を後悔しつつあったが、ここで帰ったら会長からねちねち嫌味を言われるのは目に見えてる。

　進むも地じ獄ごく、退ひくも地獄……だったら進んだ方がちょっとはマシだ。

「でも何をすればいいんです？　将棋のアドバイスなんかしたら助言行為で大問題ですし、さりとて俺から将棋を取ったら他に何か特技があるわけでもなく……」

「ナンか面白い話をしろ」

「無む茶ちゃ振ぶりィィッ!!」

　大阪に住んでるからって誰もがお笑いトークできると思ったら大間違いだ！

　気を紛まぎらわせろ、っていう意味なんだろうけどさ。

「負けたらオメーのせいだからな？」

「責任重大過ぎでしょ……」

　ここで月夜見坂さんが負けたらタイトル戦が終わる。

　第三局に向けて京都市の皆さんや将棋関係者は一年がかりで準備をしてくださっているわけで、その労力が無駄むだになるかどうかの瀬戸せと際ぎわなのだ。

　まだこの二局目の将棋の内容は確認できてないけど、まぁこの様子なら午前中で有利になってるってことはないだろう。

　月夜見坂さんは珍しく弱気な様子で溜ため息いきなんぞ漏もらしつつ、

「だいたいなぁ、この京都っつー場所はナニからナニまで万智まちに有利すぎんだよ。対局場とか服装とか料理とか……オレにとっちゃ全すべてがアウェーだわ」

「……」

　それについては気の毒だなぁと同情していた。

　供御飯さんは京都生まれの京都育ち。そして旧華か族ぞくのお嬢様じょうさまで、山城桜花というタイトルを持つにこれ以上ふさわしい存在はどこを見渡してもいないと断言できるほど。

　それはつまり──他の人にタイトルが渡って欲しくないと誰もが思っているということでもある。

　面と向かって月夜見坂さんにそう伝える人は、もちろんいない。

　だがこの番勝負では事あるごとにそういった本ほん音ねを言葉ではなく肌で感じてきただろう。京都の人って、そういうの得意そうだし。

　よほど鈍にぶい人でないかぎり、

『……私なんかが山城桜花になっていいんだろうか？』


『くそムカつく!!　絶対タイトル奪取してテメーら全員泣かしちゃるわボケェェェッ!!』



　このどちらかの感情を抱くだろう。

　そしてどっちの感情であろうと、それは将棋にプラスにはならない。強すぎる感情は読みの精度を曇らせるからだ。

　月夜見坂さんは持っていた箸はしで重箱を示しながら、

「この……ナンだ？　精進しょうじん料理っつーのか？　そりゃヘルシーかもしんねぇケド、いまいちガッツが出ねぇっつーか……」

「おっしゃりたいことはわかる気がします」

　これについても、ちょっと気の毒な感じがしなくもない。

　旅館やホテルで行われる対局だと様々なメニューが選べるけど、こういった寺社仏閣じしゃぶっかくとか市民ホールとかで行われる場合は仕出し弁当とかになる。

　月夜見坂さんは女流棋士にしては珍しく対局中にたくさん食べるタイプだから、腹の中が軽いと落ち着かないんだろう。

　そういった違和感は意外なほど対局に影響する。

　まさか小食の供御飯さんが、月夜見坂さんのそういう性質も読んだ上で料理を決めてるなんてことは無いんだろうけど。

「だからせめてオレが飯を食ってるあいだ、この味気のねェ料理が少しでも美味うまくなるような話をしろ。オレを楽しませろ」

　王様かよ。

　けど──

「めし、ですか……」

　最近じゃ棋士が食べる料理を題材にした漫まん画がも出るくらいで、将棋界ではこの手の話題を求められる機会も増えてる。

　タイトル戦の解説をする際にこういった軽い話題も必要になることから、俺の中でもいくつかストックがあったりする。

　そうそう。

　将棋にまつわるメシの話といえば、こんなことがあった。

「あれは確か、あいが関西こっちに来て一ヶ月くらいがたった頃のことで──」
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「はぁぁ～～……っと！　今日も指したなー」



「さしましたー」

　関西将棋会館の二階にある道場で一日中練習将棋を指していた俺おれとあいは、揃そろって伸び上がり、凝こり固かたまった脳と身体からだをほぐす。

　四月。大阪おおさか。

　俺──九頭竜くずりゅう八一やいちが将棋界最高位タイトルである竜王りゅうおうを獲得して初めて取った弟子でしはまだ小学四年生になったばかりの女の子だった。

　雛鶴ひなつるあい。

　北陸の温泉街からたった一人で押しかけて来たこのＪＳ女子小学生は、紆余うよ曲きょく折せつを経て、ここ将棋会館にほど近いアパートの一室で俺と同居している。

　いわゆる内うち弟子でしってやつだ。

　まあそんなわけで俺は十六歳にして一児のパパみたいな状態になっており、弟子の今夜の食事なんかもどうするか考えなくちゃならんのだけど……今から家に帰って何か作るのは、さすがにかったるい。

「あい。好きな食べ物って何だ？」

　駒を片付けながら俺が尋たずねると、弟子は小さな指をチョキの形にして言った。

「きゃにー！」


「カニか？　カニは時期じゃないからなぁ…………そうだ、焼き肉は？」



「すきです！　だいこうぶつですっ！」

「よし！　なら景気づけに肉でも食って帰るか！」

「わぁい！　おにくーおにくー!!」

　あいは喜びを爆発させて、ぴょんぴょん飛び跳はねる。

　うむ！　かわいい。

　俺はロリコンとかじゃないけど、こうして小さな女の子が喜ぶ姿には限りない愛いとおしさを感じる。ロリコンじゃないけど。

「とはいえ、二人っきりで焼き肉ってのも寂しいしなぁ。他の棋士きしも誘っていいか？」

「はい！　みんなで食べたほうがおいしいです♪」

「だよな！　じゃあちょっと棋士室見て来るわ」

　そして三階の棋士室に顔を出した俺は、そこにいた人物を見た瞬間、この一手が頓とん死しクラスの大だい悪手あくしゅだった事を思い知る。

　いつだって悪手は指す前じゃなく、指した直後に気付くのだ……。
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「……」

「……」

「……」

　連盟から歩いて五分ほどの場所にある『炭火焼き肉・コーヤン』のボックス席に収まった三人は、無言だった。

　メンバーは、俺、あい、そして────姉あね弟子でし。

　年下だが入門が俺より早かったため姉に当たる空そら銀ぎん子こ女流二冠が偶然ぐうぜん棋士室にいた事から、会話の弾はずむ楽しい夕食が、沈黙ちんもくの行ぎょうへと変貌へんぼうしていた。

　ちなみにここに来るまでに交わした言葉は「姉弟子今日何して」「将棋」それで終了。何だこの煉獄れんごく……。

　しかも。

「……おい、あそこの席にいるのって……」

「え!?　白雪姫しらゆきひめ……!?」

「一緒にいる冴さえん男は誰や……？」

　座るなり、近くの客がこっちを見てヒソヒソと囁ささやき始めた。

《浪速なにわの白雪姫》というご大層な異名いみょうを有する姉弟子は、将棋界どころか関西圏けん屈指のアイドル的な存在だ。

　本職アイドル顔負けの容姿。雪みたいに白い肌と銀色の髪かみ。そして小学生にして女流最高位タイトルである『女王』と『女流玉座ぎょくざ』を奪取するほどの棋き才さい。女流棋戦登場以来四年間で女流公式戦無敗というファンタジーじみた実績は、中学三年生にして姉弟子の存在を伝説の域にまで高めていた。

　中学生でプロ棋士になって、史上最年少で七大タイトルの最高位『竜王』を獲得した俺もそこそこ凄すごいはずなんだけど、人間の枠をはみ出した存在である姉弟子のおかげで影かげが薄い。別にいいけどね。……別にいいけどね!!

「あ、あの……」

　限りなく居い心地ごこちの悪い空気の中、おずおずと口を開いたのはあいだった。

「師匠？　こんな高そうなお店に入ってだいじょうぶなんですか……？」

「大丈夫よ。こいつ去年かなり稼いでるし」

　俺ではなく姉弟子が、俺が払うのが当然という前提で答えた。

　ちなみにトップ棋士の賞金総額は毎年公表されるし、俺が持ってる竜王のタイトルに至っては『一回勝つと○○万円』みたいな感じでトーナメントの賞金も全すべて公表されてる。つまり俺の財布の中身は姉弟子に筒つつ抜ぬけなのだ。

「今年も竜王戦の賞金が入って来るから、対局に全部負けても年収四千万以上は確定だし。タイトル失冠しっかんしても番勝負ばんしょうぶに出るだけで千五百万くらいもらえるんだっけ？　いいわよねーお金持ちで。そりゃあ家で小学生を飼おうって気にもなるわよねー」

「……おばさんには聞いてないんですケド」

「誰だれがおばさんやコラ？」

　さっそくツノを突き合わせる二人。

　出会った瞬間からどういうわけか仲が悪かったあいと姉弟子にとって、この程度のやり取りは初手７六歩に３四歩みたいなありふれたオープニングである。つまり顔を合わせれば常にケンカ腰なのでほんと勘弁してください。

「ま、まあまあ姉弟子。一門の関係で言えば、姉弟子はあいの伯母おばに当たるわけですし……」

「そうだとしても普通は『おばさん』なんて呼ばないでしょ。『空先生』とか、せめて『空さん』って呼ぶべきじゃない？」

「いやです」

「小童こわっぱァ……」

「まあまあまあ。まーあまあまあまあまあ」

　割って入る。ここが俺の部屋や連盟なら将棋で白黒つける事もできるが、盤駒ばんこまの無い状況ではリアルな殴り合いに発展しかねない。

「すみません姉弟子。あいは、ほら……まだ弟子入りしたばっかりで、将棋界の常識っていうか、作法に疎うといんで……帰ったらちゃんと教育しときますから。はい」

「……」

　姉弟子は珍しく唇を尖とがらせて、子供っぽく俺を非難する。

「かばうんだ？」

「か、かばうっていうか……弟子の教育は師匠の役目でしょ？」

「……ふーん」

「な、なんスか？　何か文句あるんですか？」

「べつに？　いいんじゃないロリコンっぽくて」

「だから俺ロリコンじゃねーし！　たまたま弟子が小学生だったってだけだし!!」

「中学生と小学生だったらどっちを弟子にする？」

「え？　そりゃ小学生っしょ」

「……」

「いやいやいやいや！　だってそうじゃん!?　だって将棋界ってのは才能の世界じゃん!?　だったら若ければ若いほどいいでしょ!?　そもそも俺だって六歳で入門してるし姉弟子に至っては四歳で入門してんじゃん！　幼よう稚ち園えん児じじゃん！」

　ゴトン！　と大きな音がした。

　見ると、あいが手に持っていたメニュー表を床に落としたようだった。薄暗い照明の中でもはっきりわかるくらい、青ざめている。

「し、ししょう……」

　あいはふるふる震ふるえながら、俺の服にすがりついてこう叫んだ。




「ししょうは……もっと若い子じゃないとダメなんですか!?」




　場が凍こおりついたよね。

「あの、わたし……まだギリギリひとけたで、背もちっちゃいほうだし、幼稚園のころの服も着れるんじゃないかって……ああっ！　でも、あとちょっとで十代になっちゃいます……！」

「いや、ちょっと待てあい。そういう話をしてるんじゃ──」

「ししょー！　わたし、がんばりますからっ！　ししょーが大好きなちっちゃい女の子になりますっ！　おたんじょうびも何とかしてズラして、ちょっとでも年をとらないようにがんばりますからっ!!　だから……だから……!!」

「わかった！　大丈夫！　九歳でも全然オッケーです!!」

「……ほんと？」

「うん!!　ぼく、小学生大好きっ!!」

「……れんあいたいしょう？」

「も、もちろんだとも。九歳は立派なレディーだよ」

「えへへー♡　わたしも師匠、だいすきですっ！」

　泣き笑いの表情であいが抱だきついてきた。

　路上で踏み潰つぶされた虫むしの死し骸がいを見るような姉弟子の眼まな差ざし、それから店員さんと他のお客さんの視線が突き刺ささる。暑いはずの焼き肉屋の空気が、氷点下まで冷めていくのを感じた。

　もうこのお店、来られないよね……。気に入ってたんだけどな……。
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「下らない話は止めて、さっさと注文するわよ」

　他人の視線などものともしない姉弟子は床に落ちたメニューに手を伸ばして小考すると、さっさと店員さんを呼んだ。

「すみません。上ロース三人前、特上カルビ三人前、上ハラミ三人前、ランプの短冊たんざく切りを三人前、牛シロコロホルモンを三……四人前、ヒレ肉シャトーブリアン三人前、あとライスを三人前と石焼きビビンバ一人前。取り皿二つで。それから上厚ミノ三人前、ハツ三人前、ホホ肉三人前。で、オレンジジュース三つ。とりあえず以上で」

　どんだけ食うつもりやねん。

「ちょ、ちょっと姉弟子……初手に上ロースと特上カルビは指し過ぎじゃないですか？　あぶらっこすぎるでしょ？」

『指し過ぎ』というのは将棋用語で『やりすぎ』みたいな意味だ。最初はあっさりしたものから入りたい。タンとか。

「はぁ？　おなか減ってるんだからコッテリしたもん食べさせなさいよ。あ、店員さん、あとこの黒毛和牛霜しも降ふりサーロインステーキを三枚お願いします」

「だから頼みすぎだって言ってんだろ!?　人の話を聞いてるんですか!?」

「焼き肉屋に来て肉を頼んで何が悪いのよ!?　タイトル保持者ホルダーが霜降り肉の一枚や二枚でガタガタ抜かすな!!」

「霜降り霜降りって、そんなに霜降りが好きなら飛車でも振ってりゃいいだろ!!　居い飛び車しゃ党のくせに霜降りばっか頼むなよ!!」

「食べ物の好みに居飛車も振ふり飛び車しゃもないでしょ！　だったら居飛車党は何を食べればいいのよ!?」


「い…………いび……イチボ？」



「はぁ？　どこの肉？　それ？」

「えーっと……お尻しりの先っぽの肉？　みたいです……」

　メニューを見ながら答える。

　俗ぞくに『ランプ』って呼ばれる尻肉の、下側の柔らかい部分と書いてある。牛の臀骨でんこつがＨ字形なのでＨボーンと呼ばれており、それがなまってイチボになったんだそうな。勉強になっちゃったな。

　言い争っているうちに、注文した肉がテーブルに届き始める。

「わあ！　おいしそうですねぇ!?」

「サシ、めっちゃ入ってんなー」

　あいが思わず歓声を上げるのもわかる。薄暗い照明の中でキラキラと輝くロースやハラミの粉雪のような脂身あぶらみを見ていると、食欲が抑えられなくなってきた。

「さ。焼くわよ」

《浪速の霜降り姫》がトングを手に肉を焼き始めた。俺も負けじと参戦する。あいはトングが大きすぎて上手うまく握にぎれないので、わくわくしながら俺達が焼くのを見ている。

　だがここで問題が起こった。

　せっかちな姉弟子は一気に大量の肉を焼こうとする。網あみに隙すき間ま無く肉を敷しき詰めるタイプだ。

　逆に、肉一枚一枚の味を追求してゆっくりじっくり焼きたい派の俺は、網の上にも独自のロマンを求める。ただ肉を並べればいいってもんじゃない。

　やがて互いの焼き肉観が網上で火花を散らし始めた。

「八一、もうちょっと効率を考えて焼きなさい」

「姉弟子こそ、いきなり網に複数の種類の肉を敷き詰めるとかいつの時代の焼き肉？　昭和しょうわ？　昭和なの？」

「八一こそ何よそのスッカスカな焼き方は？　三人いるんだからいっぱい焼かないと追いつかないでしょ。無駄むだなスペース作ってんじゃないわよ」

「いや姉弟子こそ無駄だらけでしょ？　ってか素人丸出しで恥ずかしいんですけど？」

「はぁ？　どこよ？　この完璧かんぺきな肉にく組ぐみのどこに無駄があるっていうの？」

「そこですよ。そこのスペース」

「どこ？」

「そこだって」

「だからどこよ？」

「……だーかーらー！」

　俺は脳を焼き肉モードから将棋モードに切り替えて、

「そこの５六の地点に置いたハラミが明らかに悪手って言ってるんです！　そのハラミは早く脇にどかして５二のカルビを前に進めた方がいい」

「でもハラミが動けるのは４筋だけでしょ？　そうすると４筋に肉柱ができて一目ひとめ、形が悪いと思うんだけど。肉が渋滞して悪形あっけいじゃない？」

「ないないないない！　むしろ５六の地点にカルビを進出させることによって、炭の上に落ちた脂が火の勢いを大きくするでしょ？　で、その火が３七と６四の地点の肉にも利きいてるから。早く焼き上がって盤面から消せるから渋滞とかないないない」

「はぁぁ？　脂が落ちて早く焼けるなんて理想論もいいとこでしょ？　落ちなかったらどうするのよ？　やっぱり単なる悪形じゃない」

「わかんないかなー？　もっと肉の利きを考えて盤面を広く使えって言ってるんですよ。ったく、だから姉弟子は『局地戦ばっかで大局観が悪い』って観戦記に書かれちゃうんだよ」

「へーえ？　さっすが『終盤で相手が嫌になるまで粘って逆転してるだけ』って評価の人は、おっしゃる事が違うわねぇ？」

「それでタイトル獲とらしていただいたんでー」

「私だってタイトルくらい持ってますけど？　ほんの二つほどですが」

「タイトルの価値って数じゃないよね？」

「そうね。複数冠かん保持してから言おっか？」

「とにかくその無駄な陣形は捌さばかせてもらいますんで！」

「ここ私のゾーンだから。空そらゾーンだから。打ち込んできたら弾はじき返すわよ？」

　俺が姉弟子の陣地にトングを伸ばすと、姉弟子は自分のトングでそれを防ぐ。互いのトングがぶつかり、空中で激しい鍔つば迫ぜり合あいが始まった……！

「おにく、焼けたから取りますねー？」

　激論を交わす俺と姉弟子をよそに、あいは伸び上がるように手を伸ばして箸はしでひょいひょいと焼けた肉を取り皿に移して持ち駒に変えていく。意外と要領のいい子である。

　そして、おねだりするようにこっちを見上げて言った。

「ししょー。おなかへりましたー[image: ]」

「ん？　おお、悪い悪い。食べていいぞ」

「いただきまーす！」

　あいは歓声を上げて手を合わせる。俺と姉弟子も不毛な論争を一時的に休戦し、箸を持って肉を摘つまむ。

　さて、その味は──

「うん！　うまいうまい♪」

「……悪くないわね」

　無表情のまま、姉弟子がポツリとつぶやいた。

　姉弟子はタイトル戦の常連で日本全国の旅館やホテルを回ってる。そこで出される食事は常に一流の食材を一流の料理人が調理した極上のものなので中学生にしてやたら舌が肥こえてやがるんだが、その姉弟子が認めるほどなのでかなり美味うまいという事だ。この店、また来たいんだけどなぁ……無理だろうなぁ……。

　そんな切ない想おもいと共に肉の味を嚙かみ締めていると、隣からかわいい悲鳴が聞こえた。

「わちゃっ」

「どうしたあい？　大丈夫か？」

「あっちゅい……」

「おいおい火傷やけどすんなよ？　ちゃんと冷ましてから食べるんだぞ？」

「ふぁーい」

　うちの弟子はどうやら猫舌ねこじたらしい。子猫ちゃんだ。かわいい。

　あいは言いつけを守って「ふー。ふー」と小さなおくちをすぼめ、必死に息を吹きかけている。かわいい。弟子かわいい。

　そうやって冷ました肉を、おっかなびっくり口に入れる。

「どうだ？　美味いか？」

「んー♡」

　とろけそうな笑顔をこっちに向けて、弟子は大きく頷うなずいた。子犬がしっぽを振るように、テーブルの下で足をふりふりしている。かわいいかわいい。

　こっちはもう、この笑顔だけでお腹いっぱいだ。

　今まで焼き肉屋に来たら一枚でも多く自分が肉を食うことしか考えてなかったけど、今は一枚でも多く弟子に食べさせてやりたいって思う。

「よしっ！　どんどん焼くぞ!!」

　腕まくりしてトングを摑つかむ。

　網上は焼き上がった肉とまだ焼けてない肉が入り乱れている。

　そして既に捌かれて網上から消えた肉の影響と、そして何より肉と炭火から出る煙によって肉の利きが見えづらい状況だ。

　しかしこの混沌こんとんを見事にまとめてこそプロ……！

「てぇぇい！　にっくにくにしてやるぜ!!」

「八一……この段階でまだ居い肉にくとか、あんた焼き肉ナメてるの？　囲いが炎上してるわよ？」

「姉弟子こそ、８三のロースが焦こげてますよ」

「成なって。早く成りなさい」

　裏返せという意味だ。８三ロースなる。

　網の上では各所から火が上がり、既にノータイムでの判断が求められる状況だ。互いに焼き肉の手筋を尽くした応酬おうしゅうを繰くり広げる！　熱い!!

「食らえ姉弟子！　一手いって損ぞんカルビ交換！」

「甘いわね八一！　内臓モツの無い焼き肉は負け焼き肉よ」


「姉弟子、ミノだけそんなに固めて何を…………はっ!!　こ、この囲いは──ミノ囲い!?」



　そんな事をしていると、いつのまにか厳しい表情を浮かべていたあいが、俺と姉弟子を一喝いっかつした。

「たべものであそんじゃいけませんっ!!」

「「ご、ごめん……」」
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　最初に注文した肉をあらかた食べ尽くすと、まったりした時間が訪れた。

「いやー、最初はどうなるかと思ったけど綺き麗れいに寄せ切ったなぁ」

「もうおなかぽんぽんですー[image: ]」

　本当にぽっこりと膨ふくらんでいるお腹を触りながら、あいがかわいい悲鳴を上げる。見事なまでに幼児体型だ。

　ちなみに『寄せ切る』っていうのは、将棋用語で『相手の玉を攻め倒す』みたいな意味で使われる他ほか、将棋界では『最後までちゃんとやる』みたいな意味で使われたりする。

　こうやって食い物を全部食べる事もそうで、内弟子時代はよく桂けい香かさんに「嫌いなものも残さず寄せ切りなさい」って言われたもんである。姉弟子は嫌いなものが出ると全部俺の皿に寄せてた。

「うまかった……けど、肉ばっかりだったから他のものも食べたいよなぁ」

　俺はメニューを広げて小考すると、

「よし、野菜と冷麵れいめんでも頼むか。あいは何か食べたいものあるか？　何でも頼んでいいんだぞ？」


「んー…………プリンたべたいです！」



「おまえ今メニューじゃなくて俺の髪の毛見ながら言わなかった？」

　メニューには冷凍プリンがあったので、それを注文する。〆シメのデザートとして凍ったプリンは確かにアリだ。

「姉弟子も何か頼みます？　シャーベットとかもあるけど」

「マンガリッツァ豚ぶたのバラ肉三人前。あと豚レバー」

「あんたまだ肉食うのかよ!?」

「逆に聞くけど、どうして焼き肉屋に来て野菜を食べるのよ？　バカじゃないの？　野菜が食べたきゃ畑に行けばいいじゃない」

　子供か！

「いや、姉弟子も少しは野菜を食べたらどうなんです？　肉ばっかだとあれだよ？　早く死んじゃうよ？」

「べつにいいわよ。長生きしないから」

「そう言う人間に限って長生きするんですよねー。姉弟子とか七十過ぎくらいまでタイトル持って君臨してそうだし」

「……」

　姉弟子は何も言わず、視線だけで『早く注文しろ』と急せかす。

　姉弟子と口論しても勝てるわけがないので、店員さんにそのままオーダー。有能な店員さんは注文を取ると同時に網も替えてくれる。

　しばらくすると注文した肉と野菜が届いた。あとプリン。

　姉弟子は肉。俺は野菜。今回のオーダーは将棋と囲碁くらい違うのでそもそも争いは発生しない。網の上には平和が訪れるはずだ。

　そう……平和になるはず……。

　……と、思ったんだけど。

「ねぇねぇ師匠ししょう」

　ひんやりした冷凍プリンを『んー♡』と足をバタバタさせつつ食べていたあいが、じっくりと野菜を焼いている俺に声をかけてきた。

「棋士の先生って、対局のときに何を食べてるんですか？」

「まあ、人それぞれとしか言いようがないな」

　あいのプリンをひとくち貰もらいながら、棋士の食事事情について語る。

「俺は緊張して、朝も昼も夜もあんまり食べらんないんだよね。夜はいっぱい食べると眠くなるし……お菓子とかをちょこちょこ食べて脳に栄養を与えることは考える」

「糖分おいしいです♡」

「そう。効率よく糖分を補給する事は重要だ。歩夢あゆむきゅんは海外から取り寄せた超甘いブラッドオレンジジュースを飲んだりしてるよ」

「なるほどー。ジュースなら眠くならないです！」

　おそらくヤツはそれほど深く考えてはいまい。『ブラッド』という言葉の響ひびきが気に入ってるんだろう。

「俺や歩夢はそんな感じだけど、逆に『大丈夫かよ』ってくらい食べる人もいる」

「将棋指すとおなかへりますもんね」

「からあげ定食にからあげ増量したり、タイトル戦の朝からフグチリ頼んだり、なぜか定食を二つ頼んだり……あとあれだ、カレーしか食わない人もいるな」

　しかもその人の書く自戦記の半分以上がカレーについて費やされていて、将棋の評論か料理の評論かよくわかんなくなってた。

「姉弟子。あの人ってどうしてカレーばっか食うんですかね？」

「さあ？　スパイスが脳の働きにいいとか何とか言ってたと思うけど……」

　うさんくせー。

「タイトル戦の立ち会いで何回かお世話になったけど、食事にカレーを執拗しつように勧すすめてくるから面倒なのよね……」

「陣じん屋やはカレー食べたいけどね」

　将棋界ではお馴染なじみの『陣屋カレー』。

　神奈かな川がわ県鶴巻つるまき温泉の名宿『陣屋』で、将棋のタイトル戦の時にだけ関係者に提供されるスペシャルメニューだ。

「でもタイトル戦の食事ってけっこう気を遣つかうっていうか、重要ですよね。ホテルや旅館の食事って手が込んでるから予想と違うものが出てきて『あれ？』ってなるし」

『○○の○○風～○○を添えて～』とかメニューに書かれてても恐怖しかない。

　そう考えるとカレーはどこで頼んでもカレーが出てくるので優秀かもしれない。当たり前の事だけど、それが一番大事。

「姉弟子はタイトル戦の食事ってどんな基準で選んでます？　『これ頼んどきゃ間違いない！』みたいなのってあります？」

「肉」

　即答だった。ブレねぇなこの人も。

「姉弟子は昔から肉が大好きだったもんね。そのせいか攻撃的に育っちゃって……いいかあい、肉ばっか食べてるとこんなふうになっちゃうから野菜も食べるんだぞ？」

　半分冗談じょうだんのつもりで（つまり半分は本気で）そう言うと、姉弟子は予想外に厳しい口調で反発してきた。


「八一は昔から草食系だったもんね？　完全な草食動物だったもんね？　目の前に美味おいしいお肉が調理済みで置いてあっても、ぜんっっっっぜん！　手を付けようとしないものね!!」



「な、なにキレてんですか……？」

　姉弟子の迫力に圧倒されてのけぞりながら、俺は何とかそれだけ言い返す。いいじゃん野菜食べたって……しばらく独ひとり暮らししてたから健康に気を遣ってるんだよ……。

　そんな脂したたる豚バラ肉のように燃え盛る姉弟子に、笑顔でプリンを食べていたあいが天使のような表情で言った。

「それはそのおにくがおいしそうじゃないからです」

「ぶち殺すぞわれ!?」

　火柱が立つ金網に脂身を突っ込むようなマネをしたＪＳに向かって姉弟子は烈火れっかのごとく嚙みつくが、あいはプリン片手に余裕の表情を浮かべたまま、滔々とうとうと語り出す。

「おにくは若ければ若いほどやわらかくておいしいんです。年をとったおにくなんて、くさくて固くて食べられたものじゃないです」

「はぁ？　そりゃ年を取りすぎればそうかもしれないけど、ある程度は成長して熟成した肉の方が、ただ幼いだけの肉よりずっと美味しいに決まってるじゃない」

「そんなことないです。若ければ若いほど、じゅーしーでおいしいんです」

「何も知らない小童は黙だまってなさい。成熟した味こそ至高よ。八一もそう思うでしょ？」

「えっ？　お、俺ッスか!?」

　こっちに飛び火したぞ!?

「ちがいますよね師匠？　師匠は若ければ若いほどいい派ですもんね？　さっきそう言ってましたもんね？」

「違うわよね八一？　八一はロリコンじゃないものね？　ノーマルだものね？」

「いや……え？　どうしてここでロリコンとか出てくる？」

「「いいから」」

　二人は同時にそう言うと、同時にズズイとこっちに顔を寄せて、

「若いほうですよね？　師匠？」

「成熟したほうよね？　八一？」

　と、迫る。

　若い肉か、それとも成熟した肉か。


　…………正直マジそんな事どっちでもいい……。



　え？　ええ～？　肉が若いとかどうとか意識したことないしー。っていうか出てきた肉を食ってるだけだからどの肉が若いかどうかなんてわかんないしー。

　でも二人の真剣な表情からすると、どっちでもいいなんて答えは許されそうにない。

「それは……まあ、やっぱ熟してたほうが美味しいんじゃないっすか？　野菜とかも熟してないと苦いだけだし」

「「!!」」

　その瞬間しゅんかん、姉弟子の顔が数年ぶりに見るレベルで輝き、あいの表情が地獄を見たレベルで絶望に染まった。

　姉弟子はニコニコと焼き上がった肉をトングで摑つかみ、

「そうでしょうそうでしょう。ほら八一、お肉食べなさい。成熟したお肉を食べなさい」

「いや、俺もう肉は飽あき──」

「食え」

「はい」

　押しつけられた脂っこい豚肉を食う。吐はきそう……。

　そんな俺に追い討うちをかけるかのように、半泣きの弟子が叫ぶ。

「ししょーのだら!!　うそつき!!　さっきは若いほうがいいって言ったのに!!」

「そ、そんなこと言ったっけ？」

「れんあいたいしょうって言ったじゃないですかー!!」

「え!?　俺、肉と恋愛するの!?」

　何がなんだかサッパリだぜ！　ＪＳの思考はワンダーランドだ!!

「さあ八一、お肉を食べなさい。さあさあ」

「ししょーのうそつき!!　じゅくじょせん!!」

　姉弟子には食いたくもない肉をガンガン食わされ、弟子には耳元でガンガン叫さけばれ、そして店内からは冷ややかな視線を注がれ──

　もう焼き肉はこりごりだ!!





※本短編は『ガンガンＧＡ』にて初出掲載されたものです。
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「……って話なんですけど」

「ふーん」

　いつの間にか畳たたみにゴロンと横になって耳なんぞほじりながら俺おれの話を聞いていた月つき夜よ見み坂ざかさんは、指先に付いた耳垢みみあかをフッと息で飛ばしながら、こう感想を述べた。

「マジでどうでもいい話だったな」

　ええー……。

「だってよぉ。結局オメーが銀ぎん子ことそこの小学生にモテモテだっつー自じ慢まん話なわけだろ？　んな話を聞かされたってメシが更に不味まずくなるだけだろ」

「いやいやいや。モテモテって……どこをどう捉とらえればそうなるんです？　俺が去年からずっとずっとずーっと苦労を続けているということを知ってもらおうと──」

「おうガキ。着付け頼まぁ」

「あ……はい」

　俺の背中から、あいがひょっこり顔を出し、おそるおそるという感じで月夜見坂さんに近づいていく。聞いてよぉ！

「師匠は後ろを向いててくださいッ!!」

「は、はいぃッ!!」

　あいに怒鳴どなられ、俺は慌あわてて後ろを向く。

　シュルシュル……と衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきたり、帯を締める時に「んッ……」と月夜見坂さんの吐息が聞こえてきたりと、非常に居心地が……。

「もういいですよ」

　あいがそう言ったので恐る恐る振り返ると──着物姿の月夜見坂さんが立っていた。

　……綺き麗れいだ。

　はだけた姿も色っぽかったが……こうやって整えられた姿を見ると、その完璧かんぺきな容姿に圧倒される。

《攻める大天使》の異名いみょうは伊達だてじゃない。黙だまってたら本物の天使と間違えそうだ……。

　和服の着心地を確かめるように腕を回したりしていた月夜見坂さんが、驚いたようにあいに声を掛ける。

「……ガキ。着付け上手な？」

「そうですか？」

「ああ。さっきまでは苦しかったけど、今はスゲー楽だわ。サンキューな！」

　そう言うと、月夜見坂燎りょう女流玉ぎょく将しょうは颯爽さっそうと対局場へと向かった。
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　その庭園を目にした時、あいは息を飲んで立ち尽くした。

　そして暫しばらくしてから──

「すごい……」

　ようやくそう、言葉を発する。

　天龍寺てんりゅうじ『曹そう源げん池ち庭園ていえん』。

「約七百年前の面影を現在もとどめてる、日本初の史し跡せき・特別名勝めいしょう指定を受けた庭園だよ。中央にある曹源池を巡る池ち泉せん回遊式かいゆうしき庭園であり、なおかつ背景に嵐あらし山やまを取り込んだ借景しゃっけい式庭園でもある」

　夢む窓そう疎そ石せきという有名な禅僧ぜんそうが造ったという。

　この人は全国各地に立派な庭を造って回ったんだとか。

「ちなみに曹源池という名前の由来ゆらいは、夢窓さんが池の水を全部抜いた時に『曹源一滴』と記された石せき碑ひが現れたらしい」

「ししょう……すごい……♡」

「って、ホームページに書いてあるな」

「尊敬が台無しですっ！」

「いいんだよ。俺達は将棋の定跡じょうせきを死ぬほど暗記しなくちゃいけないんだし、他ほかのことは検索できることなら検索すれば済むんだから」

　脳の空き容量を確保しておかなければならない棋士にとって、余計な知識を詰め込むのは邪じゃ魔までしかない。言い訳じゃない。ほんとだぞっ！

　そんな庭園を観ることができる『大おお方ほう丈じょう』にて対局は行われていた。

　庭園も素晴らしいが、大方丈もとんでもない建物だ。

　東西を仕切る襖ふすまには雲龍うんりゅうの絵が描かれており、まるで巨大な竜に睨にらまれているかのような大迫力。

　普段はもちろん立ち入り禁止のその場所で、山城やましろ桜おう花か戦第二局が指されている。

　参拝さんぱい客が周囲に巡らされている廊下を歩きながら、庭園も対局も目にすることができるという趣向しゅこうだ。

　和服姿の美女二人が凄絶せいぜつな表情で将棋を指すという光景は、ルールを理解できない外国人観光客の好奇心も大きく刺し激げきしているようだった。人だかりができている。

　俺達関係者も大方丈へはむやみに入室することはできず、別の建物に用意された控室から、記録係がタブレットにリアルタイムで打ち込む棋譜きふを確認することしかできない。

　ひととおりお寺の境内けいだいを見て回った俺とあいは、その控室から戦いの成り行きを見守ることにした。

「さて、肝心かんじんの対局だけど……」

　俺はモニターに表示された局面図を弟子でしと一緒に眺ながめながら、

「あい。どう見る？」

「そう……ですね」

　あいは前傾してモニターに顔を近づけ局面を精査する。「……こう、こう、こう……」と微かに身体からだを揺ゆすりながら将棋の世界へ没入する。

　しばらくして結論を口にした。

「午後に入って月夜見坂先生が優勢になったと思います。穴熊あなぐま側……供御飯くぐい先生は、囲いこそまだ残っていますけど、もう攻撃する手段がないから……」

「なるほど。じゃあ次の一手は？」

「１四歩……です」

　あいが選んだのは、穴熊の急所ともいえる玉ぎょく頭とうへ向かってダイレクトに圧力を加える一手。

　固い鎧よろいに身を固めた相手を兜かぶとの上から一刀両断しようというのだ。

「そうか。一番強い手で、最短で勝負を決めようっていうんだな？」

「はい」

「三十点」

「え……？」

　あいは驚いたように俺の顔を見た。

『一番強い手』と言われたにもかかわらず『三十点』という低い点数しか与えられなかったことが意外で、しかも俺から評価されなかったことがショックだったんだろう。

「一発勝負なら、今の答えが正解」

　俺は低評価の理由を説明する。

「だけどこれは番勝負だ。この対局で勝つのは当然として、次も勝たないとタイトルは奪取できない。だとしたらこの対局で少しでもダメージを加えておくべきだろ？」

「ダメージ……？」

「心に傷を負わせるのさ。簡単には癒いえないほどの」

「け、けど……師匠は、将棋には礼儀が必要だって……不必要に相手を苦しめるような指し方はしちゃいけないって……」

「それはアマチュアに向けた指導だ」

　言外げんがいに『おまえはもうアマチュアじゃないんだぞ』という圧を込めて、俺は弟子にトーナメントで戦う『棋士きし』としての心得を伝授する。

「プロはずっと同じ相手と戦い続ける。だったら少しでも勝率を上げられるよう、相手に『苦手意識』を植え付けるのもプロの技術の一つ。そうだろ？」


「…………」



　あいは返事をしない。

　真まっ直すぐなこの子にとって、今の俺の発言は受け容いれるために時間を必要とするんだろう。

　もしかしたら受け容れられないのかもしれない。

　だが──

「プロの将棋は紙かみ一ひと重えだ。才能はほぼ同じ。努力だって同じ。だけど勝ち負けだけはハッキリ付くのが将棋の世界。紙一重──紙一枚を積み上げるかどうかで人生が変わるんだ。積み上げる覚悟が無いのなら戦わない方がいい」

　結果はわかりきってるから。

「……その紙一枚を、月夜見坂先生は積み重ねようとしているんですか？　この対局で……」

「そう。投げ場所を与えない。公開対局でじわじわと屈くつ辱じょくを与え続ける。挫くじけるにせよ怒るにせよ、次の対局で平常心を失ってくれてれば、しめたもんだからな」

　供御飯さんの異名は《嬲なぶり殺ごろしの万智まち》。

　穴熊に組んでからの捩ねじり合いを得意とし、長期戦を苦とせず、相手をじわじわと嬲るように仕留めることからそう呼ばれるようになった。

　しかし月夜見坂さんは今、その《嬲り殺しの万智》を逆に嬲ることで、普通の敗北の何十倍もの屈辱を与えようとしていた。

　将棋やチェスはマインドスポーツと呼ばれることもあるが、身体からだを動かすスポーツとは決定的に違う部分がある。

　スポーツであれば敗因は様々だ。

　メンタル面が影響することもあるが、問題の大部分は肉体的な面に集約されるだろう。集団競技ならチームワークや監督の采配さいはいも敗因として挙げうる。

　しかし将棋において敗因は『自分が弱かった』以外に無い。

　弱い自分を正面から突きつけられるぶん、負けた時の悔くやしさはおそらくこの地上に存在する勝負事の中で一番だろう。

「そこまで……そうまでしなくちゃいけないんですか？　相手の心を傷付けるなんて……そんなの……」

「それが真剣勝負だよ。本物の刀で斬り合ってお互いが無傷で済むなんてことがあるか？　将棋は相手の肉体を傷つけはしないが、心を切り刻む。だって投了とうりょうさせるには相手の心を折る必要があるんだから」

「で、でも……あのお二人は、親友……なんですよね？」

　そう。親友だ。

「だからこそ勝ちたいんだ。誰よりも。最も親しいからこそ」

　誰よりも長く、深く付き合っていく相手だからこそ……負けてしまえば、そいつが自分よりも強いと怯おびえ続ける人生が待っている。

「それは恐怖であり、頂点を目指すことを宿命づけられている棋士にとって自分の存在意義の否定だ。屈服した野生動物は家畜でしかない」

「か……ちく……？」

　頂点を目指すことを諦あきらめてしまえば、楽になれるかもしれない。

　だが俺達は、とっくの昔に『勝ちたい』という気持ちから解放されることを諦めてしまっている。

　勝たなければ何も解決しないのだということを知っている。

　人間の持つドス黒い心の欲求を『勝負』という言葉へと昇華しょうかできたエゴイストだけが、この世界で生きていくことができる。

　そうでなければ心はとっくに壊れてしまっていただろう。

　……いや。

　俺達はもう、とっくの昔に壊れてしまっているのかもしれない。相手の心を傷付けておいて、それを『勝負だからそれでいい』と肯定こうていできる方がおかしいのかもしれない。

　今のあいの反応が、人間として正しいのかもしれない。

　だが俺はこの愛らしくて優しい心を持った幼い弟子を、少しずつ変えていかなければならない。

　だって俺はもう、この子を手放すなんて考えられないのだから──

「憶おぼえておきなさい。自分の隣に立つ者こそ、最初に叩たたいておかなきゃならない相手だっていうことを」


「…………」



　あいは大きな瞳ひとみに様々な感情を……どちらかといえば否定的な感情を、涙のように溜めていった。

　この子の隣に立つ者といえばＪＳ研のみんなや桂けい香かさん、そして天衣あい。プロを目指す姉弟子は次元が違うとはいえ、いずれ公式戦で戦うことにもなるだろう。さらにこの先、自分より若い相手がいくらでも出てくる。その全てを、自分に勝ち星を捧げる家畜にせねばならない。

　──もう少し言っておくべきか？

　純じゅん真しん無垢むくな弟子を勝負の魔境まきょうへと突き落とすべく、俺は口を開きかける。

　その時だった。

「いい具合に肩の力が抜けてくれたようですね」

「会長……」

　音も無く後ろに現れた月光つきみつ会長が、満足そうに俺に話しかけた。

　さすがに一人で歩けるわけじゃなく、連盟の渉外しょうがい担当が先導している。

「お疲れさまです竜りゅう王おう。いったいどんなことをすれば、午前と午後でこうも違う将棋を指させることができるのですか？」

　会長は月夜見坂さんのことを言ってるんだ。

「いや、うーん？　特に何かしたってわけでも……ちょっと話をしただけで」

　それともあいの着付けがよかったのかな？

「なるほど……軽く話すだけであれだけ棋力を上げることができるとは、さすが短期間で女流棋士を二人も育て上げた名伯楽めいはくらくですね」

　会長は感心したように何度も頷うなずいている。

　こうやって褒められると、自分が指導者として凄すごい才能を持ってるように思えてくるから不思議だ……。

　ま、あいと天衣の才能がズバ抜けてただけなんだけどね。

「ところで明日の第三局はどうなさいますか？」

　もうこの将棋はひっくり返らない。

　対局者を含め、誰もがそれを確信している。

　報道陣も終局に向けた予定稿を書き始め、会場関係者も第三局の準備に取りかかろうとしていた。

　俺は少し考えて、会長の問いに答える。

「そうですね。できれば観ていきたいですけど」

「では我々の宿泊するホテルに部屋をご用意いたしましょう。その代わり、雛鶴ひなつるさんと一緒に大盤おおばん解説を手伝ってください」

「はい。もちろん」

　現地を訪れた棋士がタイトル戦のイベントを手伝うのは半なかば義務のようなものだ。

　大阪おおさかまで帰っても大した距離じゃないが、タイトル戦の空気を味わい尽くすためには、やっぱり宿泊するのが望ましい。

「あいも泊とまっていきたいよな？」

「え？　あ、あの……」

　あいは答えに困っている。

　まだ対局は続いているのに終わった後のことを……関西でお世話になってる供御飯さんの負けを既定の事実として語る俺達に対して反発に近い感情を抱いているのかもしれない。

　しかし『情』と『勝負』は別だ。

　この二つは絶対に分けて扱えるようにならなければいけない。

　それこそが勝負の世界の厳しさだ。この空気を当たり前として受け容れられるようにならなければ、タイトルには絶対に手が届かない。絶対に。

「あい。どうするんだ？　一人で帰るのか？」

「……いえ。ご一緒させていただきます……」

　あいが絞しぼり出すような声でそう言った、直後。

「参りました」

　供御飯万智山城桜花──投とう了りょう。

　星は一勝一敗となり、勝負は振り出しに戻った。
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「では記者会見を行いたいと思います」

　対局後。

　普通は感想戦が行われるところだが、この山城桜花戦では別室へと移動して地元メディア向けの記者会見がまず行われる。

　俺とあいも後学のために部屋の隅すみでその様子を見学することに。

　居並ぶマスコミ関係者の中で、京都きょうと市の広報担当者が代表して質問を開始した。

「まずは本局を勝たれました挑戦者の月夜見坂女流玉将におうかがいします。おめでとうございました」

『どーも』

「快勝、と言っていい内容だったかと思いますが」

『そっすね』

「第一局とは見違えるような……いえ、さらに言えば午前中と午後ではまるで人が違うかと思うくらいの劇的な変化がありましたが、その辺あたりの理由をご説明いただけませんか？」

『……カンニングしたって言いてーの？』

「いえいえ、そんなことあるわけがないですからね。ただ、休憩中にどんな気分転換をなさったのかな、と。具体的に教えていただけませんか？」

『男を連れ込んだ』


「………………は？」



『聞こえなかったか？　男連れ込んで気分転換してたんだよ。メシもクソ不味かったから他に楽しみなんてねーだろ？』

　ざわざわざわ……。

　想像を絶するお下品な返答に、集まったマスコミ関係者はざわめきだし、連盟関係者の顔は真っ青になる。

『ちょうどクズの野郎が──九頭竜くずりゅう八一やいち竜王が、弟子の小学生を連れて遊びに来やがったからよ。三人で楽しんだのさ。あっそうだ、ちなみにクズの弟子は小学生のくせに着付けがウメーから明日もやってもらおうかなって思ってる。以上』

　俺の方を向いてニヤニヤしながら月夜見坂さんは一気にそう捲まくし立てた。

　確かに噓うそは言ってない。

　月夜見坂さんは俺に『楽しませろ』と言ったし、俺も精一杯そのリクエストに応えようと、とっておきの話を披ひ露ろうした。その話を三人で楽しんだのは間違いない。

　そして、あいが月夜見坂さんの着付けをしてあげたことも。

　けど、あんな言い方をしたら……俺達が三人で月夜見坂さんの和服が乱れるようなことをしたって受け取られるに決まってるじゃん!!

「……あい。ちょっとお庭で遊んできなさい」

「ふぇ？」

　あいは不思議そうにしながらも素直に部屋を出て行った。

　今のうちに逃がしておかないと、インタビュー終了後にマスコミの餌食えじきになるからな……しかもあの子は正直に全部喋しゃべっちゃうだろうし……誤解が誤解を生んでどうしようもなくなるだろうし……。

「で、では次に……供御飯山城桜花へのインタビューをお願いします」

　危機を察知した連盟の渉外担当が話題を急転換し、京都市の広報さんも咳払せきばらいをして質問を再開する。

「本局、結果は残念でした」

『序盤はまずまずどしたけど、中盤で破は綻たんしやしたなぁ』

「得意の穴熊が活きない展開になりました」

『ああいう指し回しをされたら、こなたはお手上げどす。相手が上手かったと思ぅて切り替えるしかおざりませぬ』

「次局は決戦となりますが、自信のほどはいかがでしょう？」

『今までの対戦成績から考えて、実力は互角。せやったらホームのアドバンテージがあるこなたが有利。公開対局どすし、観戦者の皆サンの応援を力に変えて、実力以上の力を発揮できればと』

「応援している京都の方々に何か一言いただけますか？」

『山城桜花のタイトルは、京都から外に出したらアカンものやと思うておりやす。東京の下町生まれの山城桜花なんて締しまりませぬからなぁ。そうなったらタイトルの名前も浅草あさくさ花か月げつとかに変える必要がおざります。手間がかかってしゃあないわ』

　会場が初めて笑いで満たされた。

　最後は笑いで締めるあたり、さすが供御飯さんは場慣れした感があると思わされる会見だった。敗戦のダメージを上手うまく切り替えていると。

　この会見の様子だけを見れば……供御飯さんの心に傷を負わせようとした月夜見坂さんの作戦は空振りに終わったようにも見える。

　だが記者会見のあいだ、対局者の二人は一度も目を合わせようとはしなかった。
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「うへぇ……最悪の雰囲気だったな」

　トイレを口実にして記者会見が行われている部屋から出てきた俺は、見覚えのある人と廊ろう下かでバッタリ出会った。

「男鹿おがさん」

「はい。男鹿です」

　いつものスーツとは違う、華やかな和服姿。

　眼鏡めがねも外してコンタクトになっているので、顔の雰囲気もかなり違う。

　けれどサバサバしたその口調は明らかに男鹿ささりさんのものだった。

「お疲れさんでした。記録を取ったのは久しぶりなんじゃないですか？」

「ええ。緊張しました」

　研修生や女流棋士は公式戦の記録係をする義務があるため、今は連盟職員となっている男鹿さんも記録係のやり方は知っている。

　けれど男鹿さんが現役げんえきの時と比べて、タブレットが導入されたり時間の計り方が棋戦によって変わったりと、細かい部分は進化してる。

　ただ座ってるだけのように見えて、記録係も大変なのだ。
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　しかも公開対局とあっては、対局者はトイレなどで離席できても記録係は基本的にずっと姿勢を崩くずさず座り続けていなければならない。

『緊張しました』という男鹿さんの言葉は本心だろう。

　──この苦行くぎょうを明日もやらなくてはならないのは気の毒だな……。

　研修生や女流棋士なら将棋の修業にもなるだろうけど、男鹿さんはもう強くならなくてもいいんだから。

　リラックスさせてあげようという気持ちも込めて、俺は軽口を叩く。

「ところで聞きましたよ？　会長から山城桜花戦の記録係をやって欲しいって言われて、ゴネたんですって？」


「………………」



　てっきりいつものように鋭するどく反撃はんげきされるかと思ったら──

　男鹿さんは無言で俯うつむき、目にじわりと涙を溜め始めた。わーっ!!

「す、すんませんすんませんすんませんすんません!!」

　ガチ泣きをする男鹿さんを慌てて慰なぐさめていると、異常を察して集まってきた関係者の皆さんがヒソヒソこんなことを囁ささやくのが聞こえてきた。

「また竜王が若い女を泣かせとるわ……」

「さっき記者会見でも昼休みに挑戦者の部屋で妙みょうなことをしとったとか言うておったぞ」

「今度は小学生やのぉて成人女性か……ロリコンと聞いとったが？」

「きっと成人した女に娘むすめを産ませて、幼女を増やすつもりやで」

「それや！」

「さっき『家畜』がどうとか言うとるのを聞いたやつがおるからな」

「そうやそうに違いない」

　京都方面に妙な誤解が拡散してる!?

「お、男鹿さん！　早く泣き止んでくださいよ……！」

「うう……ひっく！　だって……だってぇ……」

「会長なら『やっぱり男鹿さんが側にいてくれないとダメですね』って言ってましたよ！」

「……えへへ♡」

　簡単に泣き止んだな!?　しかもちょっとかわいいし……。

　それにしても本当に会長のことが大好きだなぁ。

　いい機会だし、何がきっかけでそうなったのか聞いてみようか。

「ところで男鹿さんって、会長とはどのくらいの付き合いになるんですか？」

「つ、付き合いって……正式なお付き合いはまだですけど……♡」

「いやそういう意味じゃなくてですね」

　まだ脳がピンク色になったままだなこの人。

「男鹿さんは坂さか井い九段……俺の師匠や月光会長のお師匠の最後のお弟子さんですよね？　で、坂井九段が亡くなったときに会長が男鹿さんの後見人になったのは知ってます。入門する前からのお知り合いなんですか？」

　修行中に師匠が死去した場合、正式に師匠を変える場合もあれば、師匠の名前はそのままにして別の後見人が付く場合がある。

　男鹿さんは後者だ。

　けど坂井一門は大家族だし、会長ほど忙しい人が後見人を引き受けたくらいだから、きっと何か別の繫がりがあると思ったんだが……。

　その予想は大当たりだった。

「男鹿の祖父は会長の──当時、月光聖市せいいち名人だったあの方の、後援会を組織したのです。今もその代表をさせていただいております」

「あっ、後援会長さんですか」

「他にも京都府の将棋普及連合会の代表者や、支部長なども務めさせていただいております。本業はドラッグストアの経営者ですが」

　要するに京都アマ棋き界かいの重鎮じゅうちんだ。

　今回の山城桜花戦の運営にもガッツリ関わってるだろう。月光会長が男鹿さんに見せ場を作ってあげたいと思うのも無理はない。

　……まぁ見せ場を作られた本人は全く喜んでないんだが。

「じゃあ昔から会長とはお知り合いだったんですね？」

「もちろんです。男鹿の出産にも立ち会っていただいたのですよ」

　確かに男鹿さんが生まれた頃は、もう会長はプロ棋士きしどころか名人になっていた年齢だ。

　後援会長さんなら家族ぐるみの付き合いだろうし、そういうことがあってもおかしくない。

「そうなんですね。けどさすがにその時のことは憶えてないでしょ？」

「憶えていますよ？」

　え……？

「会長に初めて抱いていただいた日のことを男鹿が忘れるとでも？　産湯うぶゆの温度は忘れても、あの方の腕の温ぬくもりは決して忘れることはありません」

「いや……え？　産まれた瞬しゅん間かんの……記憶が……？」

「その時、男鹿は思ったのです。『ああ……私はこの人に抱だかれるために、この世に生を受けたのだな♡』と。その瞬間から男鹿はあのお方に人生を捧ささげる決意を固めたのです」


「…………」



　そうか。

　生まれつきの変態なんだね。この人。
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「うわぁ……！　まるでお祭りみたいです！」



　新京極しんきょうごく商店街。

　鴨川かもがわに沿うように広がるアーケードの中を、俺とあいは歩いていた。

「ははは。祭まつり囃子ばやしこそ聞こえてこないけど、確かにこの雰ふん囲気いきはあんまり他では味わえないよなぁ」

　何せアーケードの中にまでお寺がわんさかあるのだ。

　そんな情緒あるアーケード街の中にも、若者が経営する古着屋だったりオシャレなカフェだったり、突然アニメイトやメロンブックスといったオタクショップが現れたりするので、老若男女が集まる祝祭的な空間になっている。

　日常だけど、非日常。

　現在進行形で歴史が積み重なっていく場所──それが京都だ。

「嵐山からそのまんまホテルに直行するだけじゃ味気ないもんな。明日は観光してる暇なんかないだろうし、子供にはお寺とかよりこういった賑にぎやかな場所の方が楽しめると思ってさ」

「はい！」

　俺と手を繫つないで人混みの中を歩くあいはウキウキした様子で頷いた。

「ここ、ずっと来てみたかったんです！」

「ん？　知ってたのか？」

「前に通ってた小学校の六年生さんたちが、修学旅行でここと清水寺きよみずでらが一番楽しかったって言ってたのを聞いたことがあって」

「そうか……石川いしかわ県にずっといたら、小学校の修学旅行は京都だったかもしれないんだな？」

「たぶんそうだと思います。毎年そうでしたから」

　修学旅行の定番といえば京都だ。

　しかし当然だが京都周辺に住む人間は別の場所へ行くことになる。

「師匠はどこだったんですか？　修学旅行」

「俺はもう大阪に来てたからな。大阪の小学校だと、修学旅行はだいたい伊勢志摩いせしまだと思うけど」

「いせ……三重みえ県ですかー」

「まぁ海とか綺き麗れいよ？　あとスペイン村」

　鳥羽とば水族館も楽しかった。スナメリかわいい。

「ずっと修学旅行は京都と奈良ならに行くイメージだったから、いきなり三重県って言われてもちょっとしっくりこないですね」

「確かになぁ」

　弟子の言葉に頷きつつ、俺は明るくこう返す。

「じゃあ今回の旅は、あいが行けなくなった修学旅行の代わりってわけだ。楽しんでるか？」

「はい！　とっても楽しいです！」

「でも学校のみんなと行く修学旅行の方が楽しいだろうしなぁ。将棋の修業のためだったとはいえ、転校するのはつらかったろ？」

「そ、そんなことないです！　地元の小学校のお友達と離れるのは、さびしかったけど……澪みおちゃんと同じ小学校になれたし、綾あや乃のちゃんやシャルちゃんや天てんちゃんともお友達になれたし……あいは今が一番楽しいです！　この旅行も、すっごくすっっっごく楽しいです!!」

　そこまで一気に言うと、あいは俯いて小さな声で、


「その…………デート、みたいで……」



「ん？　何て言った？」

「んひゃ!?　な、なんでもないですー!!」

　あいは真まっ赤かになって、なぜか俺のことを小さな拳こぶしでぽこぽこ叩いた。

　そして誤魔化ごまかすように話を変える。

「明日の対局……師匠はどうなると思います？」

「そうだなぁ……」

　俺は腕組みをして宙ちゅうを見上げた。

「三局目は改めて振り駒をするから、事前に作戦を固めるのは難しい」

「先手と後手のどっちになるかわからないからですね？」

「そうだ」

　将棋というのは、基本的には先に動くことができる先手が有利。

　それは勝率にも現れている。

　けれど後手番は『後出しジャンケン』をすることによって、戦型を自分の好きな形に決めることができるというメリットも有する。

　そして理論上、先手で採用する戦法を後手でも採用するのは矛盾が生じるため、先せん後ご同じ戦法を採用することは少ない。

　自分の攻略法を自分で教えてしまうことになりかねないからだ。

「とはいえ、あの二人は採用する戦法が比較的固まってる傾向がある。供御飯さんは先後どちらでも穴熊に組める時は組むし、月夜見坂さんは──」

「空中戦……ですか？」

「うん。基本的にはそうだね」

　横よこ歩ふ取どりや相あい掛がかりといった、飛ひ車しゃ角かくがびゅんびゅん飛び交うダイナミックでスピーディーな将棋を得意とする月夜見坂さん。

　その速度によって『穴熊に組ませない』というのが、これまでの月夜見坂さんの戦い方だった。

　ただ今日は『穴熊に組ませても圧倒できる』ところを見せつけた。

　供御飯さんは追い詰められている。

「戦型がどうなるかわからないと、解説のお仕事もむずかしいです……」

　あいが心細そうに言った。

「確かにね。まぁけどそういう状況でもどうやってお客さんを楽しませるかがプロの腕の見せ所でもあるから」

　特に関西のお客さんは解説の途中で全く関係無い質問を飛ばしてきたりするし、将棋の解説よりも笑いや裏話を求めにやって来たりもするので、棋力以上にそういった方向への対応力を求められたりもするんだが──

「そうだ。大盤解説といえば……」

　俺は初めて弟子の将棋を大盤解説した時のことを思い出す。

　もっともあれは、普通の解説とはちょっと違ったんだけど──
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『棋士きし』。

　それがどんなお仕事かと問われれば『将棋を指すお仕事』と答えるのが最もわかりやすいだろう。

　だが一言で『将棋を指す』と言っても、その内容は様々だ。

　公式戦に出て対局するのか。

　誰かに将棋を教えるのか。

　将棋には様々な要素があるため、棋士の仕事も多岐たきにわたる。

　とはいえ一つ言えることがあるとすれば、棋士という仕事が成り立つために必要なのは『将棋ファン』だということ。

　ファンあってのプロ。その逆はありえない。

　だとすれば棋士の仕事の根幹こんかんは『将棋ファンを増やすこと』と言い替えることもできる。

　今回は、そんな棋士の根幹に関わるお話だ。

　あれは……そう、あいが大阪おおさかに来てまだそれほどたってない頃のこと。

　姉あね弟子でしとの焼き肉バトルから数日後の、よく晴れた日の朝から物語は始まる──
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「ししょー。朝ですよー？　おきてくださいー」

　自室のベッドで心地よく眠る俺おれのことを、誰かが起こそうとしていた。

　──誰だ……？

　俺の名前は九頭竜八一くずりゅうやいち。プロ棋士だ。

　中学生でプロになった俺は高校には通わず、それまで内弟子として修業していた師匠ししょうの家を出て、このアパートで一人暮らしをしている。

　ちょうど一年くらい前から一人で生活してるが……今はなぜか、誰かが俺を師匠と呼ぶ。

　しかも幼い女の子の声……小鳥の囀さえずりのように美しい声だ。

　だからその幼い声は、かえって俺をさらに心地よい眠りへと誘う……。

「……ぐぅ」

「いいお天気ですよー？　ぜっこうの将棋びよりですよー？」

「うぅん……」

　少しずつ、意識が覚醒かくせいしてきた。

　そうだ。

　俺は最近、弟子を取ったんだった。

　しかも俺がそうだったように、師匠の家に下宿しながら修業する内弟子として……。

　そして、その弟子は……まだ小学生の女の子で──

「しーしょー。おーきーてー！　おーきーてーくーだーさーいーっ！」

　ゆさゆさ。

　小さな手で俺の身体からだを揺する。

　どうやら起こそうとしてるようだけど……まるで力が足りないし、手も幼児特有の熱さがあって気持ちがいいし……かえって眠気を誘われる……。

　弟子のあいは「うんしょ」と俺の上に乗ると、全身を使ってゆさゆさし始めた。


　ああ……この感触…………癒いやされるわー……。




「…………あと五分……」



「もー！　いつもそう言ってだらだら寝てるじゃないですかー！」

　はい。すんません。

　……でも仕方ないんだ。棋士の対局は朝十時に始まるのが基本で、終わるのは深夜ということも多い。

　そして朝はだいたい定跡じょうせきをなぞるだけだから寝ぼけててもまだ取り返しが付くけど、終盤の勝負所しょうぶどころで眠くなったら一瞬で負ける。


　だから棋士が夜型なのは仕方ないんだ……これは職業的に最適化された結果であって、決してグータラしてるわけじゃない…………ぐぅ。



「むにゃむにゃ……えへへ、桂けい香かさんのご飯はおいしいなあ……」

「む……」

　俺をゆさゆさしてた手が、ピタッと止まる。

　そしてトテトテとかわいらしい足音を立てて部屋を出て行ったあいは、再びトテトテとかわいらしい足音を立てて戻って来た。

「ほら師匠！　もう朝ご飯もできてますよー!?　弟子の作ったおいしいおいしい朝ご飯ですよー!?　ほーらー！」

　ガンガンガン！

　と、フライパンをフライ返しで叩たたくような金属音。

　どうやら台所から持って来たらしい。ガンガンガンガン！　ガンガンガンガンガンガン！

　それがしばらく続いたが──

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「……すぴー」


「むぅぅ～～～！」



　染しみついた夜型の生活習慣は、幼女がフライパンを叩いたくらいじゃビクともしない。

　するとあいは、急に静かな口調になって、

「九頭竜先生。持ち時間を使い果たされましたので、これより一分いっぷん将棋でお願いします。ごじゅうびょうー。いち、に、さん、し──」

「わっ!!」

　ガバッ！

　俺は毛布を跳ね上げて起きる。ね、寝てる場合じゃない!!

「あ、あと何分!?」

「ありません。なな、はち、きゅう──」

「こ、駒！　駒はどこに……ええと２八銀!!」

　持ち時間に余裕が無い場合、口で言えば着手ちゃくしゅは認められるはず！

　……だがベッドから転がり落ちた俺の目の前には対局相手や記録係どころか将棋盤すら存在せず。

「あ？　……あれ？　対局は……？　い、一分将棋は……？」

「おはようございます♡　師匠」

　ニコニコした弟子が立っていて、俺を上から見下ろしながらかわいらしい笑顔と共にそう挨あい拶さつしてきた。


「…………あい、おまえなぁ……」



「えへへー♡」

　いたずらっ子に向かって俺は叫さけぶ。

「秒読みは本当に心臓止まるからやめてくれって前から言ってるだろ!?」

「今日は将棋連盟で用事があるから絶対に起こせって言ったのは師匠じゃないですかー！　ぷんぷん！」

「そ、そりゃそうだけど……他にもいろいろ起こし方があるだろ？」

「たとえばー？」

　弟子にかわいく問い返され、俺は寝ぼけたままの頭から答えを捻ひねり出す。

「たとえば、こう……優しく揺ゆするとかさぁ」

「やりました」

　そういやそうだったな……。

「上に乗ってゆさゆさするとか」

「やりました」

「フライパンをガンガン叩くとか」

「やりました」

「お目覚めのチューとか」

「それもやりました」

「え!?　やったの!?」

　お、俺……女子小学生にチューされちゃったの!?


　そういうのって犯罪になるんだろうか……っていうかチュー以前に、ＪＳと二人だけで同居してる状況が既に犯罪なんじゃ……？



　と、怯おびえる俺に。

「なーんて！　やってないですよーだ」

　あいはくるっとその場で一回転してから、舌を出してそう言った。

「……だよなぁ」

　ひっかけられて怒る前に、安心してしまう。ＪＳとチューは心臓に悪い……。

　俺が胸をなでおろしていると、あいはフライパンで顔を隠しながら小声でブツブツ言う。

「……そういうことは、ちゃんと起きてるときに……」

「ん？　何だって？」

「な、なんでもないですっ！　師匠のだらっ!!」

　罵ののしられた……。

　ちなみに『だら』は、あいの故郷である石川いしかわ県の方言で『バカ』とか『クソ』とか、まあそんな意味の言葉です。汎用性はんようせいがあるからよく使うぞ！

「それより師匠、今日は何か用事があるんですか？」

　機嫌を直したあいは、フライパンの後ろから顔の上半分だけを出しながら聞いてきた。

「ああ……うん」

　俺は立ち上がりながら、本日の予定を思い出す。

「よくわかんないけど十時くらいに連盟に来いって、偉い人から言われててね」

「えらいひとー？」

「うん。会長の秘書の人がね……」

　将棋連盟会長の月光聖市つきみつせいいち九段は、永世名人の資格を持つ大棋士。

　加えて俺の師匠の兄あに弟子でしにも当たるため、あらゆる角度から見ても俺が逆らえる隙すきは全く無い相手といえる。

　その秘書である男鹿おがささり女流初段は引退棋士ではあるものの《裏番長》の異名いみょうを持つ権力者で、タイトル保持者ホルダーといえども棋士になってまだ二年目のペーペーである俺なんかが逆らえる相手ではない。

　今日は休日。

　あいも道場へ将棋を指しに行くんだから、師匠の俺も働かないと示しがつかない。

「……ま、とりあえずメシ食って、一緒に連盟行くか」

「はい！　ししょー！」

「うむ」

　清々すがすがしい弟子の返事に頷きながら、俺は優しく尋たずねた。

「ところで今朝は何を作ってくれたんだい？」

「カレーです！」

「え……」

　果たして俺は、失神せず連盟に辿たどり着くことができるか……？　スリリングな朝を迎えて冷や汗が止まらないよ……。
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　さて、ここは関西将棋会館の二階にある道場。

　九頭竜先生と一緒に将棋会館に来たあいちゃんは、三階の事務局の奥にあるという理事室へと向かった師匠とわかれて、この道場でお友達と合流していました。

『ＪＳ研』という、女子小学生四人で結成された将棋研究グループです。

　あいちゃんと同じ学校で同じクラスの、水越澪みずこしみおちゃん。

　京都きょうとに住んでいる貞任さだとう綾あや乃のちゃん。

　ＪＳ研で一番幼い、フランス人のシャルロット・イゾアールちゃん。

　九頭竜先生の部屋で合宿もする仲良し四人組は、ＪＳですが将棋の腕前もなかなかのもの。

　今日もこの道場でいっぱい将棋を指しました。

　そして、将棋にも飽あきちゃった頃。

「将棋しりとりー」

　澪ちゃんがゲームの開始を宣言すると、

「「いえー」」

　他の三人も楽しそうに唱和します。

『将棋しりとり』──それは、将棋に関する言葉だけで行うしりとりです。

　それ以外は普通のしりとりと同じ……ように見えますが、プレーヤーは将棋で鍛きたえた大局観と読みの力を発揮するため、非常に高度な戦いとなるのです！

　澪ちゃんは戦いの火ひ蓋ぶたを切ります。

「しょ・う・ぎ！」

　将棋しりとりの初手は『将棋』。

　これは初手７六歩と同じくらい定跡化された手順です（もちろんこの初手を外すこともありますが、その場合は相手の応手を予測できなくなるため、自分の次の手も難しくなるというデメリットがあります）。

「ぎ！　えーっと、『玉ぎょく』！」

　あいちゃんはほぼノータイムで返します。

「く、く、く……『位くらい取どり』！」

　澪ちゃんは少し捻った言葉で返します。将棋で言えば早くも歩がぶつかって戦いが始まった感じでしょうか。

「り？　りかぁ……えと、えと……」

　あいちゃん、ここで長考しようとしますが──

「じゅうびょーぅ」

「えっ!?　時間切れとかあるの!?」

「三十秒将棋しりとりだから」

　澪ちゃんは無情にも秒読みを開始。

　あいちゃんはますます慌あわててしまいます。

　時間に追われるあいちゃんに、綾乃ちゃんが横からこっそりアドバイスしてくれます。

「あいちゃん、師匠。師匠です」

「あっ！　『竜王りゅうおう』!!　りゅうおうの、う！」

「打うち歩ふ詰づめー」

「メリケン向むかい飛車びしゃ！」

「しゃ？　んー……しゃがみ矢倉やぐら！」

「ええー？　なにそれ？　ほんとうにあるの？」

「あるよ？　菊水きくすい矢倉やぐらのことだよ」

　澪ちゃんとあいちゃんの応酬を聞いていたシャルちゃんが、綾乃ちゃんの袖をひっぱって尋ねます。

「ききゅちゅいやうらー？」

「８八銀、７七桂から、玉を８九に囲う矢倉です」

「おおー？」

　まだ級位者で日本語も完全にマスターできていないシャルちゃんは、手順を符号で言われても首を傾げてしまいます。

　さて、長考しているあいちゃんはというと、

「ら、ら、ら……ええー？　らなんてあるぅ？」

　諦あきらめかけたその時、澪ちゃんがヒントをくれました。

「あるって。ほらハンコ。ハ・ン・コ」

「ふぇぇ？」

「棋士の先生がサインした後に押すやつだよー」


「…………？」



　あいちゃんは自宅で師匠が色紙とかにサインをしている姿を想像します。ああ、お仕事する師匠かっこいいなー……などとどうでもいいことを考えていると、答えが閃ひらめきました。

「あっ！　落款らっかん！」

「はい『ん』がついたからあいちゃんの負けー」

　澪ちゃんにそう言われ、落とし穴に気付いたあいちゃんは憤慨ふんがいします。

「……ああー!!　澪ちゃんずるいよー！　ゆうどうじんもんだよー！」

「むっふっふ。勝負の世界は厳しいのだよ、雛鶴ひなつる研修生殿どの」

「そっかー。女流棋士になるって大変だなー……」

　あいちゃんは将棋界に飛び込んだばかり。

　まだまだ学ぶことはいっぱいありそうです。

　綾乃ちゃんが慰なぐさめるように言います。

「将棋の強さとしりとりの強さは関係ないと思うですが、確かにどんなゲームでも負け癖ぐせをつけるのはよくないです」

「だね！　澪もよく、師匠から『どんなことでも一番になれ！』って言われてるよ！」

「澪ちゃんは給食食べるのもクラスで一番だもんね」

　あいちゃんが笑顔を浮かべてそう言うと、澪ちゃんは一瞬いっしゅんだけ喜びますが、すぐにその表情は曇りました。

「でも将棋は調子に乗って早く指すと、最後にポカして負けちゃうもんなー。あいちゃんやあやのんみたいに、もっと落ち着いて指さないと勝率上がらないよぉ……」

「将棋は逆転のゲームなのです」

　綾乃ちゃんは常に含蓄がんちくのある言葉を放ちます。

　あいちゃんは落ち込んだ声で、

「わたしこのまえ、師匠と指してて最後の最後で一手いって詰づめ見落として負けちゃった……」

「頓死とんしだ！」

「とんてぃー！」

　澪ちゃんが嬉うれしそうに叫び、シャルちゃんも真似まねをします。

　あいちゃんは胸に手を当てながら、

「勝てそうになるとドキドキして平常心を保てなくなるよね……」

「っていうかー」

　澪ちゃんはあいちゃんの顔を下から覗のぞき込みながら、

「あいちゃんは九頭竜先生と盤を挟はさむだけでドキドキしちゃうもんね？」

「そ、そんなことないよぉ！　……最近は、ちょっと慣れてきたもん……」

「そういえば九頭竜先生、今日はどんな用事で連盟に来たの？　対局でも研究会でもないんでしょ？」

「それが、師匠もよくわかってないみたいで……えっと、会長の秘書？　の人に、呼び出されたとかって……」

　いきなり飛び出した『会長』という言葉に、綾乃ちゃんと澪ちゃんが心配そうに言います。

「何か悪い事でもしたんです？」

「もしかして、やっぱりあいちゃんと一緒に住んでるのが問題になったんじゃ？」

「ええ!?　そ、そんなの困る！」

　青くなったあいちゃんに、澪ちゃんはニヤニヤしながら追い討うちをかけます。

「だってさぁ、よく考えたらこれって同棲どーせーでしょ？」

　シャルちゃんがふわふわと首を傾げました。

「どぅぉせー？」

「結婚していない男女が同居することです」

　綾乃ちゃんの言葉に、あいちゃんはさらに真まっ赤かになって、


「う、内弟子だよぉ！　同棲なんて、そんな…………はにゃ～♡」



「はいはいごちそうさまごちそうさま」

　出会って数週間ですがもうあいちゃんの性格に慣れてしまった澪ちゃんは、流します。

　綾乃ちゃんが冷静に、

「冗談はいいとして、ほんとになんの用です？」

「お仕事の依頼とか？　ほら、竜王ともなればタイトル戦の大盤解説とかテレビ解説とかでひっぱりだこっしょ？」

「名人戦の解説は、もう全局発表になってるです」

「じゃあもうすぐ始まるマイナビ女王戦だよ！　なんたって今の女王様は九頭竜先生の姉弟子でしょ？　誰よりも詳しく解説できるよね」

「確かにです。十年間も一つ屋根の下で暮らしてたですから、きっと二人だけの秘密のエピソードとかいっぱいあるです」

「竜王と女王でお似合いだもんねー」

「ですです！」

　頷うなずいた後、綾乃ちゃんは隣となりでふくれているあいちゃんに尋ねます。

「ところであいちゃん。どうしてさっきから不機嫌になってるです？」

「不機嫌じゃないよ？　ぜんぜん不機嫌じゃないもん！」

　あいちゃんはほっぺたをモチみたいにぷくーっとさせながら、激しい口調で否定しました。

　そこに澪ちゃんがトドメの一撃いちげきを叩き込みます。

「そういえばあいちゃんが大阪に戻ってきた日に、下のレストランであの二人が並んで座ってご飯食べてるの見たよ。仲良さそうだったよー」

「……ししょーのだらぶち……」

　あいちゃんの機嫌はどんどん悪くなっていきます。

　そしてそんな最悪のタイミングで、九頭竜先生が道場へとやって来たのです。
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「俺が何だって？」

　理事室で話を終えて道場に降りてくると、弟子とそのお友達が何か深刻そうに話し合っているところだった。

　俺のことを話してるみたいだけど……？

「ちちょー！」

　嬉うれしそうに俺の脚をよじ登ろうとしてくるのは、最年少のシャルちゃん。

「ふぇっ!?　な、なんでもないです！　なんにも言ってませんよ!?」

　あいは慌てて、何だかわからないが必死に否定している。

　何だ？　何がここまで必死にさせてるんだろう？

「……まあいいけど」

「ちちょ、だっこー」

「はいはい。よっと……」

　だっこをおねだりするシャルちゃんを、俺は両手で抱かかえ上げる。

「ぎゅー♡」

　シャルちゃんは俺の首に小さな手を回して、ほっぺをくっつけてきた。

　ぷくぷく柔らかくて、すごくあったかい。子供っていいなぁ……♡

　って、いやいや！　ほっこりしてる場合じゃないぞ。

　俺はさっき理事室で命じられた、実現不可能とも思えるようなミッションをこなさねばならないのだから──

「えーっと、澪ちゃんも綾乃ちゃんもいるな。二人とも、ちょっといいかい？」

「は、はい！」

「はいです」

　あいと同い年の二人の女の子が、ピンと背を伸ばして返事してくれた。二人とも研修生として将棋の修業を始めているので、俺のことを先生として敬うやまってくれているのだ。

「しゃうもいぅよー？」

「そうだねー。じゃあ、シャルちゃんも一緒に聞いてくれるかな？」

「うぃ！」

　俺はシャルちゃんを床に下ろして、ＪＳ研の四人と向かい合う。

　あいが代表して尋ねてきた。

「師匠。秘書の方かたは、どういったご用件だったんですか？」

「うん。それなんだけどな……」

　俺は軽く咳払せきばらいして、しばし間を取ってから──




「みんなに……ＪＳ将棋アイドルになって欲しいんだ！」




　と、告げた。

「「じぇーえす……しょうぎあいどるぅ？」」

　案の定、誰もが初めて名前を聞いた不思議な戦法について必死に理解しようとするような表情を……まあ要するに『わけわかんないんですけど？』みたいな顔をする。

　あいは若干じゃっかん、冷めた声で、

「師匠。それ何ですか？」

「いや、まあ……俺もまだちょっとよく理解できてない部分はあるんだけど……」

　さっき理事室で男鹿さんから説明された、驚愕きょうがくのプラン。

　それをＪＳにもわかるように嚙かみ砕くだいて伝えなければならない。

　俺ですらまだ消化し切れてないんだけど……。

「……最近、将棋ブームが来てるっていうのは、みんな知ってるかな？」

「んー、棋士の先生がテレビとかによく出てますよね？」

　活発な澪ちゃんが真っ先に発言し、その発言を補足するように聡明そうめいな綾乃ちゃんが口を開いた。

「『観る将棋ファン』が増えてるとは聞いたことがあるです」

　その言葉に、あいが首を傾げた。

　将棋を始めてやっと四ヶ月になるあいにとって、聞き慣れない言葉だったんだろう。

「みる将棋ファンって？」

「自分では将棋を指さず、プロや女流棋士が指してるのを見たり、棋士の追っかけをして楽しむファンのことです。スポーツ観戦と同じように将棋を楽しむ層で、『観みる将しょう』と略されることもあるです」

「え!?　将棋って、自分で指さないと楽しくなくない？」

「むしろ見てると指したくなっちゃうよねぇ」

　驚おどろくあいと、その意見に同調する澪ちゃん。

　この二人は典型的なプレーヤータイプ……『指す将棋ファン』だから、当然の反応といえるだろう。

　プロ棋士も『全く将棋を指さないファン』のことを全肯定するタイプは少数派で、やっぱり将棋は指してナンボだと思ってる人が多いんだが──

「そういう人ばかりじゃないということが、ファンの広がりを示しているです」

「綾乃ちゃんの言う通り、近年は新しい将棋の楽しみ方が増えてきたんだ」

　俺は指を折りながら説明する。

「ネット中継でタイトル戦を一日中中継するようになったり、スマホゲームになったり漫まん画がになったりライトノベルになったり──」

「しゃう、まんがでしょーぎおぼえたおー？」

　そうそう。

　フランス人のシャルちゃんは漫画の『ＮＡＲＵＴＯ』で将棋に興味を持ったという。将棋への入り口はプロの対局とかよりも、そういう何気ないものだったりする。

　たとえば『ヒカルの碁ご』っていう漫画がアニメになって、それを観ていた世代にとっては、将棋のルールよりも囲碁いごのルールを知ってる人が多かったりする。

　綾乃ちゃんが言う。

「シャルちゃんみたいに海外にいて将棋をおぼえる子も増えたみたいです。世界的な将棋ブームなのです！」

　そうなのだ。

　一昔前と違って、将棋界は好景気。

　一時期はコンピューターゲームに押されていたけど、最近は将棋が教育にいいと話題になったりして、子供教室も活況を呈ていしている。

　その原動力はもちろん、長年にわたってトップに立つあの名人。

　そして《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》や《攻める大天使》など、個性的でルックスもいい女流棋士が大ブレイクしていることも大きな要因として挙げられるだろう。

「でもそれで仕事が増えるのは関東ばっかりで、俺たち関西棋士は一向にブームに乗れてないっていうのが関西本部の偉い人の悩みってわけ」

　ここで説明しておこう。

　将棋連盟は一つの組織ではあるが、将棋会館は東西に二つある。

　東とう京きょう千せん駄だヶが谷やにある将棋会館と、ここ大阪は福島ふくしま区にある関西将棋会館だ。

　棋士はそのどちらかをメインの対局場に選ばなければならない。

　東京を主戦場とすれば『関東』の所属になり、大阪を主戦場とすれば『関西』になる。俺はもちろん関西だ。

　ただ、新聞社やテレビ局の多くは東京にあるため、そういうマスメディアに声をかけてもらえるのは関東の棋士ばかり。

　結局、有名になるのは関東の棋士ばかりで、そういった有名人に会いたいと思うミーハーなファンは関東の将棋会館やイベントにばかり行ってしまう……。

「確かに、今日も道場のお客さんとかそんなに多くないもんねぇ。澪たちが将棋しりとりなんてやってても怒られないし」

　道場を見回しながら澪ちゃんが言う。

　あいは首を傾げながら、

「でも師匠。それでどうして、わたしたちがアイドルになるんです？」

「要するに、関西でも将棋ブームを起こしたいと。その起爆剤として女子小学生のみんなに女流棋士を目指す将棋アイドルユニットを結成してもらいたいっていうのが、上層部の意向なんだね」

「はぁ」

　全くピンと来てない様子の弟子。

　実は俺も全くピンと来てないんだが、そんな様子は一切見せるわけにはいかない。自分に言い聞かせるような気分で言葉を重ねる。

「かわいい女の子が将棋を指してるって有名になれば、それ目当てに道場に来てくれるかもしれないでしょ？　テレビや雑誌の取材だっていっぱい来て、将棋のＰＲにもなるしさ！」

「それってつまり客寄せパンダだね！」

「なんだか安直あんちょくな気がするです」

　澪ちゃんと綾乃ちゃんは一瞬で全すべてを看破かんぱした。

　最近の小学生は賢いなぁ……。


「…………上からの決定なんだ。頼むよ……」



　俺はそう声を絞り出す。

　理事室で行われた話し合い……いや、あれは話し合いなんてもんじゃない。一方的な命令だった。

《裏番長》と怖おそれられる男鹿さんは連盟の裏も表も知り尽くしている。

　長年にわたって蓄えられた秘密を盾に取られれば、誰もあの人に逆らうことはできない……。

　恐怖する俺をよそに、ＪＳのみんなは気楽に応じてくれた。

「ま、女流棋士を目指してるのは今だってそうだし？　いいじゃん！　やってみようよ！」

「うちは構かまわないです」

「わたしも、師匠がやれとおっしゃるなら……」

「しゃう、あいどぅになうよー！」

「ありがとう……！　みんな、ありがとう……！」

　もう涙しかありません。

　感激のあまり思考停止している俺にかわって、澪ちゃんが話を進めてくれる。

「じゃあまず、あれを決めないとね！」

「何を決めるです？」

　首を傾げる綾乃ちゃんに、澪ちゃんは当然とばかりにこう答えた。

「ユニット名だよユニット名！　それが決まらなきゃ何もはじまらないでしょ!?　ねえシャルちゃん？」

「うぃ！」

　澪ちゃんはシャルちゃんと頷き合うと、俺に向かって目を輝かせながら尋ねてくる。

「九頭竜先生！　澪たちのユニット名はもう決まってるんですか!?」

「ま、まあ……一応、決まってはいるんだけど……」

　俺は口ごもる。

　理事室で伝えられたあのユニット名を口にして、この子たちのモチベーションがどうなるか不安だった。

　あいは多少、不安そうに、

「やっぱり『ＳＯＧ81（えすおーじー・えいてぃーわん）』とかなんでしょうか!?」

「うーん……もうちょっと、その、あれだ。格調高いというか」

「格調高い……？　あっ！　なら『ＧＯＤ８四歩（じーおーでぃー・はちよんふ）』ですね!?」

「いや、そういう意味でもなくて──」

　確かに後手が初手に８四歩と突く一手は『王者の手』と呼ばれ、格調が高いとされる。ＧＯＤについてはノーコメント。

　まぁそもそも『格調高い』っていう概念自体が非常に抽象的というか、将棋界でどういう一手が格調高いかを説明し始めると何ページあっても足りないくらいだったりして非常に面倒なのでちょっとこの話は避けよう。

「じゃあ、『角かく交換こうかん四間飛車しけんびしゃ指さしこなし隊たい』とかです？」

「『居飛車党いびしゃとうと水越澪となかまたち』とか！」

「も、もうちょっと……関西に関係ある名前、かな？」

　振り飛車党の綾乃ちゃんと居飛車党の澪ちゃんがそれぞれ好きなユニット名を主張してくるけど、残念ながらどちらでもない。

　キーワードは『関西』だ。

　シャルちゃんはなぞなぞのヒントを求めるように、俺の服を引っ張る。

「かんしゃいー？」

「将棋に関係あってー、格調高くてー、関西にも関係があるアイドルユニットの名前？　うーん……」

　澪ちゃんは首を傾げすぎてヘアピンみたいになっている。

　その時。

　ボソッ……と、あいが何かを口にした。


「…………キ●リっ娘こ……」



「「おい！」」

　消されるぞ!?

「ふぇ!?　わ、わたし変なこと言った？」

「わかんないけど、突っ込まなきゃいけない気がしたです！」

　関西将棋界の歴史の中に眠っていた伝説のユニットを掘り起こそうとしたあいに対して、全員が反射的にツッコミを入れていた。

「あーもー、くずりゅー先生！　どんな名前なんですか!?　教えてください！」

　澪ちゃんが痺しびれを切らす。

　そうだな。これ以上引っ張っても仕方がない。

「……きみたちのユニット名は……」

「「どきどき……！」」

　食い入るように見詰めてくるＪＳ達に、俺は告げた。




「……『なにわ筋すじ将棋しょうぎ通どおり』です！」




　あいが素すに戻ったような声を出す。

「え……？」

　いや、うん。

　その反応、俺と同じだわ。

「なにわ筋……って、この将棋会館の前の道路のことだよね？」

「『筋』と『通り』で意味が被かぶってるです」

　澪ちゃんと綾乃ちゃんもピンと来てない様子だ。シャルちゃんに至っては言葉の意味が何一つ理解できてない様子で、言葉すら出てこない。

　あいが固い声で聞いてくる。

「師匠。どうしてそんな名前なんです？」

「……上からの決定なんだ」

　俺だってこれでいいとは思ってないよ？

　でも仕方ないじゃないか！　これで行けって言われたんだから！

「泣く子と権力には逆らえまへんわ！」

　澪ちゃんが真理を突く。

「まあ、色々と思うところはあるとは思うんだ……けど！　関西将棋界のために、みんなでがんばろー！」

「「おおー！」」

　うむ！

　アイドル活動に向けて、持もち駒ごまは全く無いこんな状況だけど……前進できない駒はない。みんなで力を合わせれば何とかなるはずだ！

　俺はみんなに尋ねる。

「ところできみたち、何か特技はあるかい？」

「将棋」

「将棋」

「将棋です」

「うん。そうだよね。そりゃあそうだよね」

　将棋ばっかりやってるからね。

「しゃう、ふぃりびしゃもさしぇうよー？」

「うんうんすごいねぇ。それも将棋だねぇ？」

「おー？」

　シャルちゃんは渾身こんしんの自己ＰＲがちょっと不発だったので、寂しそうだ。

　その時であった。

「師匠……」

　思い詰めたような声で、あいはこんな告白をする。

「実はわたし……ものまねができます！」

「ほう！」

　この子にそんな特技があったとは！　意外だ！

「よっ！　さっすが温泉旅館の一人娘！」

「あいちゃんの！　おもっしろいとこ見てみたい！　です！」

　澪ちゃんと綾乃ちゃんが手拍子てびょうしを始める。

　確かに澪ちゃんが言う通りで、あいは温泉旅館の一人娘。将来の女将おかみ候補だ。そして母親である現女将は、あいを厳しく躾しつけてきた。

　何かとんでもない芸を仕込まれている可能性は高い……！

「じゃあ……こほん。いっくよー！」

「「いえーい！」」

　あいは軽く咳払いしてから一気にテンションを上げる。俺達もそれ以上のテンションで応える。

「ものまねやりまーす！」

「「いえーい！」」

「『将棋ウォーズ』のまね、しまーす！」

「「いえーい！」」

「きゃにがこーい！」

「「……」」

　冷水をぶっかけられたかのように、観ていた全員が言葉を失った。

『カニ囲い』って言ったんだろうけど……確かにそんな感じのエフェクトが出るけど……。

「どうでしたー？」

　頭の上にチョキを二つ載っけたカニのポーズでそう聞いてくる弟子（割と自信ありそう）のモノマネを、俺は厳しく採点する。

「かわいい！　満点!!」

「きゃあ♡　ししょうだいすきですー」

「はっはっは。今日はこの仕事が終わったら道頓堀どうとんぼりにカニ食い行っか！」

「きゃにぃー！」

　うちのカニはかわいいなぁ。食べちゃいたいわホント。

「しゃう、けぎゃにたべゆー！」

　シャルちゃんもカニのポーズを取って、俺にくっついてきた。おいおい破産しちゃうな？　まあでもかわいいから毛ガニおごっちゃうぞ！

　綾乃ちゃんと澪ちゃんが、冷ややかな声で言う。

「師弟漫才まんざいはそのくらいにして、本気でアイドルを目指すなら将棋以外にも何か特技が必要だと思うのです」

「そうだね。本気でやろ」

「え!?　わ、わたし、今の超本気で……」

　あいはショックを受けている。レパートリーを増やす必要があるようだ。
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　さて、どうやってアイドル活動をするか？

　それについて様々な意見が出た。

　しかし残念ながら俺達は基本的に将棋しかやってきてない。頭の中の九九パーセントくらいは将棋のために使っているので、急に別のことを考えろと言われてもなかなか難しいのだ。

　意見が出尽くした頃、

「やっぱさー、どうすればアイドルになれるかっていうのは、本物のアイドルに教えてもらうのが一番手っ取り早いと澪は思うんだよねー？」

　子供っぽく早くも飽きてきた様子を見せつつ、澪ちゃんがそう言った。

　ふっふっふ……。

　俺とて先を読むのが仕事の将棋指し。

　こうなるのは予測していた。

　そしてこの状況を打開できる秘手もあらかじめ仕込んでいたのだ……！　今までの話し合いはそのための時間稼ぎに過ぎないッ……!!

「そんな『なにわ筋将棋通り』のみんなのために、本日は特別講師をお招きしています！」

「「おお！」」

「将棋界でアイドルといえばこの人！」

　俺は道場の入り口を指さして、今さっき『ついた』とＬＩＮＥをくれた人物が登場するであろうタイミングでこう叫ぶ。

「《浪速の白雪姫》、空そら銀ぎん子こ女流二冠かんです！　姉弟子、どうぞー！」


「…………どうも」



　グッドタイミングで姉弟子が登場。

　テンションについていけない様子で、多少、動揺が見える。用件を言わずに呼び出したからな。

「女王さまキター！」

「本物です！　本物の将棋アイドルです！」

　ＪＳの興奮は一瞬いっしゅんでＭＡＸだ。

　澪ちゃんと綾乃ちゃんは憧あこがれの女流二冠に会えて大喜び。

　あんなにダレてた空気を、登場するだけでここまで変えられるなんて……！

「さすが姉弟子！　さすが浪速の白雪姫！　登場するだけで将棋ＪＳの心を鷲わし摑づかみですね!?」

　姉弟子は扇子せんすで顔を半分隠かくしつつ、

「……私は別に、自分のことを白雪姫だとかアイドルだとか言ったことなんて一度もないんだけど……」

「みんな聞いたか!?　これなんだよこれ！　つまり空先生は、アイドルってのは自分が何をしなくても周囲が勝手に祀まつり上げていくものなんだってばよとおっしゃってるんだよ！　いやー、やっぱ本物は違うわー。本物だから格が違うわー」

「ムカつくから帰っていい？」

「やだなぁ姉弟子、ちょっとした冗じょうだ──」

「どうぞどうぞ。帰っていただいてもぜんぜん構わないですよ？」

　俺が姉弟子を宥なだめるよりも早く、弟子のあいが煽あおっていた。

　チッ！　と鋭く舌打ちをする姉弟子は、あいを絶対零度の視線で見下ろしながらこう吐き捨てる。

「……小童こわっぱが」

「何ですかおばさん？」


　あいちゃん好戦的スギィィッ！



「はいはいはいはいちょっと待ったちょっと待った。きみたちはお互いこの線より近づかないでねー？　接触すると破裂しちゃうからねー？」

「はぁ？　なに言ってるの八一？　私はその小童のことなんて眼中にすらないんだけど？」

　姉弟子がこう言えば、あいも負けじと嚙みついてくる。

「師匠こそ、そのおばさんにあんまり近づかないでください!!　半径二百メートル以内は接近禁止です！」

「対局できないだろそれ!?」

「しなくていいです！」

　そんな一門のやり取りを遠巻きに見ながら、ＪＳ研のみんなはそれぞれこんな感想を抱いだいていた。

「……澪ね？　あの空先生相手に一歩も退ひかないあいちゃん見てると、対局でも勝てないなーって思っちゃうよ……」

「勝負師向きの性格です」

「しゃう、おひめたまとしょーぎしゃしゅよ！」

　久しぶりに姉弟子に会えて興奮しているシャルちゃんに、俺は優しく言った。

「シャルちゃん、今日はお姫さまに将棋じゃなくて歌やダンスを教えてもらうから」

「おうたうたゅー！」

　シャルちゃんはもっと興奮した。

　姉弟子は迷惑めいわくそうに、

「はぁ？　私、歌なんて絶対に歌わないわよ？」

「上からの決定なんですが……」

「そもそも曲がないでしょ？　どこでなにを歌うつもりなのよ？」

「一応、上から渡されたこの計画表によると年末にはデビュー曲で紅白に出場する予定になってるんですけど……」

「のど自慢に出て『王将おうしょう』でも歌ったら？」

　姉弟子は鼻で笑いながらそう言った。

　ちなみに『王将』とは、ここ関西で活躍した大棋士を題材にした昔のヒット曲。

　棋士とその妻の苦労を歌った歌で、将棋の普及には一役買ったと言われてるけど、ちょっと辛しん気きくさい部分があるため棋士のイメージを損そこねたという評価もある。

　……まあアイドルが歌うような曲じゃないよね。

　姉弟子は要するに、バカにしてるのである。こっちが下手に出てるからって……将棋ファンに人気があるからって……俺の苦労も知らないでこのクソ姉弟子……！

　そんな俺のドス黒い気持ちはよそに、

「澪は紅白より、なんばグランド花か月げつのステージに立ってみたいなー」

「将棋漫才まんざい、おもしろそうです」

　澪ちゃんと綾乃ちゃんは歌よりも漫才に興味を示していた。漫才ブームだからね。仕方ないね。

「ちょっとやってみよっか？」

「やってみるです」

「澪でーす！」

「綾乃です」

「二人合わせて──」

「「『対抗形たいこうけい』でーす！」」

　何か始まったぞ……。

「ショーギコント『振ふり飛び車しゃ』」

　綾乃ちゃんがタイトルを宣言すると、澪ちゃんが両手の指をお祈いのりするように組んで、こんなことを言い出す。

「よーし、振るぞー。今日は振るぞー！　……ガチャガチャガチャガチャガチャ！」

「記録係かよ！　です！」


　……………………。



「どやっ？」

「それで、デビュー曲についてなんだけど──」

「あれ!?　スルー!?」

　俺が優しさから何も見なかったことにしようとしても、澪ちゃんは渾身の持ちネタを否定されたとしか思えなかったようだ。若いな……。

「しゃうね？　いまの、よくわかんなかったんだよー？」

「つまり『振る』って言って振り飛車をにおわせておきつつ、本当は振り駒をする記録係だったっていうところに面白おもしろさがあったんだと思うよ？　あいも、この解釈が正しいかは自信がないんだけど」

「？？？　おー？」

　シャルちゃんはやっぱりわかんない感じで首を傾げてるし、あいの説明もオーバーキルな感じでやっぱこの子ちょっとこわい。

　綾乃ちゃんも、

「お笑いの道は、将棋の道より険しいです……！」

　って戦慄せんりつしている様子だし。

　ま、やっぱアイドルには楽曲が必要ということだね！

「歌詞はこっちで考えるとして、問題は作曲なんだよなぁ」

　俺は腕組みして小考すると、思いついたアイデアを口にする。

「姉弟子、浪速の白雪姫から浪速のモーツァルトに作曲をお願いできませんか？」

「なんで私がキ●タロー先生にそんなことお願いしなくちゃならないのよ？　会ったこともないのに」

「浪速繫つながりで……」

「ぶち殺すぞわれ？」

　関西で大人気の深夜番組『探偵！　ナイトスクープ』で長年最高顧問を務めておられるキダ●ロー先生から曲をいただければ、それだけで話題になると思ったんだが……。

「仕方ないなぁ。じゃあ歌はナシの方向で──」

「ええー！　アイドルなのに持ち歌がないのぉ!?」

「それだと単に将棋を指す小学生です……」

　澪ちゃんがぶーぶーと不満を漏もらし、綾乃ちゃんが本質を突く。

「だってしょーがないでしょ？　作曲なんてプロに頼んだらどれだけお金がかかるかわかんないし。ただでさえ関西本部は関東に比べて予算が少ないんだから……」

「あいちゃん。ほら、おねだりおねだり」

　澪ちゃんがあいの脇腹わきばらを肘ひじでつつきながらそう耳打ちする。

　あいは子こ猫ねこみたいな甘い声で、

「ししょー。あい、おうたうたいたぁーい♡」

「仕方ないなぁ。じゃあ竜王戦の賞金を五百万くらい使って──」

「こら」

　ビシッ！

　財さい布ふを取り出そうとした俺の後頭部を、姉弟子が扇子でブッ叩いた。

「いてっ！　な、何するんですか姉弟子!?」

「甘やかしすぎ」

「はぁ？　どこが？　俺、容赦ようしゃなく厳しいんですけど？　なぁあい？」

「はい！　師匠ししょうはとっても厳しいです！」

「ほらな？」

「でも、世界一やさしいです!!」

「うちの弟子は世界一の孝行娘じゃああああ！」

「えへへー♡」

　俺は弟子を抱だき上げると、道場中に見えるようにくるくる回す。あいも両手を飛行機みたいに広げて楽しそう。

　嫌われるかもしれないという恐怖と隣り合わせになりながら厳しい修業を強しいてきたが……弟子は俺の気持ちをわかってくれていた！　嬉しい！　もう何も……恐くない……!!

　姉弟子はというと、


「バカ師弟……一門の恥はじよ…………頓死しろ……」



　九頭竜一門の絆きずなを見せつけられて嫉妬しっとしてるようだな。やれやれ。

　俺に抱き上げられたまま、あいは空中で首を傾げる。

「それで結局、デビュー曲はどうするんですか？」

「っていうかよく考えたら、今から曲を作ってるようじゃ間に合わないんだよ。デビューライブの日程は今度の日曜日なんだから」

「あしたじゃん！」

　澪ちゃんが今日一でビックリした声を上げ、綾乃ちゃんも眼鏡めがねがズリ落ちそうな勢いで質問してくる。

「ど、どうしてそんな無茶なスケジュール組んだです!?」

「上からの決定なんだ……」

「八一あんた、それ言ってりゃ何でも許されると思ってない？」

　そんな姉弟子のツッコミは脇に置いておくとして、

「問題は、どうやって客を集めるかなんだけど」

「し、師匠……他ほかにもいっぱい問題がある気がするんですけど……」

　愛まな弟子でしですらツッコミを入れてくるという絶望的な状況でも、俺は諦あきらめない。

　なぜなら俺は竜王・九頭竜八一。

　泥臭く粘り強い関西将棋を受け継ぐ、諦めの悪い男……！

「とりあえず、デビューライブチケットの付録として──」

「握手券を付けるの？」

「いや、指導対局券を付ける。あくまで将棋ファンを増やすのが目的だからね」

　澪ちゃんの疑問に対して俺がそう答えると、

「いったいどれだけの人と対局しなくちゃなんです……？」

　綾乃ちゃんは戦慄のあまり青くなり、

「千人とか来られたら死んじゃうよね。過労で……」

　澪ちゃんは今からもうゲンナリだ。

　二人の不安を晴らすように、俺は過去の経験を語ることにした。

「まぁさすがに千人は無理でしょ。俺と姉弟子は二人で五百ごひゃく面めん指ざしってのをやったことがあるけど、それでもドえらいことになったから」

「五百面!?」

「それだけの盤をどこに並べるです!?」

　忌いまわしい記憶を思い出しつつ、姉弟子が説明する。

「大阪城ホールに四角形に並べて、その内側を私と八一で何十周も走りながら指したのよ」

「そんなに指したら爪つめとか割れてボロボロになりそうです……」

「爪なんて割れないわ」

　そんな姉弟子の言葉を聞いて、あいが煽るように、

「へー？　大変そうに言う割には、けっこう温ぬるいんですねぇ？」

「割れたのは膝ひざよ……」

「「ひいいいいいい！」」

　小学生、怯おびえる。

「普段はぜんぜん運動なんかしないのに、その日に限って全力で走り回らされたら膝の皿くらい過労で割れるっちゅうねん……企画考えたやつぶち殺したるぞほんま……」

「あれはもう完全に将棋とは別の新しいスポーツだったよね……」

　指導対局、特に多面指しは体力勝負。

　頭脳よりもむしろ身体が先にダメになるんです……。

「でもまあ、小学生のみんなにそんな苛か酷こくな要求はしないから。そもそも千人も入るような会場じゃないし」

「どこでやるです？」

「きみたち『なにわ筋将棋通り』のデビューライブは、ここ関西将棋会館二階の道場にある大盤おおばん解説場の、ステージになってる部分でやります！」

「せまい!!」

「そこじゃないですかー!?」

　愕然がくぜんとする澪ちゃんとあいに、俺は元気よく頷いた。もはや勢いしか頼れるものがないからだ。

「そう。あそこにあるステージに立ってもらいます。四人立つとけっこうギリギリだと思うから、あんまり派手に動かないでね？」

「アイドルのデビューライブなのに動いちゃダメなんです……？」

「ぶつかったり落ちたりしたら危ないでしょ。一応、手すりはあるけど」

　綾乃ちゃんに俺がそう答えるのを聞いて、さすがに姉弟子も気の毒そうというか、戸惑った様子で、

「手すりがあるステージでライブっていうのも、考えてみたら斬新ざんしんね……」

　呻うめくようにそう言った。

　あいはステージを眺ながめながら不安そうに、

「あの……師匠？　大盤解説のスペースだけだと、さすがに狭いような……？」

「そんなこともないでしょ。タイトル戦の大盤解説会とか、多いときは三十人くらい入るし」

　俺の発言に澪ちゃんも同意する。

「道場のスペースも使えば百人くらい入れそうだしねー」

「あ、それは無理。道場は道場で営業するし」

「えっ」

　澪ちゃんは固まり、あいと綾乃ちゃんがみるみる青ざめていく。

「お客さんが将棋指してる横で、ライブ……」

「迷惑以外のなにものでもないです……」

「指導対局もセットだからね。将棋できるスペースは必要でしょ」

　扇子をパチパチ鳴らしながら話を聞いていた姉弟子が口を挟む。

「物販ぶっぱんはどうするの？　せっかくイベントやるんだから稼げるだけ稼がなきゃ損よ？」

　さすが奨励会員として連盟のイベント運営にも関わってるだけある。

　確かに物販は重要だ。

　上手うまくすれば入場料の何倍もの利益を稼ぐことができるからな。

「じゃあ、メンバーのみんなにサイン色紙を何枚か書いてもらって……あとは俺のサイン扇子でも並べておきますか。めっちゃ在庫あるし」

「九頭竜先生の扇子って売れてないんです？」

「売れないねぇ。販売課の職員さんに『今までのタイトル保持者ホルダーで一番売れない』って頭抱えられたねぇ」

　綾乃ちゃんにそう説明すると、あいが手を挙げて叫さけんだ。

「わたしが箱で買います！」

「うちの弟子は世界一の孝行娘じゃああああ！」

　姉弟子が自分の扇子を閉じてクルクル回しながら、あいに尋ねる。

「そんなに買って、どこに置くのよ？」

「師匠のお部屋ですよ？」

　あいはにっこり笑ってそう答えた。澪ちゃんと綾乃ちゃんはビックリだ。

「戻って来た！」

「それは売れたとは言わないです……」

「回収よね」

　フン、と鼻で笑う姉弟子。自分の扇子は作っても作っても売れてしまって生産が追いつかないくらい人気だからと、明らかに俺を見下してやがる。

「しゃうも、ちちょのしぇんしゅかうー！」

　ぴょんぴょん飛び跳ねながらシャルちゃんがそう言った。六歳児の温かな心が嬉しい……。

　俺は思わずこう尋ねていた。

「シャルちゃんはいい子だねぇ。もううちの子になっちゃうか？」

「うぃ！」

「それはダメです」

　あいが、さっきの笑顔のままノータイムで言った。

　黒いオーラを放ち始めた弟子を宥めるように、俺は慌ててさっきの発言を否定する。

「いや、単なる冗じょう談だん──」

「ダメですからね？」

「……はい」

　すみませんちょっと本気でした。もうそんな下心は捨てます……捨てます……。

「で、どうするのよ八一？　歌うの？　歌わないの？」

「今からみんなでカラオケ行って、流行はやってるっぽい曲、練習する？」

「うちは夕方から塾があるです」

「しゃうはねぇ、ももたおしゃんうたえうよー？」

「わ、わたしも、合唱曲とかなら……あんまり上手じゃないけど……」

　少女達は口々に言うが、


「…………いや。その必要はない」



　俺はそう答えた。

　持ち歌も無い、そもそも歌もダンスも練習する時間すら無いという、絶望的なこの状況。

　だが俺とて数々の修羅場しゅらばを潜くぐり抜け、竜王にまでなった男！

　この逆境を逆さか手てに取ってプロデュースを成功させる秘手ひしゅを思いついていた。

「師匠？　何かお考えが……？」


「確かに俺は、男鹿さんからＪＳ将棋アイドルのプロデュースを命じられ、デビュー曲で紅白を目指せと言われた…………しかし！」



　そして俺は、起死回生の一手を放つ!!

「きょくはきょくでも歌とは一言も言われてない。披ひ露ろうするのは────『対局』だッ!!」
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　翌日。

　会場となった連盟道場には、思ったよりも多くのお客さんが詰めかけていた。

　詰めかけていた……というか、道場に将棋指しに来たら何かやるみたいだからとりあえず椅い子すに座すわってみたっていう感じの高齢者がそれなりの数、集まっている。

　よし。数はまあ及第点だ。

　──あとはこのお客さんを満足させることができるかだが……。

　ステージ袖そでの、非常階段に繫がる扉の陰から『なにわ筋将棋通り』を見守りながら、俺は不安を感じていた。客層がアイドルに馴染なじみのなさ過ぎる年齢だからだ。

　いつもよりちょっとおめかししたあいが、センターに立ってお客さんに挨拶する。

「み、みなさま！　こんにちは！」

　その挨拶に続き、

「うち達は」

「じぇーえす将棋アイドル！」

「ないわしゅいしょーぎどーぃだおー！」

　メンバーのみんなが次々と声を上げた。

　そして、かなり間を置いて、まばらな拍手はくしゅが起こる。

　……お年寄りばっかりだから反応が鈍にぶい……。

　ウケてるのかウケてないのか、判断に困る。このレスポンスの遅おそさは恐怖だ。場合によっては客席の反応は無視して進めなくてはならないが……。

　ただ幸か不幸か、あいは緊張のあまり客のことが全く見えてないようで、

「きょ、きょうは……わたしたちのデビューライブに足をお運びいただき、たいへんありがとうございます！」

　台本通りそこまで一気に言い切ると、

「それでは、わたしたちのデビュー局『目隠し十秒将棋』！」

「「聞いてください!!」」

　ピロリー♪

　どこかで聞いたことがあるような音楽と共に──

「ご来場の皆様、こんにちは。司会の空銀子です。日曜のひととき、巧手こうしゅ妙手みょうしゅの数々を、どうぞ心ゆくまでお楽しみください」

　どこかで聞いたことがあるような口上を述べながら大盤の前に現れた姉弟子が、お客さんに挨拶をする。

　そしてまず、あいを紹介。

「先手は雛鶴ひなつるあいさんです。九頭竜八一竜王門下。研修会はＥ２、小学校は四年三組です。詰将棋が得意で、終盤の詰むや詰まざるやの局面では小学生離れした怪力を発揮するなど、関西研修会期待の新人です」

　次に、澪ちゃんを紹介する。

「続いて、後手となりました水越澪さんです。暮坂くれさか和郎かずろう七なな段だん門下。研修会はＥ１、小学校は四年三組です。居飛車、振り飛車、どちらも指しこなすオールラウンダー。雛鶴さんとは同じ小学校で、同じクラスに在籍する、クラスメートでもあります」

　流れるように両対局者の説明を終えた姉弟子は、

「今日は、このお二人の対局です。どうぞ最後までごゆっくりお楽しみください」

　丁寧ていねいに礼をしてから、大盤の右側へと移動して、

「本日の解説者をご紹介いたしましょう。九頭竜八一竜王です。先生、どうぞよろしくお願いします」

　俺、登場。

「あ、はい。お願いします」

　大盤の左側に立つと、姉弟子と向かい合って解説の態勢を取る。

「先手となりました雛鶴さんですが、先生のお弟子さんということで」

「ええ。まあ最近、縁があって弟子に取ったわけですが」

「どんな印象をお持ちですか？」

「そうですね。ま、一言でいえば『かわいい』ですね」

「……ロリコン」

「ん？　いま俺のことロリコンって言った？」

「言ってません」

　絶対に言ったと思うんだけど……。

　台本にはそんなこと一切いっさい書いてない。既すでに姉弟子は暴走を始めている。

　不安が募るが、動き出してしまったイベントは止められないからな。会話の中で釘くぎを刺さしながら対応していくしかない。

「では後手の水越さんにはどのような印象をお持ちでしょうか？」

「澪ちゃんはグループのリーダーですね。いつも元気いっぱいで、私の自宅で開いている弟子たちの研究会でも常に場を和なごませてくれるムードメーカーとして頑張ってくれています。この子もかわいいですよ」

「手当たり次第かよ……」

「へ!?」

　にこやかな笑顔を崩くずさず、姉弟子は多少のセリフを加えつつも台本通りに進めていく。

「そんなお二方の対局となりますが、展開予想はいかがでしょう？」

「そうですねー。二人とも基本的には居飛車党なので、目隠し将棋ということもありますし、お互いに慣れ親しんだ戦型になるんじゃないかと。ええ」

「矢倉、角かく換がわり、横よこ歩ふ取どり、それから相あい掛がかり……といったあたりでしょうか？」

「そうですね。相掛かりとか面白くていいんじゃないですかね。まあ俺が好きなだけなんですけどね。ははは！」

　目隠し将棋は、対局者にとっては非常に大きなプレッシャーとなるが、解説する方は気が楽なのでこうして笑っていられる。小学生だし、初々ういういしい失敗シーン（駒の数を間違えるとか）なんかも飛び出すとかえって人気が出るかもしれない。

　姉弟子は俺の答えに頷いてから、

「それでは対局者のお二人にインタビューしてみましょう。まずは先手番の雛鶴さん。水越さんの印象と、戦型予想はいかがでしょうか？」

「えと、あのっ」

　あいは緊張しきった様子で、

「澪ちゃ……あやや、みずっ！　み、みじゅこししゃんは、将棋会館の道場で初めてできたお友達です！　それで、えと……せ、戦型は……わたしは居飛車でいきますっ！」

「本局への意気込みをお願いします」

「ししょーの目の前なので緊張しますけど、褒ほめてもらえるように……いっしょーけんめーがんばりますっ！」

　嚙み嚙みながら、何とかインタビューを終えるあい。

　姉弟子はどういうわけかさっきよりも冷ややかな声で俺に振る。

「……はい。ということなのですが、先生いかがですか？」

「そうですね。かわいいですね」

「頓死しろよペド野郎」

「え!?」

「それでは次に、後手の水越さんにインタビューしてみましょう。雛鶴さんの印象はどうですか？」

「あいちゃん？　つよいよね！　序盤、中盤、終盤、隙が無いと思うよ？　だけど、澪は負けないよ……」

「本局への、抱負をお願いします」

「えー、駒だっ……駒たちの躍動する澪の将棋を、みなさんに見せたいね！」

　澪ちゃんは、やり切った感のある顔でインタビューを終えた。

「……と、いうことなのですが、先生いかがですか？」

「そうですね。斬新というか関西の伝統芸というか、まあそんな感じですかね」

「ちょっと嚙んじゃいましたね」

「ですね。わざとだったらあざといですけど、澪ちゃんは天然なので、ただひたすらかわいかったですね！」

「クズロリ王……」

「ん!?」

「それでは秒読みの貞任綾乃さんとシャルロット・イゾアールさん、よろしくお願いします」

「振り駒の結果、先手が雛鶴さんに決まりましたです。持ち時間はなし。両者、一手十秒未満で指していただきますです」

「きりぇたらまけだぉー！」

　落ち着いた様子の綾乃ちゃんと、楽しくて仕方ないという感じのシャルちゃん。チェスクロックを叩きたくてウズウズしてる。大人しくしてて……。

　アイマスクをして、精神統一するあいと澪ちゃん。

　準備が整ったことを確認してから、綾乃ちゃんが宣言する。

「それでは、対局を開始してくださいです」

「「お願いします！」」

　あいと澪ちゃんの挨拶が交わされた。

　さあ！　ここからが本番だ!!

　俺達全員の力を合わせて、最ッ高に盛り上がるステージを創り上げてやろうぜッッッ!!

「２六歩」

「８四歩」

「２五歩」

「８五歩」

「７八金」

「３二金」

「２四歩」

「同歩」

「同飛」

「２三歩」

「２六飛」

「７二銀」

「３八銀」

「６四歩」

「７六歩」

「８六歩」


　………………うん。



　まあ静寂だよね。将棋だし。

　特に目隠し将棋は指し手を声に出して言うだけだから、相手に聞こえないと困るし。

　だからお客さんも物音一つ立てないように注意してくれるし……。

　さらに言えば、駒を使わないから『パチン』とか『ピシッ！』とか駒音も全く無いし……ビジュアル的にも、目め隠かくしした女の子が俯うつむいて椅子に座って符号を交互に言い続けるという非常にシュールなこの光景を果たしてライブと言い張ってもいいものなのか……早くもプロデューサーとしての俺の自信は床に落とした砂糖菓子がしのように粉々に砕くだけ散っていた……の、だが。

「では先生、解説のほうよろしくお願いします」

「あ、はい」

　姉弟子に声を掛けられて、俺は意識を大盤操作に集中させる。現局面まで駒を動かさないといけない。

　その間にもあいと澪ちゃんは「同歩」「同飛」と互いに飛車先を交換し、激しくなりそうな雰囲気が出てきた。

　姉弟子との共同作業で現局面に追いついた大盤を眺めながら、俺は言う。

「戦型は相掛かりですか」

「先生のお好きな形……」

「に、なりましたね」

　先手での相掛かりは俺の得意戦法で、あいと初めて指した将棋も相掛かりだった。

　こういう公開対局だと、解説者の得意な戦法を選択するという対局者もいる。

　解説できない戦法を使ってしまっては解説者も困るし、お客さんも楽しめないだろうという配慮からだ。二人とも大人になったなあ……。

「８七歩」

「８二飛」

「３六歩」

「３四歩」

「５八玉」

「６三銀」

　弟子の優しさにほっこりする間もなく、局面はどんどん進む。

「サクサク手が進みますが」

「そうですねー」

　姉弟子も俺も、駒を操作するのが大変でまともな解説ができない。

「３五歩」

「同歩」

「３七銀」

　まるで張り合うかのように二人ともノータイムで符号を口にする。こんな速度で対局者は局面を把握できてるのかとお客さん達は面食らった様子だが──

「まあこのあたりはまだ定跡なんでー」

「考えなくても指せるわけですね」

　と、姉弟子がそう言った瞬間。


「………………」



　それまで飛ばしていた澪ちゃんが、ここで初めて時間を使う。何だ……？

「ん？　なんか考えてますね」

「ごー、ろぅ、にゃにゃ、はてぃ──」

　俺の言葉に、シャルちゃんの秒読みが重なる。

　そして澪ちゃんは気合い十分な声で次の一手を放った。

「８八角成なる！」

「おほっ！」

　解説者の俺も思わず叫んでしまうような、決断の一手！

　あいは警戒しつつ、

「……同、銀」

「４二銀！」


「おふぅ……！」



「喘あえいでないで解説してください九頭竜ロリ王」

　姉弟子は俺に苦言を呈しつつ、感心したように澪ちゃんの指し回しについて語る。

「いきなり後手から角交換しましたが……」

「ええ。その後の４二銀が面白い手でした。これはお家うちで考えてきた手ですね」

　あいが選んだ戦型かと思ったが……。

　むしろ澪ちゃんは相掛かりになることを予測し、この手順を用意していたんだ！

「３四歩」

　あいは冷静さを失わないよう、落ち着いた声で符号を口にする。

　だが澪ちゃんは喰くい気味に局面を進めていき、追撃ついげきの手を緩めない。

「４四歩」

「４六銀」

「５四銀」


「……７、七…………銀」



　あいは苦しそうだ。

「水越さんが、雛鶴さんの得意な形に敢あえて誘導したということでしょうか？」

「でしょうね。これは後手十分じゅうぶんな展開です」

　澪ちゃんの声は生き生きしている。

「４三銀上あがる」

「６六銀」

「３四銀！」

「７七桂」

「５二金」

「５五銀右みぎ」

「４三銀右」

「７五銀」

　あいは劣勢を挽回ばんかいしようと強きょう襲しゅうを開始した。

　脳内将棋盤を持つあいは、局面が複雑になればなるほど自分が有利になると考えているんだろう。

　だが──

「雛鶴さん、積極的に攻めていきます」

「いや……これは澪ちゃんに攻めさせられてますよ」

　俺にはこの攻めが決まるとは思えなかった。

　おそらく澪ちゃんはこの先まで想定して指しているはずだから……。

「４二玉」

「３八金」

「５四歩！」

「４四銀」

「同銀」

「……」

　あいの手が、いや口が止まる。

　何か勝負手を捻ひねり出す必要がある局面だ。

「ご、ろく、なな──」

　綾乃ちゃんの秒読みが、あいに決断を迫る。ちなみに澪ちゃんの秒はシャルちゃんが、あいの秒は綾乃ちゃんが読むという感じで役割分担をしていた。

「７一角」

　ほう、という感じで姉弟子が口を開く。

「ここで角を打ち込みました」

「飛車と角の交換になりそうですが、これは危険です」

　俺の言う通り、

「６二飛」

　澪ちゃんは怖こわがる様子も無く飛車角交換を受け容いれる。

　それというのも、この先に──

「同角成」

「同金」

「７一飛」

「４六歩！」

「あっ!?」

　あいが叫んだ。

　澪ちゃんの返し技が綺き麗れいに決まったのだ。

　しかしこれで終わりじゃないはず。

「厳しい手が飛び出しましたが、さらに厳しい手が待っています。角を打つ手ですが──」

　ここは解説者としての腕の見せ所だ。

　俺は姉弟子を見て、

「これが当たらなかったらもう……空さんを諦めます！」


「なっ、なにを言ってるんですか？　…………ばか……」



「ししょーのだら!!」

　聞き手と対局者の両方から怒られた。

　うーむ。イベントとはいえ、ちょっと調子に乗りすぎたか……？

　しかし受けは外したが読みは外さなかった。

「１四角！」

　澪ちゃんが力強く放ったその角で、あいは完全に痺れる。

「あ!?　ぅあー……」

「この手ですね。この角打ちではっきり後手優勢です。いやー、鋭い攻めだな」

　押されているのは俺の弟子だが、これは澪ちゃんを褒めるしかない。

「ご、ろく、なな、はち、きゅ」

「４八歩！」

　秒に追われたあいはギリギリで勝負手を放つものの、

「４六歩」

　冷静にそう返されて、苦しそうに唇を嚙み締めた。


「どぅ…………同……飛」



「４五銀打うつ」

　局面は澪ちゃんの優勢。

　あとは正確に追い詰めていけば、勝ちは揺ゆるがない。

　こういう面白みのなくなった将棋を盛り上げるのも解説と聞き手の重要な役目だ。姉弟子が話を振ってくる。

「ところで先ほど『お家で考えてきた手』というお話がありましたが」

「はい」

「雛鶴さんは九頭竜先生と同居しているわけですよね？」

「ええ。はい」

　俺は素直に頷いた。あいは苦しそうに飛車を逃げる。

「１六飛……」

「４六歩」


「…………１四飛」



「４七歩成」

「同歩」

　諦めているからか、あいは淡々と指し手を口にする。澪ちゃんが時間を使う局面が増えてきた。詰みを探しているんだろう。

「普段はどんな将棋のお勉強を？」

「家でですか？」

　姉弟子の質問の意図を計りかねる俺。

　澪ちゃんも同じように少し考えている。局面が有利すぎると勝ち方に悩なやむからな。

「んー……」

「ごぉ、ろぅ、にゃにゃ、はてぃ」

「３一金打うつ！」

「……３四飛！」

「ん!?　……同銀？」

「実戦がメインですけど、うちのあいはまだ定跡をほとんど知らないんですよ。だからどうしても変な将棋になるっていうか」

　そのあいは、いつの間にか前後に身体を揺すりながら小さな声で「……こう、こう、こうこうこうこうこうこうこう……」と呟つぶやいている。

　集中している時のあいの癖だ。

「１一龍」

「２八飛！」

「６九玉」

「２九飛成！」

「５九香」

「５五桂！」

「３三歩！」

「あれっ!?　ん、んー……同銀？」

「５六角」

「４五角！」

「同角」

「４七桂不成ならず」

「７九玉」

　あいのぬるぬるした指し回しに、澪ちゃんは決め手を見つけられないでいた。

　姉弟子は納得したように頷いて、

「なるほど。先生お得意の変態将棋ですね？」

「まあ、金や玉が四段目に上がるような将棋ではありますが」

「金や玉が上がる変態な行為を、小学生相手にしていると」

「ちょ、ちょっと姉弟子！　誤解生むようなこと言わないでよ！」

「誤解？　はっ！　小学生と同居するような人間が何を言ってるの？」

　話が不穏な方向に進み始めたぞ!?

「んー……」

「ごぉ、ろぅ、にゃ──」

「４五銀」

「８八玉」

「っ……」

「ごぉ、ろぅ、にゃにゃ、は──」

「５九桂成！」

　シャルちゃんが秒を読む回数が明らかに増えている。つまり、澪ちゃんがギリギリまで考えるようになっているということだ。

　追い詰められているのか……？　俺と同じように……。

「しょ、小学生じゃなくて将棋の話をしましょう！」

「ちょっと八一。逃げるつもり？」

「あれ？　これ、逆転してんじゃない？」

　姉弟子の発言を無視するというよりも、純粋に局面に異常を感じて俺は言った。

　ついさっきまで苦しそうにしていたはずのあいは、背筋をピンと伸ばして、

「６四銀」

「あ、あれ？　……えー、２二銀！」

「４四銀」


「ええー……？　ど、どうして？　あれぇ……？」



　一気に局面が怪あやしくなり、動揺どうようする澪ちゃん。あれれ？　おかしいですよ？

『どう指すべきか？』よりも『どこでおかしくなったか？』に意識が行ってしまっている状態だ。早指し戦でこの精神状態はマズい。


「ええっと、ええっと…………」



「ごぉ、ろぅ、にゃにゃ、はてぃ、きゅ──」

　シャルちゃんの秒読みが『９』を読み終わろうとした、まさにギリギリのタイミングで。




「５二歩ッ！」




　と、澪ちゃんは叫んだ。

「えっ」

　その瞬間しゅんかん、あいはびっくりしてその場で文字通り跳び上がり、

「まさかぁー！」

「打っちゃったよ打っちゃった」

　姉弟子と俺も愕然。思わず口調が素に戻ってしまった。


　だって、これは…………



「ん!?　んんっ!?」

　何が起こったかわからず動揺どうようする澪ちゃんに、あいが申し訳なさそうに告げる。


「…………澪ちゃん、それ二歩……」



「あっごめん！　負けました！」

　理解した瞬間に投了とうりょうを宣言する澪ちゃん。

　そう。

　澪ちゃんが最後に口にした一手は、歩が二枚並ぶ『二歩』──つまり反則だ。

　冷静さを維持していた綾乃ちゃんが、落ち着いた口調で告げる。

「……まで、九十手をもちまして、先手の勝ちでございますです」

　日曜の将棋番組ならここで画面があいのアップになって、下にテロップで『勝ち　雛鶴あい』と出るところだ。

　そして負けた澪ちゃんは──


「あちゃー…………やっちゃったよー……」




「…………」




「ひどいなー…………ひどい……」



　今にも泣き出しそうな、痛々しい笑顔を浮かべつつ、何度も「ひどい」を繰くり返かえしていた。

　目隠し将棋で二歩はよくあるとはいえ……圧倒的な優位に立っていたにも関わらず最後に捲まくられて、しかもそれに動揺して二歩では、あまりにも情けない。


「…………」



　澪ちゃんのそんな気持ちが痛いほどわかるからこそ、勝ったあいは俯いたまま何も言えないでいる。

　気まずい沈黙……。

「……はい。というわけで、衝撃的な結末を迎えてしまったわけですが……」

　司会の姉弟子が、珍しく小学生を労いたわるような口調で、

「九頭竜先生、一局を振り返っていかがでしたか？」

「そうですね。最後は二歩を打った澪ちゃんの反則負けになっちゃったんですけど……まあ、苦悩するＪＳの姿もかわいかったからいいんじゃないですかね！　はい」

「ガチロリコン……」

「ん!?」
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「……とまあ、こんな事があったわけさ」

『なにわ筋将棋通り』の初ステージから、数週間後。

　俺は神戸こうべの喫茶店きっさてんでコーヒーを飲みながら、向かいに座る相手に、あの伝説のステージについてを伝えていた。

　全てを語り終えた時、目の前の少女はお気に入りのお菓子『はちみつアルテナ』にフォークを突き刺しながら、

「ふぅん。将棋連盟って、くっだらない事してるのね」

　と、興味なさそうに吐き捨てる。

　夜や叉しゃ神じん天衣あい。九歳。

　俺が最近、会長からの命令で将棋を教えている女の子だ。

　名前こそ弟子と同じ『あい』だが、黒衣と長い黒髪、そして孤高の性格はまるで逆の存在といえた。

　竜王である俺にも全く敬意を抱かない。将棋連盟に対しても批判的だ。

　辛辣しんらつな生徒に、俺は苦笑しつつ反論する。

「そう言うなよ。物販の成績も悪くなかったし、全体的に結構好評だったんだぞ？　孫のお遊戯を見てるみたいで癒されるって」

「年寄りしか興味持ってないじゃない……」

「確かにテコ入れの必要性は認めるよ」

　俺はテーブルに身を乗り出すと、

「そこで、五人目のメンバーを迎むかえようと思うんだけど──」

「やらないわよ？」

「おまえ、うちの弟子と名前が被るからなぁ……まあでもあれか。ツンデレっていうかドＳキャラは誰とも被らないから大丈夫か」

「やらないって言ってるでしょ？　聞こえてないの？　将棋の駒のとんがってる部分に頭ぶつけて死ぬの？」

「おっ！　いいねぇドＳ小学生。人気出そうだねぇ」

　かわいくて素直な子しかいないＪＳ研にドＳをブレンドすることによって、新鮮さを演出できるはず……！

「だから、やらないって言ってるでしょ！　私はね、アイドルになんか何の興味もないし、あなたの弟子達ともつるむつもりなんてないんだからね!?」

「でも研修会に入るなら『なにわ筋将棋通り』にも入んなきゃいけないんだぞ？」

「どうして!?」


「…………上からの決定なんだ」







※本短編は『りゅうおうのおしごと！　２ドラマＣＤ付き限定特装版』のドラマＣＤ脚本を小説化したものです。









《自戦記》







　小学生の頃に女流棋士となって、今年で八年目となる。




　その八年間で自分がどれだけのものを積み重ねてきたのだろうと、ふと思うことが増えてきた。

　幸い、初めてタイトルを獲得してからは無む冠かんに転落することなく、将棋ファンの間では顔や名前を知っていただけるようになった。

　恥ずかしいことだが、大層な異名いみょうまで授さずかっている（そして初めて告白するが、私はこの異名をかなり気に入っている）。

　だが強い後輩が登場する中で、防衛するだけで精一杯となり、最近では他の棋戦で結果を出せていない。

　番ばん勝負しょうぶまで進むことはあっても、そこから先が勝てなくなった。

　女流棋士はタイトル保持者ホルダーといえどもプロ棋士と比べれば遥はるかに対局数は少ない。

　必然的に、負ければ空き時間が増える。

　この時間をどう使うかで棋士の将来は決まってくるが……私はタイトル保持者としての使命感と、それから自分を育ててくれた女流棋界に少しでも恩返しをしたいという気持ちで、普及の仕事に熱を入れるようになった。

　将棋の研究時間を減らすことにはなるが、ある程度は仕方がないと割り切った。

　テレビ棋戦の聞き手もしたし、将棋専門誌だけではなく一般雑誌のインタビューにも登場した。請われればテレビのバラエティー番組にも出た。

　その結果、女流棋士の認知度は高まり、イベントに参加してくれるファンも徐々に増えていった。

　私はそのことに満足していたし……ファンも同じように喜んでくれているとばかり思っていた。

　だがとある地方の将棋イベントにゲストとして招かれた際に将棋ファンから投げかけられた言葉が、私の考えを変えた。

「最近、将棋はサボってるの？」

「イベントで稼かせぐ方が儲もうかるもんね」

「女流はいいよね。恵まれてるよ」

　乾いた笑顔を浮かべるのが精一杯だった。

　女流棋士の認知度を高めようと、研究時間を犠ぎ牲せいにしてまで普及の仕事に出た結果……女流棋士の価値を下げていたのだ。

　それ以来、私は『普及』というものに対して考えを変えた。

　どれだけ自分の時間を犠牲にしてファンに尽くそうとも、棋士である以上、勝たなければ何の意味もないのだ。弱い女流棋士が百回イベントに参加するよりも、強い女流棋士が一度来てくれるほうが喜ばれるのだ。

　だからタイトル保持者として女流棋界への最大の貢献こうけんは、強くなること。

　そう思い定めてイベント参加の仕事を断り、研究に没頭した。

　私は再び勝負の鬼おにになった。
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「……あれは大変なイベントだった……」

　暴挙ともいえる斬新ざんしんすぎる将棋イベント（？）を思い出しながら、俺おれは今さらながらに震えていた。

　あいがこっちを見上げながら尋たずねてくる。

「そういえば『なにわ筋将棋通り』って、もう活動しないんです？」

「いやー……どうだろう？」

　人気が無かったわけじゃないし、あいが女流棋士きしになったというタイミングでまた関西本部の偉い人達が商売っ気けを出すことも考えられる。

　けど、うーん……。

「……ＪＳ研のみんなは、どう言ってるんだい？」

「楽しかったからまたステージには立ちたいけど、目隠し将棋は絶対にやりたくないって言ってます！」

　そりゃそうだよね。

　目隠し将棋は盛り上がるから将棋イベントでよくやるけど、プロ棋士だってプレッシャーはハンパない。

　再びＪＳ研のみんなをステージに立たせるのであれば……今度は歌やダンスを用意して完璧かんぺきな状態で立たせてあげるのが師匠プロデューサーとしての役目だろう。

「しっかし、あの時からまだ一年弱っていうのにもう二人とも女流棋士になっちゃってるもんなー。我が弟子でしながらビックリだぜ」

「わたしも信じられません……」

　あいは心細そうに言う。

　昼間、タイトル戦を観ながら俺が脅おどしすぎたのかもしれない。

　どうもこの子の才能に引っ張られて一気にたくさんのことを教えたくなってしまうけど……まだ十歳の女の子だ。

　先は長い。少しずつ教えていけばいい。

「ま、女流棋士のお仕事や心構えなんて俺にもわかんないこと多いからな。今回のタイトル戦で先輩女流棋士の振ふる舞まいなんかを観察して、勉強したらいいよ」

「は……はい！」

　あいは嬉うれしそうに頷うなずくと、俺の背中にぎゅっと抱だきついてきた。

　早く一人前になって欲しいけど……こうして甘えて来られると、その決意はあっけなく崩くずれるのであった。かわいいなぁ畜生。
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　さて、その夜。

　新京極しんきょうごくをブラブラした後、会長に取ってもらったホテルに入った俺達は、さっさと寝ることにした。

　温泉旅館じゃないシティホテルだから特にすることもないし、タイトル戦に付きものの前夜祭や関係者のみの食事会も、両対局者の疲労度を考慮こうりょして開かれなかった。前夜祭は第二局の前日にやったやつが第二・第三局両方の前夜祭って感じだ。

　俺は一人部屋で、あいは男鹿おがさんと同じ部屋。

　別に俺達師弟二人で一つの部屋でもいいし、急に泊とめてもらうんだから何ならシングルルームを二人で使ってもいいと言ったんだが、

『タイトル保持者ホルダーを、それも最高位の竜王りゅうおうを二人部屋に押し込めるわけがありません。あなたは棋き界かいの将来を背負う存在なのですから、そろそろその自覚を持ってください。女子小学生の弟子とホテルで二人部屋など絶対にいけません。シングルルームを二人で使うなど言ごん語ご道断どうだん。いいですね？』

　そう会長に言われてしまえば従うしかない。

　あの穏おだやかな会長が珍めずらしく言葉に力を込めてたし、きっと重要なことなんだろう。普段は一緒に住んでる弟子とはいえ。

　やっぱり永世名人ともなると、格式とかそういうのにも注意が向くようになるんだな。俺も見習わないと……。


「ふわぁ～…………今日はよく歩いたし、すぐ寝れそうだな……」



　棋士は夜型が多いけど、インドア派なのでちょっと運動するだけですぐ疲れる。

　俺は小学三年生で小学生名人になり、中学生でプロ棋士になり、高校生の年齢で竜王になった。つまり同年代の将棋指しのトップであり、インドアの代表のような将棋の年代別代表みたいな存在だ。インドア派のトップオブトップだ。要するに脚あし痛い。

　まだ九時を過ぎたくらいだがもう眠くなってきた。

　枕元にスマホを置いて充電。

　アラームも掛けようとすると、あいからＬＩＮＥが入っていた。

『ししょー。おやすみなさいです』

　備え付けのバスローブ姿になった、あいと男鹿さんの写真付きだ。仲良くやってるみたいで師匠は安心です。

「さて、俺もさっさと寝るか……」

　ベッドの中に潜り込み、目を閉じてすぐ眠りに落ちそうになっていると──

　コン、コン、コン。

　誰だれかがドアを叩たたく音がした。

　俺の部屋……か？

「こんな時間に誰だぁ？」

　酔っ払った月つき夜見よみ坂ざかさんが乱入してくるのかと身構えながらドアを開けると──

　そこにあったのは意外な顔だった。

「……供御飯くぐいさん？」

「お散歩。付き合おぅて」

「は？」


　…………は？　散歩？
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「ねえ、供御飯さん……」

　関係者に見つからないようコソコソとホテルから出た俺は、同じようにコソコソと先を歩く明日の主役に声を潜ひそめて尋たずねる。

「こんな時間にどこ行くんですか？　コンビニ？」

「え・え・と・こ・ろ♡」

　伏見稲荷ふしみいなりの狐きつねみたいにニュ～っと口の端はしを吊つり上げると、供御飯さんはそれだけ言った。

　さっきから絶対に目的地を教えてくれない。不安しかない……。

　ホテルから離れると、俺達は並んで歩き始めた。

　夕方にあいと一緒に歩いた新京極を通り越して四条大橋しじょうおおはしの方へと向かう。

　飲み屋も多いエリアだけに、夜でも人通りが多く賑にぎやかだ。

　嫌いやな予感がする。

「……もしかして、飲みに行くんですか？」

「いややわぁ竜王サン。こなたがそんな悪ぅ子に見える？」

　ニヤニヤしたままそんなことを言う供御飯さん。

　むしろもっと極悪ごくあくに見える。マジでどこ連れてかれるんだ？

　そんな俺の不安は、しかし長くは続かなかった。

「ご覧あれ」

　四条大橋の欄干らんかんから身を乗り出した供御飯さんは扇子せんすを広げると、河原に並ぶ人々を芝居がかった身振りで示しながらこう言った。

「あれが鴨川かもがわ名物『等間隔とうかんかくに座すわるカップル』どす！」


「…………へー」



　確かに有名だけどさぁ……対局前夜にホテル抜け出してまで見るようなものか？

「けど、マジで等間隔に並ぶんですねぇ。何かルールとかあるんですか？」

「恋愛にはルールなぞおざりませぬよ」

　ちょっと上手うまいこと言った感じで「ふっ……」と髪かみなんぞ搔かき上げてる供御飯さんに、久しぶりにイラッとする。

　帰るぞこのアマ。

「……で？　こんなもんを見せるために、寝入りばなを襲撃して夜中にわざわざホテルを連れ出してくださったんですか？」

「竜王サン、昼間はお弟子でしサンと京都きょうとを回らはったんやろ？　せっかくやし大人の京都も味わってもらお思うてなぁ。本物の京都を」

「昼間でもう満腹ですよ。そりゃ鴨川も有名だけど、嵐山あらしやまや嵯峨野さがのの竹林に比べちゃうと……ねぇ？」

「む……」

　供御飯さんは唇を尖とがらせて──

「今日の第二局で実力が出ぃひんかったんは場所が悪かったからや」

　と、意外なことを言った。

「天龍寺てんりゅうじは、こなたにとってアウェーどすからな」

「アウェー？」

「そうどす」

　供御飯さんの言うことが全く理解できず、俺は首を傾かしげるばかりだ。

　京都はこの人のホームのはずだろ……？

　俺の不審そうな表情に気付いた供御飯さんは勢いよく捲まくし立てる。

「そもそも天龍寺は後ご醍だい醐ご天皇の霊を鎮しずめるために足利尊氏あしかがたかうじが建立こんりゅうしたお寺どす。関東から来た暴れ者が、天皇サンを封じるために建てたわけや。そんな場所で対局したら、こなたが不利になるのは火を見るより明らかどっしゃろ？」

「な……なるほ、ど？」

　こじつけのような気が……。

「そもそも嵯峨は京都に入らぬわ。あすこは洛中らくちゅうに納める野菜を作ったり、お休みの日にちょっと足を伸ばして日帰り旅行に行くような場所や。あんな田舎いなかで将棋なんか指したら、そらぁ芋みたいな手ぇしか指せへんわ！」


「…………」



　嵯峨の人には絶対に聞かせられないな、これ……。

　負けたせいか、供御飯さんは珍めずらしく荒れてる。

　記者会見ではすっかり切り替えた様子を見せてたけど、本当は悔くやしさを晴らすために周囲に当たり散らしたいに違いない。

　こうして俺を夜の散歩に誘ったのも、一人で部屋に閉じこもっていたら今日の将棋をずっと思い出してしまうからだろう。

　誰かと話して、強制的に気持ちを切り替える必要があると考えたんだ。

　これも立派な勝負術の一つである。

「わかった。わかりました」

　俺は肩をすくめると、

「気の済むまで付き合いますから、せめてどこに行くかだけは教えてください」

「下見どす。対局場の」

「そういえば……鴨川の河原でやるんですよね。第三局」

「へえ。河原に特設の舞台を拵こしらえやす」

　供御飯さんはちょっと自慢気に説明してくれる。

「鴨川の河原といえば夏の『納涼床のうりょうどこ』が有名やけど、同じ河原で歌舞伎かぶきをやるのも最近のトレンドなんどす。今回の桜花戦では、その舞台をお借りして将棋を指すいうことになったのや。注目度は昨日と段違いどすな」

「歌舞伎の舞台を……ですか」

「歌舞伎が京の河原から始まったように、将棋も京都の大橋おおはし家が家元になって発展しやした。今に繫つながる将棋駒を作ったのも京都のお公家くげはんやし」

　そういう話は俺も師匠や年輩の棋士から聞いたことがあった。

　将棋の発祥はっしょうは上方かみがた。

　だから関西棋士は自分達こそ将棋の正統、という意識がある。

　そういえば本因坊秀埋シューマイ先生も、盤ばん師しの系譜には上方を中心とする御所ごしょ派と、江戸えどを中心とするお城碁盤師の系譜があると言っていた。

「供御飯さんのご先祖さまも将棋駒を作ったりしてたんですか？」

「食えん時分は内職もしはったいうなぁ。将棋の駒こま作ったり、カルタの札を作ったり」

「供御飯さんのご先祖さまも、そういう内職みたいなことをしてたことがあるんですね。意外だなぁ。いつぐらいのことです？」

「江戸時代とかかなー」

　予想の三百年くらい前だ。さすが京都の旧家……。

「他ほかにもあれや。枕絵まくらえを描かはったり」

「枕絵？」

「今で言うエロ漫まん画がのことどす」

　え、エロ!?

「江戸の浮世絵うきよえと違ちごぅて、上方は肉筆にくひつ画が──紙に直じかに絵の具を乗せて描く絵が主流やったのどす。それだけに、教養がある貴族の内職としてはうってつけやったんやろね」

「なるほど、だから供御飯さんはエロい身体からだ……ゲフンゲフン!!　だ、だから供御飯さんは文章や写真の才能があるんですね。けど別にエロじゃなくても普通の絵を描けばいいような気もしますけど」

「いつの時代も売れるのは薄い本いうことどすなぁ」

　薄い本……？

　聞き慣れない言葉を意図的にスルーして（どうせろくでもない言葉だ）俺は会話を続ける。

「で、その舞台ってここから見えるんですか？」

「もちっと上流どすな。三条さんじょう大橋のあたりやから」

「もういっこ上の通りですか？」

「そそ。先斗町ぽんとちょう歌舞かぶ練場れんじょういうトコがあって、その近くどす。もう暗いし、こっからやと見づらいわなぁ」

「どうします？　歩きますか？」

　三条ならここから一駅分だ。そんなに遠くはない。

「せやね。行こ」

　供御飯さんはそう言うと、俺の腕を絡からめるように取って、ぴったりくっついてきた。

　くっつい……えええええ!?

「ちょ!?　えええ!?　な、何でくっついてるんですか!?」

「鴨川の河原に降りるんやもの。カップルみたいに振ふる舞まわんと不作法や。これが京都の流儀どす」

　そうなのか!?　京都ってそうなのか!?

　けど、今日は京都市内に将棋関係者が溢あふれかえってる。この辺あたりに飲みに来てる関係者だっているだろう。

　こんな姿を誰かに見られたら……！

　しかもそれを、あいや姉あね弟子でしにチクられたら……!!

「下見……なんですよね!?　ねっ!?」

「下見下見～」

　供御飯さんは楽しそうにそう言うと、俺の左腕をその豊満な胸の谷間に挟み込むようにしてくっついたまま、鴨川の河原へと降りて行くのだった。
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「このへんでええね」

　河原に降りると、供御飯さんはちょうどいいタイミングで他のカップルが立ち去ったため空いたスペースを見つけて、足を止めた。

「さ、座すわろ♡」

「はぁぁ？」

　俺の腕を引っ張って、当たり前のように河原にストンと腰を下ろす。

　え……？

「ちょ、え？　座る？　……何で？」

「うーん……疲れた？」

「三十歩くらいしか歩いてないですよ！」

　しかも適当な理由を考えちゃってるじゃないか！

「明日の対局の舞台を下見するんでしょ!?　そのためにホテルを抜け出したんでしょ!?」

「まあそれは明日のお楽しみいうことで」

「ホント何しに来たんだあんた!?」

　思わず怒鳴ってしまうと、周囲のカップルの皆さんが迷惑そうに一斉いっせいにこっちを見る。

「何だ何だ？」

「痴話ちわ喧嘩げんか？」

「女の子に怒鳴るなんて、サイテー……」


　ぐっ……！



　ふ、振り回されてるのは……被害者は、俺なのに……！

「竜王サン、そない大声張り上げたら周りの方々にご迷惑や。早はよぉ座って、こなたとゆっくりお話ししてくだはりませ♡」


「…………」



　渋々しぶしぶながらその場に腰を下ろす。

　言っておくが、マジで渋々だからな？


『俺も遂ついに鴨川等間隔カップルの仲間入りを……！』とか『しかもここに集まってる連中で最強の美女と一緒じゃね？　勝ち組じゃね？』とか『ちょっと供御飯さんボイン過ぎじゃないですかねぇ……？』とか、ぜんぜん思ってないからな？



　供御飯さんはトートバッグから魔ま法ほう瓶びんを取り出してカップにこぽこぽ中身を注ぐと、こっちに向かって差し出してきた。ピクニックみたいだ。

「ほれ、お茶どうぞ」

「……どうも」

　叫んで喉のどが渇かわいてたから、素直に受け取って飲む。

　そして一口、飲んだ瞬間──


「ッ……！　うまい…………」



　あまりの衝撃に、そう言ったきり言葉を失ってしまった。

　そしてその清冽せいれつさに、ささくれ立っていた神経が一瞬で鎮しずまるのを感じる。

　こ、これがお茶か!?　お茶ってこんなに美味うまいのか!?

　もしこれが本物のお茶だとしたら、俺が関西将棋会館で対局中に飲んでる奨励会員の淹いれたお茶など泥水のように感じられる。

　関西のお茶は関東のお茶より遥はるかに美味いといわれてるのに……今ここで飲んだお茶と比べれば飛車と歩くらいの差があった。

『茶』なんて軽々しく呼べねぇ……。

『お茶々ちゃちゃ様さま』と呼びたくなるほど高貴なお味……！

「当然どす。こなたがホテルで点たてたんやもの。烏丸からすまの天神てんじんサンで汲んだ菅原すがわら道真みちざね公産湯うぶゆの名水と、宇治うじの抹茶で」

「どおりで……」

　改めて、供御飯さんの点てたお茶を味わう。

　苦味の中でも綺麗に引き立つ甘味と風味、そしてスッキリした後味。

　しかも冷たくて飲みやすい。

「冷たい抹茶も美味おいしいんですね」

「むしろ急速に冷やすことで香りと味を保つことができるのや。温かいままやと酸化も早はよぅおざりますからなぁ」

　供御飯さんは得意げに説明すると、バッグの中から更なるアイテムを取り出して見せる。

「そんでこれが、こなたがホテルの厨ちゅう房ぼうを借りて作った焼きおにぎりどすー」

「い、至れり尽くせりですね……」

「せやで。こなたは尽くす女なんや」

　供御飯さんはアルミホイルに包まれた焼きおにぎりをこちらに差し出したまま、ニコニコと頷いてこう続ける。

「あいちゃんみたいに独占欲の塊かたまりでもなければ、銀子ちゃんみたいにヘソ曲がりでもおざりませぬ。ただ近くに置いてもらえたらそれだけで満足や。便利な女どす」

「？？？　何を言ってるんです？」

「ふふふ。何どっしゃろなぁ？」

　供御飯さんは思わせぶりにそう言って笑うと、俺の肩に頭を預けてきた。

　サラサラした髪の毛が頰ほおに当たり、すごくいい香りが漂ただよってきて……心臓が暴れ馬みたいにバクバクと跳ね上がる。

「ちょ、ちょっと……近すぎますよ……」

「みーんなこうしておざるもの。誰も隣となりが何しとるかなんて気にせぇへんわ。こない暗がりやし、もっとえげつないことしておるやも──」

　も……もっと、えげつないこと!?　だと!?

　その言葉に、反射的に供御飯さんの顔を見ると──
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「ふふ♡　なんどすー？」


「…………いえ。べ、別に……」



　全すべての下心を見透みすかすような微笑み。

　たった二歳違うだけなのに、供御飯さんは俺より遥かに大人だ。

　──完全に弄もてあそばれてるなぁ……。

「……お茶、もう一杯もらってもいいですか？」

「焼きおにぎりもお食べやし♡」

　傍はたから見れば、女子大生の姐あねさん女房に世話を焼かれる高校生みたいに見えるんだろうな。

　完全にバカップルだ。

　けど、普段からずっと年下の女の子の世話をしてる身としては、こうして逆に世話を焼かれるというシチュエーションも割と新鮮でグッと来てたりもするわけで……。

　あいとか天衣とかＪＳ研のみんなとか姉弟子とか姉弟子とか姉弟子とか、俺の周りには自己主張の強すぎる年下が多い。

　桂香さんもそうだけど、やっぱり俺は年上が好きなのかもしれないな……とかそんなことを考えながら、街の灯りを反射する鴨川を眺ながめていた。

　そうしてしばらく無言の時間が過ぎた後──

　供御飯さんがポツリと、こんな言葉を漏もらした。

「……こなたはずっと、お燎りょうの下なんどす」

「し……た？」

「小学生名人戦。憶おぼえておざります？」

「もちろん。俺達四人が初めて会った時のことですから」

　俺が小学三年生で、供御飯さんは小学五年生だった。もう八年も前のことになる。

　準決勝の組み合わせは──

　神鍋かんなべ歩夢あゆむ（小五）　VS　九頭竜くずりゅう八や一いち（小三）

　月夜見坂燎（小五）　VS　供御飯万智まち（小五）

「いま思えば豪華な組み合わせでしたし、女の子が二人も準決勝に残るなんて珍しいって言われましたよね」

「優勝したのも史上最年少の小学三年生どしたし」

「でも次の年に姉弟子が小二で優勝しやがったからなぁ……」

　女の子で、しかも史上最年少。

　俺の記録は簡単に塗り替えられ、当然ながら皆様の記憶からも消えた。やはりあの女は昔から常に俺の目の上のたんこぶ……。

「こなたは準決勝でお燎に負けて、スタジオの隅で泣きじゃくって……そこに八一くんが来てくれて、声を掛けてくれて」

「だって万智ちゃ……供御飯さんが、すごく泣いてたから……」

　普段から桂けい香かさんに、

『いい八一くん？　泣いてる女の子がいたら慰なぐさめるのが男の子のお仕事よ？』

　って言われてたから、それを実践じっせんしたまでなんだ。

　まあそれは専もっぱら、負けたら泣いて暴れる姉弟子を俺にケアさせるためだったんだけど……たまたま供御飯さんと知り合う切っ掛けにもなったわけだ。

「あの後、俺が奨励会に入って、関西の研修会に入ってた供御飯さんと連盟で顔を合わせるようになったんですよね。たまに月夜見坂さんも遠征に来たりしてたし。関東の奨励会に入った歩夢と四人で、親友っていうかライバルっていうか、不思議な仲間意識が生まれたりして──」

「四人やおざりませぬ。三人や」

「え……？」

「こなたは仲間外れや。奨励会に入っておらぬゆえ」

　意外なほどに厳しい声で供御飯さんはそう言った。意外だった。

　──そんな風に思ってたのか……。

　確かに俺達四人の中で、供御飯さんだけが奨励会を経験していない。

　とはいえ、奨励会を抜けてプロになったのは俺と歩夢だけで……。

「お燎は奨励会に入った。結局、降級して退会してしもうたけど……それでも挑戦することはできた」

　月夜見坂さんは女流棋士になってから、その資格を一旦停止して中学二年の時に五級で奨しょう励れい会かいに入っている。当時はそういうことができた。

　ただ、奨励会では苦労したようだ。

　あの気の強い月夜見坂さんが一年で退会を選ばざるを得ないほどに……。

「けど、こなたは挑戦すらできひんかった」

　鴨川の対岸を……いや、もっと遠い場所を眺めながら、供御飯さんは話し続ける。

「家族や師匠から反対されたいうのもあるけど、やっぱりそれは言い訳に過ぎませぬ。こなたは結局、そこまで自分の才能に自信がなかったんや」

「……奨励会に入ることが正しいわけじゃないですよ。強くなる方法なんて人それぞれなんですから──」

「噓うそやね」

「っ……」

「厳しい場所に身を置いて、強い相手と戦う。それ以外に強くなる方法なぞおざらぬわ。銀ぎん子こちゃんが何よりの証拠しょうこや。あの子が仮にプロになれず女流棋士になって、全ての女流棋戦に出場できるようになったら、簡単に女流六タイトルを制せい覇はする……そうなったらこなたらはお払い箱や」

「で、でも……供御飯さんは多才じゃないですか！　記者としての能力もあるし、学歴だってある。俺なんか中卒ですよ？」

「大学に入ったのも、観戦記者の仕事をするのも、結局は自分の才能に自信が持てんからや。親は『将棋を辞めてさっさと結婚しろ』とか『将棋に関わりたいならせめて新聞社に入れ』とか言うてくる。こなたはそれを理由にしつつ、逃げ道を作っておるだけなのや……！」

　供御飯さんの言葉は、小さいが次第に激しさを増していく。

　それはまるで……今の自分を嫌っているかのようだった。

「今日、負けたんは当たり前や。お燎は退路を断って将棋だけに打ち込んでおるのやもの。こなたは逃げ道を作って命いのち綱づなで身体をぐるぐる巻きにせんかったら将棋すら指せんのやから」

「そんな……確かに今日は負けはしましたが、供御飯さんだって今までタイトルを防衛し続けてきたじゃないですか。すごい棋譜きふもたくさん残してるじゃないですか」

　供御飯さんは「ハッ！」と鼻で嗤わらって、

「女流棋士の棋譜なんかに価値はおざりませぬわ。今まで一局でも女流の将棋が名局賞に選ばれたことが？　棋士の使命が棋譜を残し、将棋の発展に寄与きよすることやとしたら……こなたの存在意義は、将棋界には何一つ無い。せやろ？」


「…………」



「綺麗きれいなおべべを着て、派手な舞台でぎょうさんの人に見られながら、集中できんままミスだらけの将棋を指す。『女流の将棋は逆転が多くて面白おもしろい』なんて言われながらな。そないなもん将棋やない！　単なる見世みせ物ものや！　山城やましろ桜おう花かなんて芝居しばいがかった名前のタイトルが何よりの証拠やないかッ!!」

　違う、と言うことは簡単だろう。

　けれど供御飯さんは俺なんかより遥かに賢い。上辺うわべだけの言葉など簡単に見抜かれ、かえって傷つけることになる。

　だから俺は何も言うことができなかった。

　棋士の存在意義は、誰かに評価されることで生まれるわけじゃないと知ってるから。

　ただ、勝つことだけでしか得られないから。

　自分が考えた理想や努力した成果が正しかったかどうかは、勝敗という形で将棋が教えてくれる。人間の言葉には意味も価値も無い。

　自分に価値があるか無いかは、将棋を指して証明するしかないんだ。

　けど──

「……受ける将棋は寿命じゅみょうを磨すり減らしやす。こなたの心も身体も、もうボロボロや……追い詰められた穴熊あなぐまみたいに……」

「それは……」

　負けて弱気になってるだけじゃない。

　子供の頃からずっと将棋を指し続けてきて、化け物たちの中で戦い続けてきて、供御飯さんは疲れ果ててしまっているんだろう。

　受ける将棋は、確かに激しく消耗しょうもうする。

　うちの師匠も『鋼鉄こうてつ流りゅう』なんて呼ばれちゃいるが、苦しい時間を耐え続けるため知らず知らずのうちに歯を食いしばるから奥歯が磨り減ってもう入れ歯は作れないって言われてるし、攻め将棋の月光つきみつ会長と比べると同じ年齢とは思えないほど老ふけてる。

　実際、棋士の平均寿命は一般の平均寿命よりも短い。

　俺もどちらかといえば受け将棋と評価されていた。玉ぎょくは薄いが、その薄い玉を巧たくみに操あやつって勝つ将棋だと。

　けれど自分では、相手の攻撃をギリギリで見切るスリルを楽しんでるだけで、特段『受け』を意識してるわけじゃない。

　俺にとっては受けも攻めもない。将棋の全てが楽しいんだ。

『受けを苦にしない』というのは技術じゃなくて性格的なものだ。

　表面上は取とり繕つくろうことができたとしても本質的な性格を変えることは難しいだろう。そして性格っていうのは大部分が先天的なものだと思う。

　今、苦しいと感じているのであれば……この先ずっと苦しいままだろう。

　棋士である限り、ずっと。


「けどなぁ…………どれだけ悩んでも、どれだけつらい思いをしても……やっぱり将棋からは離れられんのや」



「将棋が好き……だからですか？」

「……そうどすな」

　供御飯さんは俺の顔を見て、

「自分の将棋は……ただしぶといだけの、才能のカケラも感じん自分の将棋は嫌いやけど、才能のある人の将棋は好き。大好き」

「俺だってそうですよ。きっと誰だって、自分の持ってないものこそ欲しくなってしまうんだと思います」

　この先の言葉は、口にするべきか迷ったが──

　俺は結局、それを伝えた。

「俺も、供御飯さんくらいのしぶとさが自分にあったらなって思うから」

「……『しぶとい』は、女の子には褒ほめ言葉やおざりませぬわ」

「すいません」

　頭を下げてから、まっすぐ相手の目を見て、言う。

「けど俺、やっぱり好きです。供御飯さんの将棋」


「ッ……！」



　それまでずっと『お姉さん』だった供御飯さんの表情が崩れ。

　小学生の時、将棋に負けて泣きじゃくってた女の子──『万智ちゃん』の顔に、その瞬間しゅんかんだけ戻った。

　そして、赤くなった顔を俺から背そむけて、


「…………誰のせいで離れられんくなったと思ぅて……」



「はい？」

　そっぽを向いてブツブツ言う供御飯さんに、俺は問い返した。川の流れる音が意外にうるさくて囁ささやき声は聞き取りづらい。

　俯うつむいていた供御飯さんは勢いよく顔を上げると、

「こなたの話はこれで仕舞しまいや！　今度は竜王サンの番！」

「え!?」

「お燎にはお話したげて楽しませたったんやろ？　せやったら、こなたにもお話してくれんかったら不公平や。立会人にチクって問題にしてもええん？」

「え？　ええー……」

　こんな馬鹿馬鹿しいことで揉もめごとにでもなったら、申し訳なさすぎる。

　供御飯さんは豊満なおっぱいをぐにぐにと押しつけながら、

「ほれほれ。楽しませてー」

「そ、そうだなぁ。じゃあ──」

　供御飯さんは今、タイトル保持者としての義務を果たそうとしつつも、そのプレッシャーに押し潰つぶされそうになっている。

　だったら……何か参考になりそうな話をしてあげたい。

　そしてせめて、俺の話を聞いている時くらい楽しんで欲しい。

　将棋のことを一瞬いっしゅんでもいいから忘れて、楽しく笑い転げて欲しい。

　いつものように笑って、俺をからかって欲しい。

　動揺どうようを抑えつつ記憶の糸をたぐりながら、俺は自分に課せられた義務を初めて果たした時のことを語ることにした。

　タイトル保持者として、竜王として、初めて将棋以外のお仕事をこなした時のことを──
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「お忙しいところ申し訳ありません」

　それは突然訪れた。

　季節は初夏。五月もそろそろ終わりに差しかかり、将棋界も新たな順位戦に備えて緊張を高めつつある頃。

　俺おれはといえば新たに取った弟子でし・夜叉神やしゃじん天衣あいにまつわる騒動も一段落して、自分の対局に集中しようかと思っていたんだが……。

　関西将棋会館の理事室に俺を呼び出した月光聖市つきみつせいいち将棋連盟会長は、いつものように穏おだやかな声で、こう切り出したのだ。

「実は竜王りゅうおうに──将棋以外のお仕事の依頼が来ていまして」

「ッ!!」

　──きたか……！

　ガタッ！　と立ち上がった俺の姿を見て、会長の隣となりに控える秘書の男鹿おがささり女流初段が驚おどろいたようにメガネの位置を直した。

「竜王？　どうして立ったのです？」

「あ、いえ……ちょっとその……お、お仕事と聞いて、気合いが入りまして……」

「ほう。それは頼もしいですね」

　目の見えない会長は特に驚いた様子もなく、うっすらと微笑ほほえんだままそう言った。

　男鹿さんがジロリと俺を見て、

「続けても？」

「あ、すんません。どうぞ……」

　そろそろと椅子いすに腰を下ろすと、男鹿さんは軽く咳払せきばらいをしてから、連盟経由で俺に届いたという『将棋以外のお仕事』の内容を告げようとする。

　その前に、少し説明しておこう。

　棋士が仕事を受けるには二つのルートがある。

　一つは、棋士きしが個人的に仕事を依頼される場合。

　将棋連盟に所属しているとはいえ、プロ棋士は個人事業主。つまり一人一人が独立して活動している。当然、依頼があればそれを受けるも断るも自由。

　そしてもう一つが、連盟を通して仕事を受ける場合。

　将棋連盟には日本全国から将棋に関する様々な依頼が寄せられる。将棋大会の審判から、企業の将棋部の顧こ問もんや雑誌のインタビュー、テレビ出演等々。

　そうやって連盟に来た仕事は、仕事の内容や各棋士への公平性を考慮こうりょして、割り振られることになるんだが……。

　問題は、俺がタイトル保持者ということ。

　しかも最高位である竜王ということだった。

　──タイトル保持者ホルダーには、そのタイトルの格式を守る義務があるからな……。

　無む冠かんの棋士とは違い、たとえばタイトル保持者はイベントなどで軽々しく指導対局なんかはできないし、他のタイトル戦の立会人なんかの仕事もＮＧとなる。

　要するに、仕事が極めて限定されるのだ。

　──だから今まで、対局以外はほとんど仕事が来なかった……まあそのおかげで弟子を取る余よ裕ゆうがあったとも言えるんだけど。

　しかしせっかくタイトルを獲とったのに、竜王として世間に出る機会がないのも寂さびしい。

　そう感じていた矢先に今回の呼び出しだ。

　──つまりやっと……竜王オレにふさわしい仕事が来たということ！

　これまでは『いくら竜王でもあんなポッと出の新人にお願いする仕事なんてないよー』と言っていた世間さんが、ようやく仕事を回してくれたのだ。

　トップ棋士として世間から認められたという意味。

　気合いが入らないわけがない。完璧かんぺきにこなしてみせて、今後もジャンジャン仕事をもらえるように頑張らねば！

　かつて複数冠を保持したこともある会長はそんな俺の気持ちを見透みすかしたように、もったいつけるような間を取ってから口を開いた。

「まず、一件目ですが──」


「っ……！」



　ごくり、と唾つばを飲み込んで、会長の言葉を待つ。

　竜王である俺に初めて依頼されたお仕事は──

「月刊『幼女の友』からインタビューの依頼が来ています」

「なんでやねんッ!!」

　永世名人に全力で突っ込んでいた。なんでやねんッッ!!

　会長は微笑みを湛たたえたまま言った。

「ご自分の胸に聞いてみてはいかがでしょう？」

「そりゃ俺がロリコンだって言ってるんですか!?　言ってるんですね!?　じゃあ俺も言います俺はロリコンじゃねええええええええええええええええええええッッッ!!」

　ハァ……ハァ……ハァ……。

　肩で息をする俺に、会長が語り掛ける。

「落ち着きましたか？」

「……ちょっとは」

「で、どうします？」

「却下きゃっかです！　断ってください！」

「残念ですね」

　さして残念がる風もなく会長は肩をすくめた。どう考えても面白おもしろがってるだろこの人……。

「では二件目ですが──」

　またロリがらみの仕事なんじゃないのかと不信感を全身から発散する俺に告げられた二件目の内容は、あまりにも意外なものだった。

「ゲームの監かん修しゅうの依頼が来ています」


「…………ゲーム？」



「はい。ゲーム関連の依頼は割と多いですし、連盟としてもできる限り引き受けるようにしています」

「そうなんですか？」

「将棋もゲームですからね。私も『月光聖市の将棋指南』というファミコンのゲームを監修したことがあります」

「好評につき『３』まで出たのですよ！」

　男鹿さんが我が事のように胸を張る。あなたファミコン世代じゃないでしょ……。

「竜王はゲームをなさいますか？」

「まあ嫌いではないですし、最近は師匠もスマホゲームで遊んだりしてますから」

「では大丈夫ですね。お引き受けいただけますか？」

「それはいいですけど……ゲームにもいろいろあるでしょ？　どんなゲームなんです？」

　おそらく将棋関連のゲームだろうとは思うけど、それにしたってコンセプト次第で仕事の内容も大きく変わる。

「さあ？　詳しいことは直接会って話したいということのようでして」

「どこにある会社なんです？」

「神戸こうべです。『ＹＭＭオンライン』という会社で──」

「え!?　超大手じゃないですか！」

　あんまりゲーム業界とかに詳しくない俺でも知ってる、ネット時代の急成長企業だ。

　特にスマホゲームに力を入れている。

　中学校時代の同級生達も学校でよく話題にしていた……。

「そんな大手が、どうして俺に？　竜王だから？」

「それはわかりませんが──」

　会長は静かに首を横に振ってから、思わせぶりな口調でこう言った。

「依頼主は、竜王のよく知っておられる方ですよ？」

　俺がよく知ってる……人？
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　翌日。

「ここかぁ……神戸にゲームの開発室があったんだなぁ」

　神戸駅で電車を降りて駅前にある綺き麗れいなオフィスビルに入った俺は、受付の女性に用件を告げて、目当ての会社のあるフロアに向かっていた。

　関西のゲーム会社といえば、有名なのは京都きょうとのあの会社だ。ほら、ポケ……とか、マリ……とかの。

「さすがにそこまで大きな会社じゃないけど、思ってたよりもちゃんとしたオフィスだな」

　これも竜王という肩書きのおかげだろう。

　そうじゃなければポッと出の新人棋士にゲーム監修の仕事なんて来るはずがない。

「とはいえ、会長が気になること言ってたよな。俺のよく知ってる人からの依頼とかって……でも知り合いにゲーム関係の人なんていたかぁ？」

　そもそも俺は中卒で、同級生はまだ高校生だ。知り合いっていっても、社会人の知り合いは将棋関係者しかいない。

　いったい誰だれなんだろう？

　オフィスの中で俺を待っていたのは──予想外の人物だった。

「九頭竜くずりゅう先生。ようこそ我が社へ」

「あれ!?　……晶あきらさん？」

　ビシッと黒いスーツで決めた二十歳はたちの女性。

　池いけ田だ晶さんだ。

　俺の弟子である夜叉神天衣のボディーガード兼けんお世話係。

　……の、はずなんだけど。

「どうした先生？　私がオフィスで仕事をしているのがそんなに不思議か？」

「いえ、その……四六時中、天衣にくっついてるもんだと……」

「私を何だと思っているんだ？　それではただの変質者だろう」

　当たらずとも遠からずではないかと……。

「いくら私がお嬢じょう様さまの付き人とはいえ、小学校へ行っておられる間は同行できないし、その時間に遊んでいられるほど我が社は暇ひまではないのでな」

「ああ……なるほど」

　言われてみれば確かにそうだ。

　天衣のお祖父じいさんはパチンコ台とか芸能プロダクションとかを経営している元ヤク……ゲフンゲフン！　じ、実業家！　そう実業家だ。

　晶さんはそこの社員。働くのは当然だろう。

「そんなわけで、若い感性を活いかして何か事業をやってみろと言われ、ゲーム会社を立ち上げてみたのだ」

「晶さん、プログラムとか書けるんですか？」

「いや？　私はそういうのは全くわからない」

　え？　じゃあどうやってゲーム作るの？

「ただまあ、約束を守らせたり資金を回収したりするのは得意なので、そのあたりの特技を活用している。ゲーム部分は開発屋にお任せだ」

「な、なるほど……」

　話が急にブラックな方向へ舵かじを切ったので、俺はさっさと用件について話し始める。

「それで今回は将棋ゲームを作る……ということですね？　もちろん力を貸しますよ！　俺にできることなら何でも言ってください！」

「うむ。それなんだが──」

「将棋部分の監修はもちろん、ＣＭに出たり販促はんそく番組で将棋を指したり、言ってもらえたら何でもやりますよ！」

「いや先生。ちょっと待──」

「あっ、そうだ！　タイトルはどうします？　『九頭竜竜王将棋秘伝』とか『九頭竜八一の将棋指南』とか……それともいっそシンプルに『九頭竜将棋』とかでいきます？」

「おい」

「ああでもスマホゲーとかだったらタイトルは片仮名の方がいいんですかね？　ウォーズとかクエストとかロードとか、そういった単語を組み合わせて──」

「ちょっと待てと言っているだろう」

「はい？」

「誰が将棋ゲームを作ると言った？」

「え？」

　ポカンとする俺に、晶さんは不思議そうに言う。

「どうしてわざわざそんなマニアックな題材でゲームを作らねばならん？」

　ま、マニアック？

　どういうこと……？

「スマホゲームは老若男女が事前知識無く手軽に楽しめるのが理想だ。将棋はルールが難しいし、プレー時間もスマホゲームにしては長い。コンテンツとして相性が悪いのだ」

「いや、でも……あるでしょ？　スマホゲームで将棋って……」

　しかも結構ヒットしてるはず。

「確かにあることはあるが、そう何本も当たるとは思えん。実際、リリースされても早期に終了した将棋アプリもたくさんあるからな」

「……」

　理路整然と述べ立てる晶さん。驚いて声も出ない。

　この人……てっきりアホなロリコンかと思ってたけど、頭いいんだな……将棋のルールをいつまでたっても憶おぼえられない人とは思えない……。

「け、けど……だったらどうして監修に俺を？」

「先生の、将棋以外の面を買ってだ」

「俺の……将棋以外の面……？」

　何だろうそれは？

　自分で言うのも情けないけど、俺にはマジで将棋しかない。将棋を取ったら俺なんか単なる中卒のアホガキだ。世間の役に立つ特技なんて何も持ってないのに……。

　そんな俺に、晶さんは真剣な表情でこう言ってくれた。

「九頭竜先生とは、まだそれほど長い付き合いではない。だが短いながらも濃密な時間だったと思っている。私なりに先生を評価しているんだ……先生の持つ将棋以外の才能を」

「晶さん……」

　ホロリとさせやがる……盤ばんを挟はさんだ相手から評価されることほど、棋士として嬉うれしいことはない。俺にできることならどんなことでもさせて欲しいって気持ちになる。

「で？　俺の将棋以外の才能を活かせるゲームって、どんなのなんです？」

「テーマは……『幼女』だ!!」

「あんたも俺をロリコン扱いすんのかッ!!」

　将棋より遥はるかにマニアックじゃねーか！

　つーか扱い次第じゃ犯罪だろ!?

　だが晶さんは俺の絶叫などそよ風程度にしか感じていないようで、理路整然と俺に白羽の矢を立てた理由を述べる。

「先生はゲームのプロだし、幼女を育てるという面でも確かな実績がある。いかに才能があったとはいえ将棋に関して全くの素人しろうとだった雛鶴ひなつるさんを短期間であそこまで育てた手腕は、同じ幼女をお世話する立場の人間として本当に感服している」

「そう……なのかなぁ？」

　確かにプロ棋士はゲームの攻略は上手じょうずだろうし、実際にゲーマーも多いから、将棋以外のゲームとコラボすることはある。

　最近じゃあ『人狼じんろう』っていうゲームで舞台に立ったり、テレビゲームソフトのプレー動画を公開して宣伝したり。それに確か、俺と同世代の神鍋かんなべ歩夢あゆむ六段なんかは、デッキとか組んで戦う系のカードファイトでもプロ級の腕前だと聞いたことがあるし……。

　弟子の育成について評価してもらえたのも嬉しい。

　俺なりにあの子達の才能を伸ばそうと試行錯誤してるし、苦労が報むくわれた思いがする。

「でも何だか釈然としないものを感じるなぁ」

「まあまあ先生。せっかく神戸まで来てくれたのだから、企画書を読んでから判断してくれ」

「そうですね……」

　俺は高価たかそうなソファに腰を下ろして、晶さんがこちらに差し出してくれた企画書を受け取る。

　手にした企画書の冒頭に記されたタイトルは──




『ロリコンＧＯゴー』





「…………」



　目眩めまいが……。

「このゲームは画期的だぞ？　驚くなよ？　何と……現実とゲームがリンクしているのだ！」


「…………」



「スマホの位置情報機能を使って、道端や空き地に様々な幼女が出現する」

「……で？　その幼女をどうするんです？」

「ボールを投げて捕まえるのだ」


「アウトォォォォォォ────────────────────ッッッッ!!」



　ソファから立ち上がって両手で×を作りながら絶叫した。アウトカウント１。

　晶さんは不満そうに尋ねてくる。

「は？　どこがダメだ？」

「ダメの多重構造ですよ！　ダメな理由がミルフィーユみたいに重なり合ってます!!　どうしようもない!!」

「最初はボールではなくワゴン車に詰め込んで捕獲する方法を採用していたんだが」

「正気ですか!?」

「リアリティーを追求してな」

「リアル過ぎる！　警察が来ちゃいますよ！」

　クジラ●クス先生みたいになるぞ！

「そう。その懸け念ねんがあるからボールを投げて捕まえることにしたのだ。他ほかにも道を歩くことで幼女の卵を温めて孵化ふかさせるという方法も──」

「孵化!?　幼女が卵から孵かえるの!?」

「そうだ。色々と考えたのだが、こういう表現にするのが最も穏当だろうということになった。子供もプレーする可能性があるからあまり生々しい表現は使いたくない」

　そう？

　逆に生々しくない？

「で、でも……どうなんですかそのゲーム？　幼女をいっぱい集めたところで、普通の人にとってはそれが楽しいとも思えないんですが……」

「集めすぎた幼女は『ホテル』に待機させることができる」


「…………」



「さらに同じ種類の幼女を大量に集めて『施設』に送ると、ロリポップキャンディーになる。育てたい幼女にそのロリポップを与えると『進化』してより強力な幼女になるのだ！」

「進化させるとどう強くなるんですか？」

「もっと小さくなって可愛かわいさが増す」

　それ進化じゃねーよ。幼児退行だよ。

「そういう手順が面倒だと感じる大人のプレーヤーは、手っ取り早く幼女を『買う』こともできる」

「うおおおおおおおおおおおおい!!」

「どうした先生？　何をそう興奮している？」

　表現！　表現んんん!!

「幼女を『買う』とかやめてくださいよ！」

「だが課金要素を入れないと儲もうけにならんだろう」

「だったらもうちょっと表現をボカしてください！　その……お小こ遣づかいをあげるとか……」

「その方が表現としていかがわしいんじゃないか？」

「確かに！　っていうか幼女と金を絡からませると、どうしたっていかがわしくならざるを得ないですよ！」

　アウトカウント２。もう後がない。

「では『オーブ』を買うことにしよう。そしてそのオーブを使って幼女を手に入れたりパワーアップアイテムを手に入れたりできるというのではどうだ？」

「まあ……それなら……」

　段階を経ることによって違法性を薄めさせるというのは、理屈としてはマネーロンダリングと同じだ。

　ギリギリの……本当に、ギリッギリの攻防ではあるが……。

　これだけ配慮をすれば何とかリリースに漕こぎ着けるかもしれない。フルカウントからギリギリ抑えることができたか……。

「で？　他はどういうシステムになってるんですか？」

「公園や小学校は『ロリスポット』といって──」

「終わりだバカ野郎!!」

　俺は手にしていた企画書を丸めて床に投げつけた。勢い余って身体からだが卍まんじみたいになる。

　アウトカウントは三つ。ゲームセットだ。というかもうコールドゲームだ。

「なぜだ？　現実の幼女にカメラを向ければ問題だろうが、非実在のヴァーチャルリアリティーょうじょなら問題なかろう？」

「公園や小学校に変態が群れるでしょう!!」

　小学校の周囲にスマホを掲げたオッサンどもが大集合する光景を想像するだけで、もうこのゲームが叩たたかれる未来しか見えない。

「とにかくダメです！　こんなのリリースした瞬間に炎上して配信停止に追い込まれますよ！」

「むぅ……話題になりそうだと思ったのだがな」

　なるだろうさ。

　話題にはなるだろうさ。悪い方向でな！

　晶さんはまだ未練があるようで、唇くちびるを尖とがらせて反論を試みる。

「引きこもりになっているロリコンどもが家の外に出て社会復帰する切っ掛けになれば、世の中のためにもなるのではないか？」

「ロリコンは外に出ない方が世の中のためなんです」

「言われてみればそうだな」

　晶さんはサバサバとした様子で企画書をゴミ箱に投げ捨てると、

「では次の企画だ。実はこっちが本命だったりする」

「なぁんだ……もう！　晶さんったら、先に言ってくださいよー」

「ははは。すまんな。先生を驚かせたくてな」

「こやつめ。ははは！」

　一転して和なごやかなムードが流れる。

　あのクレイジーな企画は業界でいうところの『捨て企画』ってヤツに違いない。

　通したい企画がある場合に、どう考えてもダメな企画を先に出してハードルを下げておいてから本命を出すと、本命の企画が通りやすくなるという手法だ。詳しいだろ？　一応、事前に調べてきたからな。

「それで？　次はどんなゲームなんですか？」

「リズムアクションゲームだ」

「また将棋からかけ離れた企画で来ましたね……」

　もはやどうして俺が呼ばれたのか全くわからない……いやロリコンＧＯの段階で既にわからないんだけどもさ……。

　これなら師匠を呼んだ方がマシじゃない？　最近ずっとスマホゲーにハマッてるらしいし、あの人も一応、名人に二回挑戦してるし。

　やりきれない思いを抱えつつ、俺は晶さんに尋たずねる。

「で？　タイトルは？」

「『ロリライブ！』だ」


　安直ッ……！



「まあ別に『チャイドルマスター』とかでもいいのだが、要するにそういうゲームだ」

「わかります。何となくわかります」

　方向性が明確なのはいいことだ。

　お客さんも取っつきやすいに違いない。

「実は既にキャラクターのモデリングまで作業が進んでいる。これについては企画書よりも、こちらの動画を見てもらったほうがいいだろう」

「ほう」

　晶さんがノートＰＣを操あやつり、画面をこっちに向けた。

　俺はその画面を覗のぞき込む。

　ドレスを着た女の子キャラクターが、かなりリアルな動きを見せていた。

「わぁ……これはかわいいですね！」

　思わずそんな声が出てしまうほど、画面の中の女の子はかわいかった。

　五歳くらいだろうか？

　幼さの中にちょっとだけ気の強そうなところも見えて、俺の好みのタイプである。

『このくじゅ！　ちかよらないで！』

『おうましゃんごっこしゅるわよ。よちゅんばいになりなちゃいよ！』

『べ、べちゅに、あなたのことなんて、なんともおもってないんだかりゃ！』

　舌っ足らずな喋しゃべり方も、すごく魅力的みりょくてきだ。きゅんきゅんする。

　でも、この幼女……。

「何だか天衣に似てますね？　顔つきもそうだけど、声とか、あとちょっとした仕し種ぐさとかが」

「お嬢じょう様さまだが？」

「は？」

「お嬢様の幼稚舎ようちしゃ時代のお写真を使ってモデリングしてある。モーションも、ホームビデオで撮影した当時のお嬢様の動画を素材にした。もちろんお声も幼少時のお嬢様のものだ」

「ど、どうしてそんなことを!?」

「それはもちろん、いつでもどこでもお嬢様をお育てしたいからだ！」

　晶さんは拳こぶしを握にぎり締しめて断言した。

　ああ……。

　やはりこの人はダメだ……。

「このゲームの企画を思いついたのも、お嬢様が小学校へ行っておられる時間帯に『ああ、早くお嬢様にお会いしたいなぁ……』『お嬢様ともっとイチャイチャしたいなぁ……』と思いつつ暇ひま潰つぶしにスマホでリズムゲームなどしていた時、ゲームに出て来るキャラがお嬢様だったら完璧なのになぁと妄想もうそうしたのがアイデアに繫つながっている」

「自分の欲望だけじゃないですか……」

　まあけど、そういう欲望忠実系なゲームの方が当たったりするかもしれない。

　俺は改めて、画面の中のバーチャルリアリティー天衣お嬢様をじっくり観察する。

『きもちわりゅいかお、ちかじゅけりゅんじゃないわよ。このくじゅ！』


「…………」



　画面に顔を近づけた瞬間、幼女に罵ば倒とうされた。

　確かにこれは天衣だな。相変わらず懐なつかない……。

　しかしそんな中で、次第に笑顔を見せてくれるようになったり、イヤと言いつつもお願いを聞いてくれたり、ちょっとずつ距離が縮まっていく様子に……たまらないものを感じる。

　ううむ……。

　これは……。


「正直………………わからんでもないッ！　です！」



「やはりわかってくれるかッ！」


　ガシィィッ！　と固く握手あくしゅを交わす俺と晶さん。



　だって仕方ないよ。かわいいもん。

　あの高慢こうまんちきで高たか飛び車しゃな天衣お嬢様にも、こんな無邪気でかわいい時期があったのか……。

　しかもそのお嬢様を自分の好きなように育てられるとしたら……。

　好きな衣装を着せて、好きな歌を歌わせたりダンスをさせたりできるとしたら……。

「何だよこれ!?　最高じゃねえか!!」

　天衣の扱いには死ぬほど苦労したからこそ、様々な妄想……いや！　夢が広がる！

「晶さん！　これは売れますよ！」


「当たり前だ！　天衣お嬢様を独占できるのだぞ売れないはずがなかろうああああああああああああああああああああお嬢様お嬢様お嬢様おじょうさまおじょうさまおじょうさまあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ●●●●●●●●」



「落ち着け!!　なっ!?　ちょっと……ちょっと落ち着こう[image: ]」

　興奮のあまり鼻から血の雫しずく（●）をボタボタと垂らし始めた晶さんは、鼻び腔くうにティッシュを詰めながら荒い呼吸のまま問うてくる。

「せ、先生……どうだ？　私と一緒に、最高のゲームを作らないか？」

「……わかりました。晶さん、あなたについて行きます」

「ゆこう」

「ゆこう」

　そういうことになった。
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　その日から俺達はオフィスに泊まり込んでゲーム作りに没頭ぼっとうした！

「先生。将棋の研究はいいのか？」

「将棋の研究はいつでもできます。けど、幼女は幼いうちしか愛せない」

「やはり先生は人間のクズだな……だが嫌いじゃないぞ？」

　ニヤリと目だけで笑い合いながら、俺達は手を動かし続ける。一分一秒たりとも無駄むだにはできない。だって幼女は成長するから……。

　開発は困難を極めた！

　ゲームを作ったり、天衣のどんな仕種に萌もえるかを語ったり、豚汁とんじるを作ったり、天衣にどんな衣装を着せたいかで盛り上がったり、ゲームを作ったり、豚汁を作ったり、天衣に喋らせたいセリフを巡って本気の殴なぐり合いをしたり、豚汁を作って仲直りをしたり……とにかくオフィスから一歩も外に出ず働き続ける日々。

　様々な障害にも直面したが──

「くそッ！　お嬢様にどんなランドセルが一番似合うか絞しぼりきれない！」

「あったよ晶さん！　ランドセルの最新カタログが!!」

「先生でかしたっ！」

　その度たびに、起死きし回生かいせいの一手を放って道を切り拓ひらく！

　ゲーム作りも将棋も同じだ。泥臭く粘り強く。諦あきらめず最善手さいぜんしゅを求め続ければ、不可能と思える障害だって乗り越えることができる！

　そして、とうとう──

「……マスターアップだ！」

　開発開始から幾日いくにちが経過した頃だろう……。

　もはや時間の感覚すら失った、眠気と疲労で朦朧もうろうとした状態。

　しかし朝焼けの中でプレー画面を見た瞬しゅん間かんに、そんな苦労の全すべてが報われた……対局に勝った時のような、タイトルを獲得した時と同じくらいの達成感を味わっていた。

「これが配信されれば……」

「間違いなくスマホゲームの歴史が変わりますよ……！」

　晶さんと俺は固い握手を交わす。

　俺達の作ったゲームは完璧だった。全てにおいて隙すきが無かった。

　タイトルもズバリ『天衣あいドルマスター（仮）』にして、スマホユーザーの目に留まりやすい感じにしつつ天衣お嬢様を押し出した。

　資金および時間的な問題から、キャラも天衣一人になってしまった。

　その代わり、衣装も歌もモーションもとにかく豪ごう華か。

　衣装デザインはロリ描写びょうしゃに定評のある人気イラストレーターに発注し、楽曲もロック調のものからアイドルっぽいもの、果ては童謡まで、幼女が歌って『かわいい！』と思えるものを全て取りそろえた。完璧だ！

　スマホを操作しながら俺は言う。

「事前予約も好調です！　デモ動画を載せたツイートをすれば、この可愛さが全世界に向かって解き放たれる……世界が変わりますよ」

　ツイートの文面を紡つむぐ指が震ふるえる。

　どんな大勝負に際してもめったに震えたことのない、この指が……。

　晶さんは早くも次回作の構想を語り始める。

「このゲームで集めた資金と技術を元に、次はＶＲに挑戦しよう！　お嬢様を３Ｄ空間に再現して、さわさわぺろぺろできるようにするのだ!!」

「スゲェ！　晶さん、あんたスゲェよ畜生ちくしょう！」

　そんなもん作っちゃったらどんだけ廃人はいじんが生まれるんだ!?　マジでこれロリコン製造器なんですけど!?　萌え豚に品種改良されちゃうんですけど!?

　俺達は……ロリコンホイホイという名の、決して開けてはならぬパンドラの箱を開けようとしている……？

「よぉし！　ではさっそくお嬢様にリリースのご許可をいただきに行こう！」

「えッ？」

　思わず一オクターヴ高い声を発してしまった俺は、信じられない想おもいで晶さんに確認する。

「え？　待って？　……まだ天衣の許可もらってない……の？」

「当たり前だろう。こんな企画をお嬢様にお話ししたところでお怒りを買うだけに決まっているではないか」

　た、確かに……！

『ハァ？　何キモいもの勝手に作ってるの？　責任取って死になさいよ』

　くらいのことを言われそうだ。

　ん？　あれ？

　ゲーム作りに没頭してて気付かなかったけど……これ詰んでるんじゃない？

「何を不安そうにしている！　こんなにも完璧にお嬢様を再現したのだぞ!?　きっとお気に召めしてくださるに違いない！　そうだろう!?」

「そう……ですね！」

　ああ！　俺は何を不安がっていたんだろう？

　企画書では決して伝わらない、俺達の熱い想い。

　画面上で具現化されたその想いは……きっと、天衣にも伝わるはずだ！
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「ハァ？　何キモいもの勝手に作ってるの？　イヤよこんなの」

　ゲームを見せた瞬間、天衣は汚物を見るような目で俺達にそう吐はき捨てた。

　晶さんは血を吐いて倒れた。

　床に突つっ伏ぷす晶さんを介抱かいほうしつつ、俺は必死に天衣を説得する。

「い、いや……ちょっと待ってくれ天衣！　これは俺と晶さんと、そして全世界の幼女を愛する人々の夢の結晶なんだよ！」

「キモ過ぎ。責任取って死になさいよ」


「…………」



　一刀両断。切り捨てられた俺は絶句する。床にうつ伏せに倒れたままの晶さんの顔の周辺には、日の丸のような赤い血溜ちだまりが拡大していく……。

　開発中は何だかハイになって『すっげえもん作ってるぜ！』って気分になってたけど……こうして冷静に言われてみれば、実在の幼女のデータを使って勝手に幼女育成ゲームを作るとか、確かにキモ過ぎる……。

「ちゃんとデータもぜんぶ捨てるのよ？」

　天衣は晶さんが保存していた自分の写真や動画も捨てさせようとしたが、それだけは、俺も一緒に地面に埋うまりそうなほど土下座して勘弁かんべんしてもらった。




「……怒られましたねー」

「……怒られてしまったな」

　それから数日後。

　俺と晶さんは神戸駅から南に歩いてスグの場所にあるハーバーランドでベンチに並んで座すわり、出航する遊覧船をぼーっと眺ながめながら、あの嵐のような日々を懐かしんでいた。

　天衣の怒りに触れたため、晶さんの事業は頓とん挫ざ。

　オフィスも引き払い、文字通り全てが消えてしまった……海に浮かぶ泡あわのように……。

「……だが、これでよかったのかもしれないな」

「えっ？」

　なぜ……？

　視線でそう問う俺に、晶さんは水平線の向こうへ消えゆく遊覧船を眺めたまま、ポツポツと理由を語る。

「あのゲームを妄想……ゲフンゲフン！　こ、構想を温めていた時は、お嬢様が自分の殻からに閉じこもっておられた頃なのだ」

「あ……」

　言われて、気付く。

　天衣はご両親が亡くなって……それからというもの、一人で将棋に没頭するようになっていたということを。

「だが最近は、お嬢様は感情を顕あらわになさることが多くなった」

　怒おこられたというのに嬉しそうに、晶さんは言う。

「ご両親がご存命の頃のようにお笑いになることは、まだ多くはない。だが、ああしてお怒りになるだけで……私は嬉しいのだ」

「晶さん……」

　俺は思い出していた。

　初めてあの子と盤を挟んだ日のことを。三人で新世界の道場に通った日々を。研修会試験で桂けい香かさんやあいと戦った天衣のことを。

　将棋に勝って喜び、将棋に負けて悔くやしがる。

　誰かと実際に盤を挟むからこそ得られるものは、確かにある。

　一人では味わえない様々な感情を、天衣は再び将棋を通して味わうようになった……将棋を教えてくれたご両親が生きていた頃のように。

　天衣が他のゲームに興味を示さなかったのも……今は将棋で頭がいっぱいだからと思えば、かえって嬉しく感じるくらいだ。

「だから……ありがとう先生。そしてこれからも、お嬢様のことをよろしくお願いする」

「……こちらこそ」

　トップ棋士としてのお仕事は、まだまだ俺には荷が重かったのかもしれない。少なくとも今回は失敗だった。

　けど師匠ししょうとして、天衣を育てるという仕事は失敗できない。

　それだけは、どんな困難があっても、誰にやめろと言われたとしても……諦あきらめるつもりはない。

　いつかあの子が、一人前の女流棋士になる日まで。

　ゲームで作った偽いつわりの笑顔ではなく、本当に笑ってくれる日が来るまで。




　それが────竜王のお仕事だから。





※本短編は『ガンガンＧＡ』にて初出掲載されたものです。
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「……と、いうことがありまして」

「いい話……なん？　それ？」

　供御飯くぐいさんは微妙そうな顔をしている。

　あれ？　外しちゃったか？

　割と綺麗きれいにまとまったと思ったんだけどな……。

「晶あきらさんて、よく天てんちゃんと一緒に連盟に来てるあのサングラスの人どすな？」

「ええ。ボディーガードみたいな感じの人なんですけど、いつの間にか将棋にハマッちゃったみたいで」

「ふーん」

　供御飯さんは何となく含みがあるような感じで、河原にあった少し大きめの石をぼちゃんと鴨川かもがわに放り込みながら、

「竜王りゅうおうサン、一緒にお仕事なさるくらい仲がよかったんや？」

「今の話が初めての機会でしたけど……『またやろうぜ！　今度はロリ抜きでな！』って連絡は取り合ってますよ。天衣あいが絡からむと厄介やっかいな人ではあるんですけど、割と気が合うほうではあると思うんで」

　天衣お嬢じょう様さまへの愛ゆえに暴走することがなければ有能な人なんだろうなとは思う。まあ愛ゆえの暴走は仕方ない。愛ゆえに……！

「俺おれも竜王防衛して今年もタイトル保持者ホルダーなんでー。トップ棋士きしとして今後も様々な仕事に手を広げようと思ってるんでー。トップ棋士だから当然なんすけどねー」

　つれーわー。トップ棋士だと将棋以外も仕事が来ちゃってつれーわー。

　みたいに調子づいたことを言ってると──

「じゃあこなたが明日、防衛成功したら、将棋以外で一緒にお仕事してくれるん？」

「は？」

　予想外の発言に、一瞬だけ呆然ぼうぜんとしてしまう。

「別に……供御飯さんなら、将棋のお仕事でもそれ以外のお仕事でも、一緒にするのは全然問題ないですけど？」

「決まりどすな。指切りしよ指切り。噓うそついたらハリセンボン飲ーます！」

「ん？　今ちょっと針千本のイントネーションが……って、さすがにどんな仕事か教えてくれないと困りますよ!?」

「京都きょうとのデートスポット巡めぐり。タウン誌から依頼があってん」

「あ、それなら……」

　そういう取材なら男性視点も必要ということだろう。一緒に京都を回って、適当に意見を言えばいいに違いない。簡単だね！

　と、思ったら。

「ちなみに写真も必要どすから、竜王サンはこなたと一緒にモデルもやっていただきやす」

「はぁっ!?」

　も、モデルだってぇ!?

「こここ、こっ、困りますよ！　俺と供御飯さんが恋人っぽくしてる写真が雑誌に載るってことでしょ!?　そ、そんなの見られたら誰だれに何を言われるか……!!」

「別にええどすやろ？　単なるモデルやしー」

「いやいやいやいやよくないよくない。絶対によくないですよそれわわわわわ……」

　あいが見たら確実に疑われる。

　姉あね弟子でしが見たら確実に殴られる。

　天衣が見たら今より一層軽蔑されるだろうし、桂けい香かさんが見たら「あらあら八や一いちくんも隅すみに置けないわねぇ」とか息子の恋愛模様を目撃した母親みたいなことを言うだろう。俺の本命はむしろ桂香さんだと言うのに……！

「とにかく困ります！　そんな約束できませんッ!!」

「せやけどもう指切りしてもうたしー」

「そ、そんなぁ……」

「こなたが負けたら反故ほごになるんどすし、そんなに不公平やとは思わんけどなぁ？」

「それは……そうですけど……」

「竜王サンは、こなたがお燎りょうに勝つって思ぅてくれとるん？」

「……さっきまではそう思ってましたけど、今は『負けろ』って思ってます」

「いけずー」

　それから宿に帰る途中ずっと説得し続けたけど、供御飯さんは最後までその約束を取り下げてはくれなかった。
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「こっ……！」



　翌日。

　対局場となる鴨川の舞台を目にしたあいは、固まったまま絶叫した。

「こんなところで将棋を指すんですかー!?」

「すげーよなー……」

　昨日は暗かったからよくわかんなかったけど、こうして太陽の光の下で見ると……改めてヤバい。

「何やあれ？」

「歌舞伎かぶきか？　けど、妙な木ぃが置いたるで」

「将棋……なんか？」

「あの着物の女の人が将棋するん？」

「ヤバ！　むっちゃ美人やん！」

　舞台の上に置かれた将棋盤ばんと、その盤を挟はさんで座る着物姿の二人の美女は早くも注目を集めており、三条さんじょう大橋おおはしから四条しじょう大橋までの三条河原や四条河原と呼ばれるエリアは見物客でごった返していた。

　京都の皆さんですら度肝どぎもを抜かれてるし、外国人観光客は「ワーオ」みたいな顔してスマホで写真を撮とりまくってるし……今頃いまごろこの光景は世界中で拡散されてるんだろう。

　やばい……こんな状況で将棋を指すのかよ……。

「って、驚おどろいてられないんだよ。俺達も大盤おおばん解説かいせつするんだから」

「ふぇぇー!?」

「さすがに同じ舞台の上とかじゃないけど、注目を集める場所ではあるからね。気合いを入れてお仕事するぞ……！」

　山城やましろ桜おう花か戦の持ち時間は、チェスクロック方式で各二時間。

　持ち時間を全すべて使えば四時間で、そこから先は一分いっぷん将棋。大激戦になれば五時間以上の長丁場となることも考えられる。

「昼食休憩や、終局後の対局者インタビューやセレモニーなんかも含めると十時間くらいは拘こう束そくされると思った方がいい。あいにとっては女流棋士になって最初の大仕事だな」

「は、はい……!!」

　公式戦初対局はきっちり勝ったあいだけど、むしろこういうイベントの方が緊張している様子だ。将棋は始めちゃえば緊張とかしないからな……。

　以前、関西将棋会館で俺と一緒に大盤解説をしたこともあったけど、あの時は一手も解説することなく交代したからなぁ……何を言っているのかわからねーと思うが、俺も何が起こったのかわからなかった……催眠術さいみんじゅつだとか超スピードだとかそんなチャチなもんじゃ断じてねえ、もっと恐ろしいものの片鱗へんりんを味わったぜ……。

「いい機会だから、あいには公開対局における大盤解説の心得を伝授しておく」

「はい！　ごきょーじゅおねがいします……!!」

　解説会場があるのは、対局が行われる舞台に近い土手の上。お客さんからも見やすいし、高さがあるので対局の様子も常にチェックできる。

　道路を通行止めにして大盤とパイプ椅子いすを並べただけだが、京都の街は風情ふぜいがあるため、それだけでも様になっていた。

　並んで歩きながら、俺は心構えを弟子でしに説く。

「基本的には普通の大盤解説と同じだけど、公開対局は何よりまず対局者が解説者や観客の近くにいるってのが大きな違いなんだ」

「わたしたちの声が聞こえちゃうんです？」

「そう。そこに注意しなくちゃいけない」

　今回の場合、両対局者は鴨川に近いため、せせらぎや風の音によってこっちの声は聞こえないらしい……とはいえ、発言には注意した方がいいだろう。

「公開対局で、同じステージの上で大盤解説を一緒に行う場合は、具体的な手を符ふ号ごうで示したりしないのがマナーだ。先手とか後手とかも基本的には口にせず、大盤を示しながら『こっち』『あっち』とか抽象的ちゅうしょうてきな言葉を使って解説をする必要がある。それからもちろんお客さんの反応にも注意しなくちゃいけない。俺達が気を付けてても、お客さんが符号を口にしちゃったら台無しだからね」

「……いろいろルールがあって、むずかしいですー[image: ]」

「ま、大丈夫だよ。対局者は集中してるから周囲の音なんてほとんど耳に入らないし」

「ふわわ……」

　あいは混乱と緊張で目を回している。膝ひざがガックガクだぁ……。

　うーむ。困ったな。

　あまり怯おびえさせても喋しゃべれなくなっちゃうし、かといって緊張感が欠けるのも困る。何とかポジティブにリラックスしてくれるとありがたいんだが……。

　と、思っていると。

「あいちゃーん！」

「あっ！　澪みおちゃん！　それにみんなも……！」

　人垣のあいだを小さな身体からだでするするとスリ抜けて俺達の前にひょっこり現れたのは、あいの棋き友ゆうで小学校のクラスメートでもある水越みずこし澪ちゃん。

　その後ろには同じ年の貞任さだとう綾あや乃のちゃんと、みんなより三つ下のシャルロット・イゾアールちゃんも。

　あいも含めた四人で『ＪＳ研』というグループを結成している仲良し幼女フレンズなのだ。

「へっへー！　応援に来たぜー!!」

「九頭くず竜りゅう先生、あいちゃん、大盤解説お疲れさまなのです」

「おちゅかえしゃあなんだよー！」

　澪ちゃん、綾乃ちゃん、シャルちゃんがそれぞれそう言うと、


「み、みんな……ありがとうだよぉぉー！」



　あいは急激にホッとしたからか、涙目なみだめになりながらシャルちゃんに抱だきついている。抱きつかれたシャルちゃんは「おー？」と不思議そうにあいを抱き返し、背中をぽんぽんした。かわいい♡

　しっかしこれは……マジで助かったな……。

　こういう時、自分の声が届く距離に知り合いがいてくれることほど心強いことはない。

　喋ってるときにちょっと頷うなずいてくれてるだけでも格段に話しやすくなるのだ。これ、将棋イベントに行く際はぜひ憶おぼえておいてください。

「よく来てくれたねみんな！　最前列に席を用意してもらうから、大盤解説中もあいを応援してあげてね！」

「「やったー!!」」

　と喜ぶ幼女。守りたい、この笑顔。

　俺は忙しく動き回っている係の人を捕まえて、

「すみません。この子たちは俺の知り合いで、関西本部の研修生と子供スクールの生徒です。前の方の席を用意してあげることはできませんか？」

「ああ、竜王の関係者の方ですか……少々お待ちください」

　対局開始直前の忙しいタイミングだというのに、係の人は嫌な顔もせず対応しようとしてくれた。

　少し離れた場所で、他の係の人達と協議してくれたんだが──

「九頭竜先生の……」

「小学生だから……」

「でも空席が……」

「ＶＩＰ席を……」

　ヒソヒソと交わされる会話の中に聞き捨てならない単語が聞こえ、俺は慌あわてて叫んだ。

「ＶＩＰ席!?　いや、そこまでしていただくわけには……」

「いえいえ。こういった小さなお友達のために、あらかじめご用意してあるお席ですから。これは月光つきみつ会長のご指示でもあります」

「会長が？　小さなお友達のために……？」

　将棋普及のために子供用の席を用意してくれてるってことだろうか？

　でもパッと周囲を見回しただけでも、立ち見をしたりお父さんに肩車されてる子供がたくさんいる。

　どういうことだろう？　会話が嚙かみ合ってない気が……。

「あの、私の弟子のお友達のために席を用意していただきたいんですが」

「ええ。ですからＶＩＰのためのお席をご用意しようと」

「……ちょっと待ってください？　ＶＩＰって『重要人物』って意味ですよね？　政治家とか企業の重役とか」

「いいえこの場合は違います」

「違う？　じゃあＶＩＰの意味って……？」

「ヴェリーＶ・インポータントＩ・ペドＰです」

　ヴェリー・インポータント・ペド！

「『非常に重要な幼女』という意味です」

「いや意味はわかるが意味がわからない」

　マジでサッパリ意味がわからない。

　どういうことなの……？

「つまり月光会長のご指示で、九頭竜先生がお越しの際には必ず一緒に複数の幼女もお連れになるから、そのためのお席をあらかじめ用意しておけと。これは将棋連盟から全国の支部に、正式な通達がありました」

「え？　ちょっと待って？　その隠いん語ごって将棋界のみんな知ってるの？　支部にも広まっちゃってる……の……？」

「当然です。あの名人に『今、最も強い棋士』とまで言わしめ、タイトル防衛のみならず順位戦でもＣ級１組への昇級を決めた九頭竜竜王は、将棋界で最も重要な扱いを受けるに値するお方です。その竜王が何よりも大事になさっておられる幼女フレンズを大事にすることは、将棋界を大切にすることと同義ですから」

　同義じゃない。絶対に同義じゃない。

　こんなＶＩＰ席なんて風習は絶対に止めないといけない。広まったら大だい惨さん事じだ。いやもう広まってるんだろうが、俺がここで実際に幼女を座すわらせたなんて話が広まったらもう取り返しが付かないことになる。

　しかし早くも椅子に腰掛けて大喜びしてるフレンズを見ると断りにくく……。

「わーい！　この席、すっごくふかふかで座りやすいよー」

「しゃう、ちちょのちかくで、しゅっごくうれしいんだよー♡」

　澪ちゃんもシャルちゃんも、背もたれや肘ひじ置おきまで付いた特製の子供椅子を用意してもらってご満悦まんえつだ。

「こーんないい席をすぐ用意してもらえるなんて、さっすがくじゅるー先生だねっ！」

「は……ははは。喜んでもらえて俺も嬉うれしいよ」

　大喜びする幼女達の弾はじけるような笑顔と、『ああ、やっぱりあの人ってペド野郎なんだな』って感じに納得してる関係者の皆さんの視線の狭間はざまで、俺はモナリザのような不思議な表情を浮かべた。

「澪たちも最前列でビシビシ手を当ててくかんね！　次の一手クイズの賞品は、ぜーんぶ澪がもらっちゃうよ！」

「お、お一人様につき一個までだから、お手て柔やわらかにね……」

　ＪＳ研のみんなが張り切ってくれるのは頼もしいし嬉しいけど、知り合いの幼女にプレゼントを配りまくったなんて噂うわさが立ったらペド野郎扱いが加速してしまう。

「ＶＩＰ席に続いてＶＩＰ用プレゼントなんてものまでできかねないからな……」

「ししょー？　びっぷってなんですかぁ？」

「大切な人って意味だよ」

　弟子の疑問にクールに答えると、俺はさっきから気になっていたことを確認するためＶＩＰ席（この表現やめたいけど他に表現する方法を思いつかない）の端に視線をやる。


「………………」



　はしゃぐ子供達の中で、一人だけ緊張したまま言葉を発しない少女がいた。

　綾乃ちゃんだ。

　京都に住んでて、この街で教室を開いてる加悦かや奥おく先生の弟子として関西研修会に通う、十歳の少女。

　同門の姉弟子は今日、タイトル保持者ホルダーとして盤の前に座っている。

　俺はなるべく穏やかな声で、腰を屈かがめて綾乃ちゃんに話しかけた。

「綾乃ちゃんは、供御飯さんの応援だよね？」

「もちろんです」

「今朝、供御飯さんには会ったの？」

「いいえ。けど──」

　綾乃ちゃんは俯うつむいて膝をぎゅっと握にぎり締しめながら、

「うちは……万智まち姉様の勝利を確信しているのです」

　その声は不安に揺れていたが、綾乃ちゃんはそのままこう続ける。

「だって姉様はずっと、誰よりも努力してきたから……」


「…………そうだね」



　俺は頷くことしかできなかった。

　昨夜、供御飯さんが吐いた弱音よわねも。

　月つき夜見よみ坂ざかさんが記者会見で見せ続けている挑発的な言動も。

　そのどちらもが、今日の将棋に影響を受けてのものだった。

　そして綾乃ちゃんや、この場に集まって勝負の行方を見守る数多くの将棋ファンや観光客といった全ての人々が、これから始まる一局の将棋によって何らかの影響を受けるのだ。

　対局者同士の強い気持ちはもちろん。

　様々な人の想いや願いを懸かけて──決着局は始まった。
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『み、みなしゃま……おひゃよーごじゃいまちゅっっ!!』

　緊張のあまり嚙みすぎてシャルちゃんみたいな喋り方になりつつも、あいは健気けなげにお客さん達に向かって挨拶あいさつをする。

　その姿に、集まった人々がざわめいた。

「何や？　あの子供？」

「小学生か？」

「知らんの？　雛鶴ひなつるあい女流二級。立派な女流棋士の先生やで」

「ひえー！　あんな小ちいちゃい子が!?」

　そうやって多くの観客が驚きの声を上げる一方、あいの存在を当たり前として受け容いれているお客さんもたくさんいた。

　あい──雛鶴女流には既すでにかなりの数のファンがついている。

　おっかけみたいな人も出始めたみたいで、イベントでよく目にする顔もちらほら見えた。若い男もいる。

　──変な虫が付かないように、師匠の俺が注意しないとな……！


『そして解説者は、ししょー……じゃなくて、ええと……ええっと……』



『解説は私、九頭竜八一が担当させていただきます』

　早くもテンパッてる弟子を助けるべく、落ち着いた声で俺は挨拶をした。

『本日は将棋をご存知ない方にも多くご覧いただいていると思いますので説明いたしますと、私は雛鶴の師匠に当たります。私は十七歳、雛鶴は十歳で、将棋界においてはおそらく史上最も幼い師弟ではありますが、どうぞよろしくお願いします』

『よっ、よろしくおねがいいたしまふっ!!』

　盛大に嚙みつつ頭を下げるあいに、観衆から大きな拍手はくしゅが。

　それにしても、今日の解説はなかなかの難度だ。

　ここから対局者の姿を見下ろすことはできるし、雰囲気でどんな手を指したかは何となくわかるけど、正確な指し手までは見ることができない。

　だから俺もあいも、記録係の男鹿おがさんがタブレットを使って記録してくれる棋譜をスマホで確認しつつ大盤に局面を再現する必要があった。俺があいをリードしてやらないと……。

　時刻は八時四〇分。

　盤側ばんそくには立会人の月光会長や、京都市長をはじめとする関係者の皆さんも勢揃せいぞろい。

　もうすぐ対局開始だ。

『この第三局は、あらためて振ふり駒ごまで先手と後手を決めます。ええと、振り駒っていうのは……駒をこうやって、両手でかしゃかしゃして……』

　あいは振り駒の動作を実際にやってみようとしてマイクを落としてしまい「にゅあー!?」とか鳴き声を上げながら追いかけていく。

　転がったそのマイクを澪ちゃんが慌てて拾ってくれたりして、もうどったんばったん大騒ぎである。

　あざといほどかわいい一連のやり取りに、対局開始前からお客さん達は大満足。

「あいちゃーん！」

「世界一かわいいよー！」

「がんばってー！」

　といった声も聞こえてくる。


『はぅぅ～……対局者の先生の気が散らないように静かにやらなきゃなのに……公開対局の聞き手ってたいへんだよぉ……』



　何とかマイクを手にすることができたあいは、俺に話を振ってきた。

『ししょ……じゃなかった。九頭竜先生は、今日の対局はどんな戦型になると予想されますか？』

『今日は解説者が私で、立会人は月光会長ですからね。二人が得意な一手いって損ぞん角かく換がわりを……なーんて展開だったら解説が楽でいいんですけど』

『わわっ、わたしが困りますーっ!!』

　慌てるあいに、会場がまたまたドッと沸わく。

　スペシャリスト向けの一手損角換わりが採用される可能性はほぼゼロなので、俺の発言は冗じょう談だんなんだが、それを本気に取ってしまう弟子かわいい♡

　おっと。そろそろ対局開始時刻。

　真面目まじめに解説のお仕事をしますか。

『挑戦者の月夜見坂さんは居飛車いびしゃ党で、供御飯山城桜花はオールラウンダーではありますがどちらかといえば振ふり飛車びしゃの採用数が多い。ここは素直に対抗形と予想したいですね』

『先手の供御飯先生が振り飛車で、月夜見坂先生が居飛車ですね。わたしもそう思います！』

『雛鶴先生のお墨すみ付つきが出ましたよ。これは心強い』

『もーっ！　ちゃかさないでくださいー！』

　ぷんぷん怒る姿に、観客の皆さんはメロメロだ。

　さて、舞台の上でも動きがあった。

　記録係の男鹿さんがサッと白い絹けん布ぷを広げ、タイトル保持者である供御飯さんの歩を五枚取り、振り駒を行う。

　散らばった駒は──

『どうなった？　俺は目が悪いからよく見えないんですが……』

『歩が三枚ですっ!!』

　視力のいいあいが自分の目で確認し、

『供御飯山城桜花が先手、挑戦者の月夜見坂女流玉ぎょく将しょうが後手となりました！』

「ほっ……」

　最前列の綾乃ちゃんが安堵の溜ため息いきを吐ついた。

　先手の方が勝率が高いため、これで供御飯さんの勝つ確率が少し上がったからだ。

　しかしその安心は長くは続かなかった。

　互いに初手で角道を開けた後……立会人の月光会長や京都市長たちが盤側を離れるやいなや、先手の供御飯さんは意外な手を指したのだ。力強く。

　三手目────２六歩。

『飛車先の歩を突いた!?　居飛車で行こうってか!?』

　あまりにビックリして口調が素すに戻ってしまった俺は、咳払せきばらいをしてから、自分が驚いた理由を解説する。

『失礼……供御飯さんが勝負を決めるのであれば、どちらかというと使い慣れた振り飛車を選ぶと思ったものですから……』

　予想はいきなり大ハズレだ。

　不安そうにあいが尋たずねてくる。

『相手の意表をつく作戦でしょうか？』

『事前に決めてきた作戦ではあると思います。ほとんど時間を使わず指しましたから』

　昨夜の様子を改めて思い出す。

　あの時にはもう、この作戦を決めていたんだろうか？

　それとも……？

「万智姉様……」

　綾乃ちゃんも不安そうに大盤を見詰めている。

　供御飯さんの影響で将棋を始め、供御飯さんの将棋に憧あこがれて振り飛車党になった綾乃ちゃんにとって……この選択はどう映っているんだろう？

　だが、驚きはそこでは終わらなかった。

『あっ！　月夜見坂先生が角道かくみちを止めました！』

　あいが驚いたように言う。

　月夜見坂さんは初手で開けたはずの角道を、４筋の歩を突くことですぐさま閉ざしたのだ。

　俺はマイクを口から離したまま、呟く。

「角交換拒否？　矢や倉ぐらか……？」

　スピードが持ち味の月夜見坂さんが角道を止めるのは珍めずらしい。

　──供御飯さんの居飛車を見て、慎重に指そうとしているのか？

　後手を引いたから消極的になっているかと思ったが……その先に現れた一手を見て、そんな考えは木こっ端ぱ微み塵じんになる。

「「えっ!?」」

　将棋を知っている全ての人が、驚きの声を上げた。

　十手目。

　月夜見坂さんは飛車を持ち上げたのだ。横にしか動けないはずの飛車を。

　そしてその飛車を勢いよくスライドさせた。

　あいが絶叫する。俺は呆然と呟く。

『飛車をっ!?』


『振っ…………た？』



　俺は何度も手元のスマホを見返すが、何度見たところで棋譜きふに表示された『[image: ]４二飛』の文字は変わらない。

　──角道を止める四し間けん飛び車しゃ……。

　ゴキゲン中なか飛び車しゃでも角交換四間飛車でもない。月夜見坂さんの棋き風ふうからは最も遠い場所にあると思われた、古風なノーマル四間飛車。

『い、居飛車党の月夜見坂先生が飛車を振るなんて……よそーがいすぎますっっ!!』

　あいは悲鳴を上げ続けているが、


「…………これだけで終わるか？　あの月夜見坂さんが？」



　俺はまだ、月夜見坂さんが何かを隠していると感じていた。

　飛車を振ったくらいでは供御飯さんを揺ゆさぶることはできない。

　ここまでやったからにはもう一手、何かを隠しているはず……！

　そんなことを考えているうちにも指し手は猛スピードで進み、互いに囲いの完成を急ぐ。

　飛車を振り終えた月夜見坂さんは、それによって空いたスペースを埋うめるかのように脇わき目めもふらず玉を盤の隅へと移動させていった。

　あいはマイクの電源を切って、俺に尋ねる。

「美濃みの囲がこいですか？」

「いや！　このスピードは……まさか!?」

　月夜見坂さんは玉を８二の位置まで移動させると。

　７筋にある銀ではなく、その二つ隣となり──盤の最も端に存在する香車を一つ、前進させたのだ。

　もはや疑うべくもない。




「「「「「穴熊あなぐまッ!?」」」」」




　そう。

　月夜見坂さんが選んだ戦型は『振り飛車穴熊ふりあな』。

　しかしそれは本来、供御飯さんが最も得意とする戦型のはず……！

　こんな展開、いったい誰が予想できる!?

「やってくれたな……！」

　俺は自分の口の端が上向くのを感じていた。もはや解説不能。あの女やべぇ。

　マイクの電源を切ったまま、あいが小声で尋ねてくる。

「……相あい穴熊になるんでしょうか？」

「どうかな……今日は供御飯さんにも何か考えがあるように見えるから……」

　いや、考えというよりも『決意』と呼ぶべきか。

　そんな俺の予感を裏付けるかのように、供御飯さんは盤の隅に潜もぐる月夜見坂さんの玉を数分間だけ眺ながめた後、決然とした手つきで次の一手を指した。

　供御飯さんが選んだのは──７八銀。

「左美濃だ。これで相穴熊はほぼ消えた……」

　振り飛車で多用される美濃囲いだが、居飛車でも使われる。

　その場合は盤の右ではなく左側で囲いを作るため『左美濃』と呼ばれるが、この形を取れば穴熊に組み替えることは相当珍しい。銀ぎん冠かん穴熊なんてのもあるが……。

　あいは大盤の駒こまを操作しながら、マイクのスイッチを入れて俺に話しかける。

『ししょ……九頭竜先生。先手の囲いは左美濃みたいですけど……』

『かつては振り飛車対策としてよく用いられた囲いです。穴熊よりも柔軟性があって、場面に応じて高たか美濃囲いにしたり銀冠ぎんかんむりにしたりできる』

『穴熊が得意な供御飯先生が、穴熊を相手に戦うんです？』

『そうですね。穴熊の長所も短所も知り尽くした《嬲なぶり殺ごろしの万智》の穴熊退治がどんなものか……注目ですよ』

　ただ舞台の華やかさに惹ひかれてやってきたお客さん達はポカンとしてるが、少しでも将棋を知っている人達はもう俺の解説すら耳に入っていない様子だ。

　それほどまでにこの決断は意外だった。

『二人とも自分の得意戦法を捨てて、むしろ相手の得意な形を採用してるようにも見えます。長年にわたって戦い続け、相手を深く研究してきたからこそ……相手のことを尊敬し、その指し手に価値を認めたからこそ、こういうことになっているんだと思います』

　俺は確信を込めてそう解説する。

　単に相手を驚かそうとか、挑発しようとか、そういう意図ではないはずだ。

　だがこの判断がどう転ぶかは全く予想できない。

『引き分け……に、なったりするんでしょうか？』

『千日せんにち手てはともかく、互いの守備陣が正面から向かい合う対抗形たいこうけいでは、持じ将棋しょうぎでの指し直しはほぼあり得ません。おそらくこの一局で勝敗が決まります』

『き、きんちょーします……!!』

　あいはマイクを両手でギュッと握り締める。

　最前列の澪ちゃんは身を乗り出し、綾乃ちゃんは青ざめたまま。そしてシャルちゃんはそんな綾乃ちゃんの手を優しく握ってあげていた。

　対局者の二人は、まるでお互いの作戦を事前に知っていたかのようにどんどん手を進めていく。

　おそらくは、時間が重要になると思っているんだろう。

　互いにとって実戦で扱う経験の少ない戦法であれば、残り時間の多い方が有利になる。序盤を飛ばし、中盤の勝負所や終盤の寄せに多くの時間を投入したいはず。

　供御飯さんが囲いに手をかけたのを見て、あいは叫さけんだ。

『銀が王様の上に行きました！』

『銀冠ですね。玉頭ぎょくとうが強化されましたが、逆に側面の防御力は落ちます』

『じゃあ先手の供御飯先生は、玉頭での戦いになると考えていらっしゃるんですね!?』

『ええ。そして戦いの流れが供御飯さんのプランどおりに進めば優位を築けるんでしょうが、外れてしまえば不利になる。中盤戦はその捩ねじり合いが見所になるでしょう』

　中盤の戦いは、将棋で最も難しいとされる。

　研究のできる序盤とも、答えの決まっている終盤とも違う。答えの無い中で、有限の持ち時間を有効に使いながら、自分の理想とする形を盤上で表現する構想力や相手の読みをねじ伏せる腕力が必要とされるからだ。

　つまり────強い者が勝つ。
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　男鹿ささりは、その対局を誰よりも近くで見ていた。


「…………」



　手元のタブレットと棋譜用紙の二つに指し手を記録していく……それだけの仕事のはずなのに、男鹿は自分が驚くほどに疲ひ弊へいしていることに気付く。

　それは、殴り合い以上に意地と意地がぶつかる、本物の殺し合いだった。

　供御飯が銀冠に組めば、月夜見坂は金を三段目に上げて上部の厚みを作る。

　月夜見坂が角道を開けて挑発すれば、供御飯は歩を突き捨てて決戦に及ぼうとする。それを見た月夜見坂が５筋に飛車を回って大捌おおさばきを目指せば、供御飯はむしろ開戦を催促さいそくするかのように次々と駒を前進させて強気の応おう酬しゅうを見せる。


「ガァァァッ!!」



　四八手目の駒音は一際ひときわ高く、大きかった。

　月夜見坂は三段目で守っていた金を決然と出撃しゅつげきさせて、一直線の殴なぐり合いに応じる。穴熊に組んではいるが、この対局で後手ながら最初から主導権を握っているのは月夜見坂であるように男鹿には見えた。

　──そもそも相手の得意戦法を使って勝とうなどと……それ自体がこの上なく強気……。

『オメェの存在意義をこの世界から一ミリも残さず吹き飛ばしてやんぜッ!!』

　そう言っているに等しいからだ。

　供御飯がそれこそ小学生の頃から磨みがき続け、己おのれの拠より所どころとしてきた戦法。

　月夜見坂がそれを供御飯よりも上手うまく使いこなし、タイトルを奪うばい取れば……そのダメージは計り知れない。

　──それこそ、二度と将棋を指せなくなるほど……。

　だが、供御飯もただその挑発を受けて立っているわけではない。

　むしろ己の限界を超えようとするかのように、新たな指し方に挑戦している。そして過去の自分──穴熊に頼っていた頃の自分を倒そうとするかのように、一直線にぶつかろうとしている。

　新しい自分を生み出すために。

　さらに強くなるために。


「…………熱い……」



　男鹿は呻うめいた。

　川から吹く春の風はまだ冷たかったが、和服の下で肌が火照ほてり、血が騒ぎ……今すぐにでも自分も将棋を指したくなる。

　──とうの昔に女流棋士であることを辞めた、この私が……。

　かつては男鹿も、将来を嘱望しょくぼうされた女流棋士だった。

　中学生で女流棋士としてデビューした当時、年下の月夜見坂や供御飯は対等に戦いうる相手のはずだった。

　だが供御飯も月夜見坂も、あっという間に女流棋士のトップに……タイトル保持者へと上り詰めた。

　──年下に自分よりも強い相手がいる状況は、きつい……私は耐えられなかった。

　相手が自分よりも年下ならば、若い方が有利なこの世界では、それは自分が永久に負け続けることを意味する。

　上の世代にも《エターナルクイーン》釈迦堂しゃかんど里奈りな女流名跡みょうせきというレジェンドが君臨していたこともあり、男鹿は早々に引退を選択した。

　その後、月夜見坂や供御飯よりも若い世代が台頭たいとうしてきた。

　女流帝てい位いを獲とった《捌さばきのイカヅチ》祭神雷さいのかみいか。

　そして《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》空そら銀ぎん子こという、それまでの女流棋士の常識を覆くつがえすような存在すら出現した。

　さらにその下からは雛鶴あいや夜叉神やしゃじん天衣あいといった化け物が登場し、月夜見坂と供御飯は世代として苦戦を強しいられつつある。

　かつての男鹿と同じ状況になったとき、けれど月夜見坂と供御飯は、戦うことをやめようとはしなかった。

　むしろその苦境すらも力に変え、こうして凄すさまじい勝負を繰くり広げている。

　過去の栄光など、いらない。

　タイトルなど何の未練もない。

　ただ──強くなることだけを願って。

　──……結局、私なんかが現役げんえきを続けていても、こうはなれなかった……。

　男鹿は知らず知らずのうちに止めていた息を吐き出す。

　──こうして盤側ばんそくに座っているだけで疲ひ弊へいしているようでは……。

　鴨川が運んでくる春の風は思ったよりも冷たく、強い。

　それでも男鹿は和服の下にじっとりと汗をかいていた。

　それほどまでに眼前の対局が孕はらむ熱量は莫大ばくだい。

　──渇かわく……水が飲みたい……。

　何度も水の入ったコップに手を伸ばそうとするが、寸前で堪こらえる。水分を取りすぎれば手洗いに立たなければならないが、その時間すら惜おしいと感じた。

　──この対局から目を逸そらすことができない……ッ!!

　自分の才能に見切りをつけ、熱くなることを敢あえて封じてきた男鹿ですら、その封印を解いて目の前の対局に没入していた。

　鴨川が運んでくる風は次第に勢いを増している。

　一直線の斬きり合いは互いに時間と体力を削り合う。

　見た目の上では一直線だが、膨大な量を読み合い、相手のやりたい手を潰つぶしながらの高度な戦いが続いているから当然だった。

　その結果──中盤の出口で既すでに両者は時間をほぼ使い果たす。

「月夜見坂先生。これより一分いっぷん将棋でお願いします」

「おうッ!!」

《攻める大天使》と呼ばれるその女は気合い十分な声でそう応じると、角を切り捨てて飛車を奔はしる。

　遂に先手の守備陣を喰くい破って、月夜見坂の竜が成り込んだ瞬間だった。

　柔らかい脇腹に牙きばを突き立てられた供御飯はここで最後の長考に沈み──

「供御飯先生。これより一分将棋でお願いします」

「……」

　供御飯万智は無言で頷くと、考え得る限りで最も強い手を放った。

　七七手目──６一金。

《嬲り殺しの万智》とまで呼ばれた穴熊使いが、遂に穴熊を崩くずしにかかったのだ。



















「後手玉に詰めろが……!?」

　死をも怖おそれぬその決断に、男鹿は驚くことしかできない。

　供御飯は貴重な持ち駒を手放し、月夜見坂も大駒を切った。

　──もはやどちらかが倒れている局面……！

　だが局面はあまりに際きわどく、どちらが倒れているのか読み切ることは容易ではない。

　男鹿はタブレットを操作しつつ、月夜見坂がどうするのか、その表情を覗うかがおうと視線を上げかける。

　だが、次の瞬間。

「あっ……!?」

　それまでで最も強い風が吹き、男鹿は思わず髪かみを押さえて声を上げる。暴れる髪が目に入りそうになって反射的にきつく目を閉じた。

　そして────


「…………？」



　閉じていた目を開けた時。

　そこにはあるべきものが存在しなかった。

「そッ!?　そんな……ッ!!」

　男鹿は真まっ青さおになって叫さけぶ。




　将棋盤から駒が消えていた。




　突然の突風に盤上の駒が全て翻弄ほんろうされ。

　それまでの局面が風と共に崩れ去っていたのだ。
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　その瞬間、立会人の月光聖市せいいちは状況を把握することができなかった。

「……何が起こったのですか？」

　建物の中にいて、終局に向け和服を整え直していた月光は、屋外の対局場で突風が吹いたことも、そのために駒が飛ばされてしまったことも、すぐには理解できなかった。

　普段ならば的確に説明ができる男鹿はこの時、月光の傍かたわらにいない。

　関係者控室は大パニックに陥った。

「風？　それで駒が飛んだのか!?」

「どうします!?　時計を止めて、拾って並べ直すなら……」

「拾うったって、駒が全部揃そろわなかったらどうする!?」

「スペアの駒は用意してあるのか!?」

「駒はあります！　時計を止めますか!?」

「でももう一分将棋だぞ!?　ここで将棋を止めたら──」

「しかしこのままじゃまともに将棋なんて指せないだろ!?」

　前代未聞の事態に、誰も決断を下せないでいた。

　その混乱は観客にも伝染していく。

「……おい。駒が無くなってないか？」

「風で飛ばされたんか？」

「ど、どうするん!?　中断か!?」

「けどこんな最終盤で中断したら、次に指す側が有利やろ？」

　関係者も、観客も、その対局を見守っていた誰もが混乱していた。

　それは盤側にいる男鹿も同じだった。

　状況は一分将棋。時計は進み続けている。

　──どうする!?　秒を読むべきか……それとも止めるべき!?

「か、会長……」

　男鹿は呻くように助けを求めるが、もちろんそこに月光はいない。

　もし、一分将棋でなかったら。

　もし、公開対局でなかったら。

　もし、立会人が盲目の月光聖市でなかったら。

　様々な『もし』が重なったこの時──

　将棋史上、絶対に起こり得なかった希有けうな状況下で、空前絶後の名勝負が生まれることになった。


「…………」



　記録係の男鹿ささりは途方に暮れた表情で、手番を持つ月夜見坂を見る。

『時計を止めろ』と言って欲しかった。そう言うと思っていた。

　なぜならそう言いさえすれば、月夜見坂はこの難所でかなりの時間を得ることができる。それはつまりタイトル奪取の確率が高まることを意味するのだから。

　だが違った。

　月夜見坂燎は表情一つ変えず、盤上の一点に指を置いてこう言い放ったのだ。




「６九銀」




　それは、指し手の宣言。

　一分将棋の最中に駒を動かせない事情がある場合は、このように次の一手を指や声で示すことでも着手は認められる。

　つまり月夜見坂はこう言っているのだ。

『このまま盤駒を使わねーで脳内将棋盤だけで指そうぜ。できんだろ？』

　と。

　そしてギロリと男鹿を睨にらむ。

「ッ……!!」

　男鹿はただ、反射的にタブレットに指し手を打ち込んでいた──『八六手目・後手・６九銀』と。

　──超攻撃的な一手！　読み切っているの!?　このまま攻めれば勝てる……と!?

　しかし対局者は月夜見坂だけではない。

　このまま公式戦で……しかもタイトル戦で目隠し将棋を始めるなどという前代ぜんだい未み聞もんの暴挙を通そうとするのであれば、もう一人の同意も絶対に必要だった。

　さらに言えば、早見え早指しの月夜見坂に比べ、長考派の供御飯はこういった状況では盤駒を使ってじっくりと考えたいはずだ。

　──脳内将棋盤だけでこの最終盤を戦うのは……圧倒的に不利なはず。どうするの!?

　男鹿は供御飯の顔を見た。

　供御飯はタイトル保持者として、対局者として、この対局を中断させる権利を持っている。

　ただ一言、こう言えばいい。

『時計を止めて立会人を呼べ』

　と。

　この状況であればそれは許されるし、そうすれば……この超難解な局面で、攻め続けるべきか受けるべきかを読む時間が十分に与えられる。


「………………」



　供御飯はしかし、それほど悩まなかった。

　男鹿がタブレットから顔を上げて視線を彼女の顔に合わせたのとほぼ同時に、決断を下す。

　山城桜花はこう言ったのだ。




「８八金」




　ただ一言、それだけを口にした。

　それは────戦いを続けるという合図。

『一歩も退ひかぬ。売られた喧けん嘩かは全て買こぅた上でぶちのめす！』

　そう、供御飯万智山城桜花は宣言していた。
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「め──」

　タブレットの棋譜が更新されたのを見て、俺は自分の目を疑った。

「目隠し将棋で続けようってのか!?」

　舞台の上の対局者を見る。

　対局者の二人は激しく身体を前後に揺すりながら、手ではなく口だけを動かしていた。

　間違いない。盤駒を使わずに戦うつもりだ。

　この超難解な終盤戦を。

「い……いいんですか？」

「前例は間違いなく存在しない……でも、対局は成立するはず……だ……」

　おろおろする弟子に、俺はそう答えるので精一杯だった。

　異様な光景だ。

　一人は目を固く閉じて、髪を指で搔かきむしったり苦く悶もんの表情で身体を捻ひねる。そして野獣の雄お叫たけびのように符号を叫ぶ。

　もう一人は天を見上げ、まるで詠うたうかのように独特の抑揚で符号を詠よむ。

　二人とも現実の盤ではなく、脳内にのみ存在する盤駒を使って思考している。

　ありとあらゆる思考のリソースを将棋に向けた二人は今や、自分の姿が他人からどう見えるかなど意識の外。

　そしてさらに異様なのは……そうして紡つむがれる棋譜の、恐ろしいまでの精度だった。

　最前列の観客の、誰かがポツリと呟いた声が、大きく響ひびき渡る。

「名局賞だ……」

　異論はどこからも聞こえなかった。

　公開対局で、しかも女流棋士の将棋。

　目の肥えた将棋ファンならば、その二つの要素が揃っただけで絶対に名局賞などという言葉を口にすることはなかったはず。

　しかし目の前で紡がれる棋譜は、そんな下らない先入観を木っ端微塵に打ち砕くだくだけの破は壊かい力を持っていた。

　しかも……盤駒を使わずに……。

　女流棋士？　公開対局？

　それがどうした。

　プロも女流も関係ない。

　圧倒的な強さと、そして勝利にかける想いが同じ熱量でぶつかりさえすれば、そこには必然的に名局が生まれるのだから。

「……熱い!!」

　更新される棋譜を見て、俺はそう呟いていた。

　こんな将棋を見せられて熱くならないのなら、この地上に棋士などいらない。

「ねーねー。どっちかかちゅのー？」

「ええー……こ、こんなの読み切れないよーっ!!」

　シャルちゃんに尋ねられた澪ちゃんは悲鳴を上げる。

　その隣で綾乃ちゃんは、目を固く閉じたまま両手を祈るように組み合わせる。

「万智姉様……っ!!」

　月夜見坂さんは攻める。攻め続ける。

　その異名いみょうである《攻める大天使》そのものに変へん化げしたかのように、一切いっさいの防御を手抜いて攻め続けている。

「２八飛ィッッ!!」

　吠ほえるように放たれた月夜見坂さんの飛車打ち。

　供御飯さんはここまでその攻めを完璧かんぺきに受け続けていたが──

「６九金！」

「ッ!!　……この手は……」

　悪手あくしゅ。声こそ鋭するどかったが、負ければ敗はい着ちゃくになるレベルの手だ。

「盤駒を使わないのが悪い方に出たな……供御飯さんは自玉を守ることに集中しすぎて盤面を広く見られていない。意識を『受け』に縛しばられすぎて、攻めに転じるタイミングを逃した……このままじゃジリ貧になるぞ！」

　ギリギリで保たれていた均衡きんこうが月夜見坂さんに傾きかけた。

　詰むや詰まざるやの局面でその時、一人の少女が真っ先に詰みの匂においを嗅かぎとる。

「こう──」

　俺の隣で大盤を見詰めていたあいが、その場にストンと正座をした。

　そして前後に揺ゆれ始める。

「こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────」

　あいも対局者の二人のように、この超難解な局面を読み切ろうとしていた。脳内に十一面広げることができる己の将棋盤を使って。

「一〇四手目に──」

「……あい？」

「２九飛成なら後手の勝ちです」

「ッ！　……そうか」

　俺の読みも同じだ。そして局面も、そこに向かって突き進む。
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　しかしここで再び緩手かんしゅが出た。

　月夜見坂さんが選んだのは、あいの示した２九飛成ではなく──

「９五桂!?」

「勝負を焦あせったか……けど王手だ。正確に受けられなければ、やはり供御飯さんは負ける！」

　この一手に対する応手は二つ。

　玉を囲いの中に留とどめるか。

　それとも囲いから飛び出して敵陣目掛けて突っ込ませるか。

「……どうするんです供御飯さん？　囲いの中にいたら確かに安全だ。でもそこに勝利は無い」

　この状況であれば、安全な場所で敵のミスを待つのも一つの手だろう。

　けれど囲いという名の殻からを破り、リスクを冒おかしてでも前へと出れば──その先には起死きし回かい生せいの一手が待っている。


「…………」



　それまで宙を見上げていた供御飯さんの顔が、俯く。

　男鹿さんの秒読みが始まった。

「さんじゅうびょう──……」

　供御飯さんは迷っている。
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「よんじゅうびょう──……」

　それはまるで、手を読んでいるというよりも。

「五十秒。いち、にぃ、さん」

　道に迷った子供が、前に進むべきか来た道を引き返すか迷っているようで。

「しぃ、ご、ろく、なな、はち、き──」

「９六玉」

　おおっ!!

　符号だけで局面を理解できる観客は、その言葉に驚きょう愕がくの叫び声を上げた。

「どうなったんや!?」

「玉を囲いから出したんや……たまげた！」

　そんな会話が客同士で交わされる。

　その言葉通り、供御飯さんは囲いの中から玉を出撃させ、前へ前へと進む道を選んだのだ。

　俺は止めていた息を吐はき、ボヤく。

「……殻を破ったな。やれやれ、あの約束を果たさなきゃならないか……」

「？」

　あいは不思議そうな顔で俺を見上げた。危ない危ない……。

「チィィッ!!　しゃらくせぇぜ２九飛成!!」

　まるで死地で遊ぶかのようにたった一枚で空中を浮遊する供御飯さんの玉を目掛け、月夜見坂さんは猛攻もうこうを加え続ける。

　だが供御飯さんはその全てに対してノータイムで応じた。

　七度にわたる連続王手を全て凌しのぎ切る。完璧に読み切っているのだ。

　そして供御飯さんは、俺とあいが読んでいた起死回生の一手を放つ。

　タブレットに出現した『一一一手目[image: ]６三角』という文字を見て、俺達はマイクのスイッチを入れた。

『この角打ちが絶妙な返し技です』

『はい師匠ししょう！　詰めろ逃れの詰めろですね！』

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!

　観客が沸騰ふっとうした。

　歓声かんせいを追い風にしたかのように攻守が入れ替わる。

　供御飯さんは、盤の隅すみに隠かくれていた月夜見坂さんの玉に向かってと金を寄せた。

『と金を使って、じっくりと囲いを崩す……基本に忠実な、けれど最も速くて確実な方法です』

　それは、完璧な穴熊崩しだった。

　宙を漂っていた供御飯さんの視線は、いつの間にか盤上の一点を──自分が追い詰めるべき玉のある９一の地点に注がれていた。その表情はどこか寂しそうでもある。

　それは自分をここまで育ててくれた穴熊という戦法への哀悼あいとうであり、才能が無いと諦あきらめていたかつての自分との決別。

　そしてその表情のまま、次の一手を詠んだ。

「７三桂」

　供御飯さんが一三五手目に桂を打ち込んで王手をかけると、


「…………」



　月夜見坂さんは閉じていた目を開け、乱れていた姿勢と着衣を正し、水で喉のどを潤うるおしてから、こっちまで聞こえてくるような堂々とした声で、言葉を発した。

　それは符号ではなく──




「負けました」




　しっかりと頭を下げ、挑戦者は投了とうりょうした。

　その瞬間、三番勝負は終わり、供御飯万智山城桜花の防衛が決定。

　そしてそれは釈迦堂里奈クイーン四冠に続く史上二人目の女流永世位保持者──『クイーン山城桜花』が誕生した瞬間でもあった。
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　終局後。

　両対局者はしばらく放心状態だった。脳内のみでこれだけの終盤戦を繰り広げたのだからそれも当然だろう。

　グッタリした二人を報道陣のカメラが取り囲み、ずっと見守っていた観客は惜しみない拍手を贈った。

　それから二人は記録係の男鹿さんに先導され、大盤解説場へ。

　俺とあい、そして対局終了後も一人たりとも席を立とうとしなかった多くの将棋ファンが、戦い終わった対局者を迎える。

　最前列では澪ちゃんとシャルちゃんが興奮のあまり顔を真まっ赤かにしながら拍手を贈り続け、綾乃ちゃんは目を真っ赤にして憧れの姉弟子を見詰めていた。

『お二人とも、お疲れさまでした。大熱戦でしたね！』

　対局者の二人は大盤を挟んで左右に分かれた。

　疲ひ労ろう困憊こんぱいといった様子の供御飯さんは、俺の側に。

　そして悔しさを全身から発散させるかのように憮ぶ然ぜんとしている月夜見坂さんは、あいの側に立つ。

　戦った直後に隣り合って立てるほど、まだ闘志が抜けきっていないのだろう。

　ましてや今回、月夜見坂さんは『殺してでもタイトルを奪い取る』とまで言ったのだ。

　そうでなくてもフルセットにまでもつれ込んでの決着は、敗者の心に深い傷を負わせる……以前のような関係にはもう戻れないかもしれない。

　そんな俺の不安を裏付けるかのように、


「「…………」」



　供御飯さんも月夜見坂さんも、俺の労ねぎらいの言葉に対して何の反応も示さない。

『ま、まあその……見所みどころの多い将棋でしたよね！　特に月夜見坂さんが振り飛車穴熊にしたのは本当にビックリしましたが、あれは予定の作戦だったんですか？』

　俺がそう質問すると、月夜見坂さんの足下に立っていたあいが、背伸びをしながら敗者の口元にマイクを差し伸べる。

　すると月夜見坂さんは超不機嫌な表情のまま、

「貸せ」

「あっ」

　あいからマイクを引ったくると、プロレスの悪役ヒールみたいな口調で喋り始めた。

『穴熊が作戦かって？　んなもん作戦に決まってんだろ！』

　月夜見坂さんはビックリする俺と聴衆に向かって、

『奇襲だよ、き・しゅ・う。オレは第二局で万智の穴熊を姿焼きにしてやったからな。じゃあ今度はこっちが穴熊に組んだら、間違いなくアタマ来て攻めかかってくると思ったのさ。ま、結局堪こらえきれずにこっちから攻めちまって、最後は逆に穴熊を崩されちまったんだけどな！　わかったかクズ!!』

『わ、わかりました！　よくわかりましたから！』


『つーか負けたばっかでムカついてんだからわかりきったこと聞いてんじゃねーぞクズッ!!　クズクズクズクズクゥゥゥゥゥゥズゥゥゥゥゥゥッッ!!』



『ちょっ!?　そ、そこまで言わなくていいじゃないですか！　俺だってあの振り飛車穴熊が奇襲だってことくらいわかるけど、将棋ファンの皆さんに対局者本人の口から説明を聞いていただきたくて敢あえて聞いてるわけでですね!?』


『うっせうっせうっせうっせぇぇぇぇぇ──ッ!!　つーかここにいる連中みんな万智の応援ばっかじゃねーか！　どうせオレが負けて内心ざまみろとか思ってんだろこのド畜生ちくしょうめらがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──────ッッッ!!』



　荒れる敗者。

　お客さん達はその態度に怒るというよりも、ただただビックリしている。俺もビックリしてる。最近、負けてここまで荒れる人は少ないからな……うちの師匠は連盟の窓から放尿したけど……。

　と、そんな中で──


「あ、あの…………」



　月夜見坂さんの足下でオロオロしていたあいが、おそるおそる尋ねた。

「月夜見坂先生？　あの銀打ちは……もしかして……」

　……銀？

　あいが言う『銀打ち』とはもちろん────盤面が風で崩れた直後の一手。

　月夜見坂さんが初めて声で符号を示した、あの一手のことだ。

　尋ねられた月夜見坂さんはあっさりとこう答える。

『ああ。６九銀と打ち込んだ時点で、一手負けなのは読んでたよ』

「え？」

　愕然がくぜんと、供御飯さんが目を見開いた。

「え……？　詰まない……ん？　あれが？」

『当然だろ？　だから目隠し将棋を打診したんじゃねーか……盤駒を使わない早指し勝負ならオレが勝てると思ってたし、目隠しを打診した時点で動揺させられると思ったからな』

　誰もが驚きを隠せなかった。

　目隠し将棋を選んだことにではない。

　月夜見坂さんがあの時点で己おのれの負けを読み切っていたということに。

　やはり月夜見坂燎は……強い！

　だがしかし今日、それ以上に強かったのは──

『けど、こいつは逃げなかった。オレの盤外戦術も、振り飛車穴熊の奇襲も、ぜんぶぜーんぶ受け切ってみせたのさ。強かった。完敗だよ。参りました』

　月夜見坂さんは立ち尽くす供御飯さんを親指で示しながら、オーバーなほど肩をすくめてみせる。

　悔しいだろう。泣き叫びたいほど悔くやしいに決まってる。

　だがその表情はどこか晴れやかで。

　クチは悪いし、解説者の俺に対しては異様なまでに当たりが厳しいけど……敗者としてこの上なく立派な態度だと、そう思った。

　俺は次に、マイクを勝者へと向ける。

『供御飯さん。ファンの皆さんに何か一言』

『へ？』

　驚いたようにこっちを見る供御飯さんは最初、俺が向けたマイクを手にすることを躊躇ちゅうちょしていた。

　けれどやがて、覚悟したようにマイクを持って、語り始める。

『今は……気持ちがいっぱいで、何を言うてええのか……』

　その声は擦かすれていた。

　次の言葉もなかなか出てこない。

　そんな供御飯さんに、俺は一つだけ質問する。

『どうして穴熊に組まなかったんですか？』


『…………ずっと思ぅてたのどす。このままでええのかと……穴熊頼みの将棋でタイトルを獲って、防衛を続けてきたものの、それに意味があるのかと……女流棋士である自分に、山城桜花である自分に、どれだけ意味があるのかと……』



　供御飯さんの言葉は観客に向けたもの。

　だが、あの夜の答えでもあった。


『第二局で完敗したことで、吹っ切れて。自分がやってみたい将棋を、ずっと憧れてきた才能ある人の将棋を試してみようと…………その相手まで、こなたの将棋の真似まねをしてきたのには驚きやしたが……』




『ッ……！』



　月夜見坂さんは驚いたように供御飯さんを見る。

『今日は指運ゆびうんがあって勝てやしたが、次はどうなるかはわかりませぬ。もっと穴熊を磨く方がええのか、それとも今日のような将棋をもっと指せばいいのか、このまま自分が強くなれるのか……自分が将棋を指し続ける意味があるのか……迷いは未いまだ消えぬけれど……』

　けれど──

　と、史上二人目のクイーン山城桜花は力強い声で続ける。

『今日ほど将棋が楽しかった日はおざりません』

　そして深々と頭を下げながら、はっきりとこう言い切ったのだ。

『今日のような将棋をまた指すことができるように……もう一年、山城桜花のタイトルを預からせていただきます』




　万雷ばんらいの拍手はくしゅが、桜の花びらと共に降り注いだ。







《自戦記》







　一二五手目に８三桂と打たれた時点で、勝負は完全に終わったと悟った。




　それでも私が５一歩と粘り、６一金と足搔あがいたのは、相手が間違えることを狙ねらってのことではない。

　言い訳にしか聞こえないかもしれないが……そんな気持ちはなかった。

　公開対局だったので、負けとわかっても、詰みがわかりやすいところまで進めようということは、シリーズが始まる前から心掛けてはいた。

　しかしああいった状況になったことで、そういう意識も消えていた。

　私はただ、あの対局をいつまでも終わらせたくなかったのだ。

　負けを意識した後の将棋は、正直とても苦しい。

　あの瞬間も苦しかった。

　けれど苦しさの中に、何か……こう表現することが適切なのか自信はないが、『光』のようなものが見えたのだ。

『将棋界では強さこそが全て』

　以前、この自戦記でこう書いた。

　その思いには今も変わりはない。

　空そら銀ぎん子このように、孤高を保ち、ただひたすら最強を目指す。

　きっとそれが正しいのだろうと思うし、そういう生いき様ざまに憧あこがれてもいた。

　奨励会に入会したのも、自分の知る最強の存在をただ追いかけて行ったから。それが正しいことだと思ったから。女流棋士とだけ戦っていても強くなれないし、そんな人生に意味は無いと思ったから。倒すべき敵さえいれば一人でも強くなれると思っていたから。

　かつての私は確かに正しかった。

　奨励会を退会となり、女流棋士に戻ってからの私は、以前とは変わった。

　同僚である女流棋士への共感や仲間意識。対局相手への尊敬。

　そんな甘い感情が、勝負における強さを私から奪ってしまったのかもしれない。そう指摘されれば反論することは難しい。こうして負けているのだから。

　しかし私は思うのだ。

　目指す頂は一つかもしれないが、そこに至る方法は無数に存在すると。

　奨励会をクビになった時、目標と自信の両方を失って抜け殻のようになった私を再び受け容れてくれたのは、私が見下し、捨てたはずの女流棋士達だった。

　特にその中でも、今回私が挑いどんだ相手は、研究会やＶＳブイエスにとどまらずプライベートでもお節介を焼いてくれた。鬱陶うっとうしいほどに（笑）。

　女流棋士会の活動に引っ張り込んでくれたのもそうだし、人付き合いが苦手な私を様々な場所に連れて行ってくれた。

　私はもう一人ではなかった。

　この仲間と共に強くなろう。そう決意した。

　だけどやはり結果を出すことでしか他人から認められることはないし、私の個人的な決意や感情など将棋の歴史の中で埋もれてしまうことだろう。

　それはもったいないと思うし、悔しいとも感じる。

　きっと供御飯万智もそういった気持ちを持っていて、だから彼女はそれを世に残すための手段として、観戦記を選んだのだと思う。

　私には、残念ながらそういった才能は無い。

　この自戦記も、自分の心の内をさらけ出すということすらままならない。こうして文字を連ねれば連ねるほど、自分の気持ちからはかけ離れたものになってしまう歯がゆさがある。

　私には、本当に将棋しかないんだと思う。

　ならば盤上で己の全てをさらけ出そう。

　負けることを怖おそれず、否定されることを避けない。

　私が人生で初めてライバルだと思い、今でも（僭越せんえつながら）目標としているプロ棋士は、こう言った。

『心が折れなければ負けじゃない』

　その言葉の通り、彼はどれだけ連敗しても、世間からどんな仕打ちを受けようとも、絶対に諦めなかった。

　だから私も強くなろうと思う。強くなれると思う。

　たとえ将棋イベントでファンからどんな言葉を投げかけられようとも己のすべきことを見失わない、そんな強さを手に入れたいと思う。

　この対局で穴熊を採用したように、自分の研究を披ひ露ろうすることを怖れず、盤上で誰はばかることなく自分を表現できる強さを手に入れたいと思う。

　以前、この自戦記でも書かせてもらったが、私は将棋ファンの皆さんから過分な異名を授かっている。

《攻める大天使》というその異名に込められた『攻める』という言葉はきっと、怖れず前へと進むこと。

　そして『天使』という言葉は、神から与えられた使命を帯びて天界より遣つかわされた者のことをいう。

　ならば──

　前へ、前へ、前へと進むことが、女流棋士としての私の使命だと思うから。




　とりとめのない文章にお付き合いいただき、ありがとうございました。

　来年もまたこの舞台に必ず戻って来ます。








挑戦者　月つき夜見よみ坂ざか燎りょう











あとがきに代えて──『ある店員さんの話』








『りゅうおうのおしごと！』８巻をお読みいただきありがとうございます。

　シリーズ開始当初、感想戦の二人は本編に登場させないつもりで（少なくともメインでは）いたのですが、あまりに人気が出てきたため、今回はこの二人がメインのお話を書かせていただきました。あと男鹿さん。男鹿さんホント好き。

　ただ、そうするとどうしても普段メインで活躍するキャラの出番が減ってしまう……ので、今や入手困難となった２巻のドラマＣＤの内容や、ネットで公開した短編なども組み込んでみました。

　６巻７巻と重い内容が続いたので、ここらで少し明るい巻を入れたかったというのもあります。

　と、いうのも……最近「あとがきまで重い」というような声を聞くようになりまして……。

　私の作風は基本的にコメディーですし、あとがきとはいえ、重すぎる話を読みたくないという気持ちはよくわかります。すみません……。

　そういうわけで今回は、あとがきも明るい話を！




　話は『りゅうおうのおしごと！』の出版前に遡ります。

　当時、ＧＡ文庫は十周年を迎え、関西方面での売り上げを伸ばそうと考えていました。

　そのための方法として、関西の書店員さんと勉強会を開いて、どういった本が実際に売れているのか意見を聞くことにしました。

　その場に私は参加していないのですが「関西が舞台だし、この『りゅうおうのおしごと！』っていう作品を関西で押していこう！」ということになったそうです。

　ちなみに『りゅうおうのおしごと！』の表紙がサラサラした感じなのも「ツルツルのやつだとお店に置いた時に光が反射してイラストが見づらくなる」という意見がその場で出たため、今のものにしていただいたのだとか。

　こうしてＧＡ文庫十周年記念作品に選ばれた『りゅうおうのおしごと！』は、１巻の発売時に関西の本屋さんで大きくプッシュしていただけることになったのです。




　さて、その頃の私がどういう状況にあったかというと……。

　６巻のあとがきにあるように、父親的な存在であった祖父が亡くなりました。

　とても悲しくて、祖父のためにも新作をヒットさせようと、自分にできることはどんなことでもしようという気持ちになっていました。

　ツイッターを使うこともそうで、積極的に発信して新作をＰＲし始めたのですが──

　そこで、一枚の写真を目にします。

　ある観戦記者の方がツイッターでリツイートしていたものだったのですが、神戸にある書店の売り場に、将棋盤が置いてある写真です。

　翌月発売になる『りゅうおうのおしごと！』をＰＲするために、そのお店のラノベコーナーに、小さな畳と将棋盤が置かれていました。

　将棋ファンの間ではちょっとした話題となり、それで『りゅうおうのおしごと！』という将棋ラノベが発売されることを知った方もいたと思います。

　すごく嬉しかったですし、「ここまでしていただいたのだからぜひお礼を言いたい！」と思いました。

　とはいえさすがに神戸まで行くのは大変ですし、一言お礼を言うためだけに岐阜から来られても先方も迷惑なんじゃないかと思ったりして、なかなか行動に移せなかったのですが……。

　祖父が亡くなって一ヶ月半くらい。

　八月の、とても暑い日でした。

　朝起きたとき、急にこう思ったのです。

「２巻の舞台は神戸になるし、取材がてら、お礼を言いに行ってみるか……」

　やはり祖父の死で「やれることは何でもしないと！」と焦っていたのでしょう。

　あとはまあ、『のうりん』とコラボしてくれているサッカーチームのＦＣ岐阜が大阪で試合をするので、それを観戦に行くという理由もありました。

　様々な理由が重なって、その日の朝に関西へ行くことを決めた私は、名古屋駅から新幹線に乗って神戸へ。

　そして神戸で必要な取材をこなした後、例のお店へお邪魔しました。

　将棋盤は写真の通り、ラノベ売り場の中央に置いてあります。強烈な違和感を放って……。

　ちょうど売り場にいた店員さんに声を掛けました。

「すみません。この将棋盤を置いてくださった方はどなたでしょう？」

「私ですけど……？」

「ありがとうございます！　これの作者です！」

　将棋盤を指さして私は妙な自己紹介をしました。まだ出版されてない本の作者がノーアポで現れてとても驚いていましたが、その店員さんは喜んでくれたようでした。

　そしてどうして将棋盤を置いたのか、熱っぽく説明してくれたのです。

　自分はライトノベルを担当するようになったばかりでまだよくわからないけど、一生懸命考えて売り場を作れば必ず部数は動いてくれるということ。

　ＧＡ文庫が開いた勉強会にも参加していて、そこで色々と考えを述べてくれていたこと。

　出版前の『りゅうおうのおしごと！』を読んでくれて、「面白いから絶対に売れる！」と思ってくれたということなどなど……私が喋る隙が無いくらい、この『りゅうおうのおしごと！』のために今後どんなことがしたいのかということを語ってくれました。

「熱い人だな」

　そう思ったのを憶えています。

　そして言葉だけではなく、その店員さんは実際に結果も出してくれました。

　１巻発売時には、秋葉原の有名店にも負けないくらいたくさん売り上げてくれました。おそらくその時点では日本一だったと思います。

　２巻の時はサイン会も開いてもらいました。

　その熱意に応えるべく、私もそれまで以上に熱心に営業活動を行いました。関西と東海の書店を回ってサイン本を置かせていただいたり、特典小説をいっぱい書いたり、できることは何でもやってみました。

　大ヒットとまではいきませんが、おかげで『りゅうおうのおしごと！』は少しずつ売り上げを伸ばしていくことができたのです。




　その後、その店員さんとの交流も途絶えてしまったのですが……。

「いまどうしてるんだろうなぁ？」

　とか思いながら地元の系列のお店で買い物をしていた私は、そこであの店員さんが働いているのを発見。

　いつの間にか、こっちのお店に転勤になっていたのです。

　めちゃめちゃビックリしました。

　とはいえ近くのお店に来てくれたわけですから、私は初めて会ったあの時のように迷うことなく声をかけて、再び一緒に働くようになりました。

　強力な味方を得た『りゅうおうのおしごと！』は私の地元でさらに売り上げを伸ばし、将棋ペンクラブ大賞や『このラノ』の追い風もあって、アニメ化していただけるまでに成長したのでした。




　さて、出版前から『りゅうおうのおしごと！』を支え続けてくれたその店員さんが今どうしているかというと──

　作品だけではなく、私の全てを支えてくれています。

　初めて出会った日からちょうど三年後に籍を入れました。

　母が亡くなって、家族が一人もいなくなった時、私は初めて、自分が誰とどんな人生を歩みたいかを真剣に考えました。私はこれからも、苦しみながらでも自分の好きな物語を書いていきたい。そんな時、私よりも熱くて根性のある人に一緒にいてもらいたい。

　そう思ったら、自然とあの店員さんの顔が浮かんだんです。

　祖父が引き合わせてくれて、母が背中を押してくれたのかなと思います。

　私にはもったいない、素晴らしい妻です。

　一つだけ気になる点があるとすれば……妻は私の七歳年下だということ。

　そしてその年齢差は、八一とあいちゃんの年齢差と同じということで……。

　とはいえ十六歳と九歳の関係とは違って、三十代と二十代なら特に違和感はありませんし、私としても「七歳差ってこんな感じかー」と参考になることもあるので、あまり意識していません。

　ただ、私がどんな本を書いてるか知った妻の親族からは「やっぱり……」みたいな反応があったんじゃないかと、それだけが心配です。どう言い訳しようが説得力は皆無ですから……先輩の作家さんからは「俺は五歳差でさんざんロリコン呼ばわりされたから覚悟しておいた方がいい」とアドバイス（？）されましたし……。

　作中で八一をロリコン呼ばわりしてきた報いが来たのかもしれませんね……。




『りゅうおうのおしごと！』はあらゆる意味で私の人生の転機となった作品になりました。

　この作品がなければ妻と出会うことはなかったでしょう。

　妻との出会いがなければ、作者である私以上の熱意を持って作品を愛してくれている人がいるということに気づくことはなかったと思います。

　その愛と熱意に負けないよう、これからも全力で、これまで以上に熱く、この『りゅうおうのおしごと！』を書き続けていきます。

















「やっぱり居ましたね」

　山城やましろ桜おう花か戦が決着したその翌日。

　朝の早い時間から関西将棋会館の棋士室に顔を出すともう先客がいて、練習将棋を指していた。

「あ？　何が『やっぱり』なんだよ？」

「竜王りゅうおうサン、昨日はおおきに♡」

　月つき夜見よみ坂ざか燎りょう女流玉将ぎょくしょうと、めでたくタイトルを防衛した供御飯くぐい万智まちクイーン山城やましろ桜おう花か。

　その二人がタイトル戦の前と同じように将棋を指してるのを見て、俺おれはホッとしていた。

「ま、いちいち落ち込んでても仕方ねーかんな」

「こなたは防衛できたんで落ち込む理由がおざりませぬ♡」

　吹っ切れた様子の月夜見坂さんと、つやつやしてる供御飯さん。

　最終局の内容は今年度の名局賞候補という声も上がるほどで（女流の対局で名局賞にランクインすれば前代ぜんだい未み聞もんとなる）、そういう将棋を指せた後は、結果はあまり気にならない。そりゃ勝った方が気持ちいいんだろうけど。

　俺は月夜見坂さんの隣に腰を下ろしながら盤面について尋たずねる。

「練習将棋ですか？　どっちが優勢です？」

「対局じゃねえよ。研究会だよ研究会」

「二日連続で勝負将棋を指した後に勝ち負けの付く将棋を指すんは、さすがにキツぅおざりますからな」

　確かに、盤面をよく見ると最近の課題局面だった。

　供御飯さんが盤側ばんそくに置いたスマホをいじってるのも、他のどこか別の場所で行われてる研究会と連絡を取り合いながらやってるからかも。最近はこういうスタイルの研究会も増えた。

「それよりオメーも大変だよな」

　駒こまを動かした後、こっちを向いて月夜見坂さんが言う。

「はぁ？　何がです？」

「マイナビだよマイナビ。あのクソ黒髪チビが挑決ちょうけつで万智に勝ったら、銀ぎん子こと五番勝負だろ？　オレと万智がやる以上にオメーは板挟いたばさみじゃん」

　クソ黒髪チビ……天衣あいのことですね。

　供御飯さんもキツネみたいにニヤニヤしながら同調する。

「せやで。第二夫人とお姉ちゃんのタイトル戦なんて、完全に板挟みどす。まあみすみすその対決を実現させる気もおざりませぬけど」

「第二夫人って……天衣がですか!?　やめてくださいよそんなの聞かれたら殺されちゃいますって！」

「「どっちに？」」

「両方にですよ！」

　清滝きよたき一門の中でも最高に危険な組み合わせだ。練習将棋も合わせて、おそらくまだ一度も対局してないはず。

　あの二人が争うことになったら……恐ろしすぎて状況を想像することすら難しい。とりあえず俺が無傷では済まないことだけはわかる。

「あのチビからみて銀子は小姑こじゅうとめってことだろ？　そりゃモメるわな」

「竜王サンはどっちの味方をするん？」

「どっちも味方しますよ」

　俺としては今回の桜花戦と同じように、どちらも最高のパフォーマンスを発揮して名局を生み出して欲しいというスタンスだ。

　そのための手伝いはするが、どちらかを贔屓ひいきするというような話にはならない。

　ただ、そんな答えでこの二人が納得するはずもなく──

「そういうんやのーて。どっちのセコンドに付くかって聞いてるんや」

「う～ん……まあ、姉弟子はもうタイトル戦は慣れてるでしょうしね。師匠として弟子の世話をするのは当然かと」

「刺さされるな」

「せやね。めった刺しや」

「不吉なこと言わないでよぉ！」

　俺だってちょっとそういうことになるんじゃないかなって不安なんだから！

「……でもまあ、今日ここに俺が来たのってその話をするためなんですよ」

「銀子にバレないように弟子を贔屓する方法を聞きにか？」

「そうじゃなくて」

　俺は真面目まじめな顔をして尋ねる。

「天衣はタイトル戦初登場ですから、女性視点で何かアドバイスをいただければと。俺じゃあ行き届かないだろうし、姉弟子にもこんなこと聞けないし」

「せやねぇ……持ち時間の使い方は、あらかじめ教えてあげたほうがええね」

「だな。女流棋戦は基本的に持ち時間が短くて、タイトル戦になると急に伸びる印象だ。これはかなり戸と惑まどうからな」

「なるほどなるほど」

　それなら俺でも教えられそうだ。男性棋戦はもっと持ち時間長いし。

「あとは……あっ、これは絶対に教えといたほうがいいぜ？　でもクズに教えられるかは微妙だなー」

「何ですか月夜見坂さん？」

「着物だよ着物。女王戦は着物着用が義務化されてるし、今のうちから和服に慣れといたほうがいいんじゃねーか？」


　あっ……！



「せやね。お着物での対局はコツがいるし」

　供御飯さんは駒を動かしてから、自分の胸の辺りをなでる。

　豊かな胸が微かすかに揺れて、俺は今日がいい日であることを確信した。

「いちばん苦しいのは胸やね。男性のお着物は腰で帯を締めるけど女性は胸で締めるんどす。せやから息をするのも苦しいし、将棋に集中して前傾なんかするともう呼吸すらままならんから」

「なるほど……」

「そか？　オレは飯食った直後以外そこまで胸がキツいって感じたこたぁねーけどな？」

「でしょうね」

　俺が即座に頷くと月夜見坂さんはキレのあるストレートを放ってきた。よかった。タイトル挑戦失敗の傷は完全に癒いえているようだ……代わりに俺が負傷したが。

「ブッ殺すぞこのクズ！　人がせっかくあの女将棋マシーンに勝てるよう真面目にアドバイスしてやろうってんのに……！」

「でもねー。胸だったら姉弟子だってスカスカですからね。小学生といい勝負なんじゃないですか？」

「いやいやいや。さすがに銀子もちっとは育ってるだろ？」

「ないないない。まだツルツルのペタペタですよ」

「そんな言い切ってええん？　また銀子ちゃんに聞かれでもしたら殺されてまうよ？」

「大丈夫ですって。俺だって学習するんですから」

　俺はスマホの画面を供御飯さんに見せながら、

「姉弟子のスケジュールは確認済みです。今日は連盟には来ません。桂けい香かさんと研究会してるって、ちゃんとここに来る前に桂香さんからこの通り写真も送ってもらってますから」

「そか。ところで竜王サン」

「はい？」

「スマホのな？　ハンズフリーって知ってはる？」

　供御飯さんはそう言うと、どこか別の研究会と繫がっているスマホを指さす。

　そしてスマホから聞き慣れた声が響いてきた……地獄からのメッセージが。

『どうも。ツルツルのペタペタですが何か？』

「あ……あね────」

『弟子と一緒にころす。ぶちころす』

　話は全部聞かれた。

　九頭竜一門は滅亡するかもしれん。







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　遂に感想戦の二人がメインの話を書くことができました！　最初は巻末にしか登場させるつもりのなかった二人なんですが、いつのまにか本編にもジャンジャン進出してきて、今ではすっかり主要キャラです。それだけ圧がすごい……もとい、ルックスも含めて魅力のあるキャラなんだと思います。この巻で、さらにその魅力が深まれば嬉しいです[image: ]




イラスト

しらび

　まさかこの二人を表紙で描くことになるとは思いませんでした。このコンビは読んでいても描いていても楽しいです。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「白鳥士郎先生」係

「しらび先生」係




http://ga.sbcr.jp/
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